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LegacySelect テクノロジコントロ ー J レ 

LegacySelect テクノロジコントロールは、共通プラットフォーム、ハードドライブイメージ、およびヘルプデスク手続きを基本としたレガシーフル、レガシー限定、またはレガシーフリーソリューシヨンを提 
供します。管理者は、セットアップユーティリティ 、 Dell OpenManage … IT Assis ね nt 、 または Dell カスタムファクトリーインテグレーシヨンを介して管理できます。 

LegacySelect をほうことによって.管理者はシリアル/ USB コネクタ、パラレルコネクタ、 PCI スロット、フロッピードライブ、 PS /2 マウスなどのコネクタおよびメディアデバイスを電子的にま動化また 
は非ま動化することができます。コネクタおよびメディアデバイスを無効じして、リソースを利用可能にします。変更をち細こするには、コンピュータを再起動する必要があります。 


管理機能 


ASF(Alert Standard Format) 

ASF は、「ホペレーティングシステム確立な前」または「オペレーティングシステム不在」善吿技術を指定する DMTF 管理標準です。オペレーティングシステムがスリープモード、もしくはコンピュータの 
電源が切れているときに、セキュリティの問題および摩害が発生している可能性があるという警告を発するよう設定されていまず。 ASF は、オペレーティングシステム不在の際の従来の警告方法に代わ 
るものとして設計されています。 


お使いのコンピュータでは、レ: I 下の ASF バージョン 1.03 および 2.0 の警告とリモート禮能をサポートしていまず。 


替告 

化明 

Chassis : Chassis Intrusion - Physical Security Violation/Chassis Intrusion 
- Physical Security Violation Event Cleared 

シャーシイントルージョン機能が搭載され有効になっているコンピュータシャーシが開けられ 
たか、またはシャーシイントルージョン警告がクリアされました。 

CPU : Emergency Shutdown Event 

ブロセッサミ品度が高すぎるため電源ユニットがシャットダウンしました。 

Cooling Device : Generic Critical Fan Failure/Generic Critical Fan Failure 

Cleared 

フアン速度 ( rpm ) が限刺直を超えてし、ます。フアン速度 （ rpm ) の問題が解ましました。 

Temperature : Generic Critical Temperature Problem/Generic Critical 
Temperature Problem Cleared 

コンピュータの温度が限界値を超えてし巧か、またはコンピュータの温度の問題が解ホしま 
した。 

Battery Low 

システムバッテリーが 2.2V む下になりました。 


デルの ASF 導入の詳細については、デルサポートサイト support.jp.dell.com で入手できる 『 ASF ユーザーズガイド J および 『 ASF 管理者ガイド』を参照して〈ださい。 


Dell OpenManageTM IT Assistant 

IT Assistant it . 企業のネットワーク上のコンピユータやその化のデバイスを設定、管理、監巧します 。 IT Assistant it . 業界標準の管理ソフトウェアを装偏したコンピユータの資産、設定、イベント 
(臺告）、セキュリティを管理します。また、 SNMP 、 DM しおよび CIM の業界標宰に準拠する計装をサポートします。 


DMI と CIM を基本にした Dell OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）は、お使いのコンピユータで使巧できます 。 IT Assistant の情報は、デルサポートサイト 
support.jp.dell.com で入手できる 『Dell OpenManage IT Assistant ユーザーズガイド J を参照してください。 


Dell OpenManage Client Instrumenta む on ( クライアント用ソフトウェア） 

Dell OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）は 、 IT Assistant などのリモート管理プログラムが、な下を実行するのを巧能じします。 
I お巧いのコンピュータについての情報へのアクセス（搭載されてし、るプロセッサの数や実行されてし、るオペレーティングシステムの種類など）。 

I コンピュータのステータスの監視(溫度プローブからの熱警告やストレージデバイスからのハードドライブ垣害警告を受信することなど）。 






















I お使いのコンピュータのステータスの変更 （BIOS のアップデート、またはリモートでのシャットダウンなど）。 


管理システムは、 IT Assistant を使ってネットワーク上で Dell OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）がセットアップされているコンピュータです。 Dell 
OpenManage Client Instrumentation (クライアント用ソフトウェア）につ L 、 ては、デルサポートサイト support.jp.dell.com で入手できる 『Dell OpenManaae Client Instrumentation 
(クライアント巧ソフトウェア)ューザーズガイト 1 を参照してください。 


セキュリティ巧能 

シヤーシインいレージョンのおな 

^ メモ： 管理者パスワードが有効な場合、管理者パスワードがわからないと Chassis Intrusion 設定をリセットできません。 

この裸能が搭載されち効になっている場合、シャーンが開けられたことを検出してユーザーに警告します。シャーシイントルージョン設定をををするには、巧の手順を実斤します。 

1. セットアップユーティリティホお動しまず 。 

2. 下矢印キーを巧して 、 System Security ホブションへ移動します。 

3. < Enter > を巧して 、 System Security オブションのポップアップメニューにアクセスします。 

4. 下矢印キーを押して 、 Chassis Intrusion 設定へ移動します。 

日. < Enter > を巧してオプション設定を選おします。 

6. オプション設定のアップデートが转わったら、もう一度 < Enter > を巧します。 

7. 保存して、セットアップユーティリティをお了します。 

オプション設定 

I On - コンピュータカバーが開けられると、設定が Detected に変わん次回のコンピュータ起動時の起動ルーチン中に、次の警告メッセージが表示されまず。 

Alert ! Cover was previously removed. (害告！カバーが取り外されました。） 

Detected 設定をリセットするには、 セットアップユーティリティを起動します 。 Chassis Intrusion オブションで、左ちみ E ロキーを押して Reset を選巧してから、 On 、 On - Silent 、 または 
Off を選びます。 

I On - Silent (デフォルト設定）ー コン ピュータカバーが開けられると、設をが Detected にをわります。次回の コン ピュータ起動時の起動順を中に警告 メッセー ジは表示されません。 

I Off - イントルージョンモニタが行われず、メッセージも表示されません。 

パドロックリングとセキュリティケーブルスロット 

レ: TF のちまの1つを使って、コンピュータのセキュリティを巧います。 

I パド□ックリングロホ、パド□ックのみ、またはパド□ックとループ型セキュリティケーブルを一請に巧巧します。 

パドロックだけでコンピュータが開けられることを防ぐことができます。 

固定されたものにセキュリティケーブルを通し、パドロックを取りかけることで、巧許巧のコンピュータの移動を防ぐことができます。 

I コンピュータ背面のセキュリティケーブルス□ットに市販の盗難防止デバイスを取り付けます。 

^ メモ： 盗難防止デバイスを購入する前に、お使いのコンピュータのセキュリティケーブルスロットに対応するか痛認してください。 

通常、盜難防止デバイスには、金属ケーブルに取り付けられているロック装置とキーが付いています。取り付け方まは、デバイスじ付属のマニュアルに記載されています。 


パスワードによる保護 

© を意： パスワードはコンピュータ内のデータに対してセキュリティを提供しますが、絶対にを全であるというわけではありません。より強固なセキュリティが必要なデータについては、データ暗号 
化プログラムなどのな譲磯能をご自さでご用意ください。 


System Password 






© を 意： システムパスワードを設定せずに操作中のコンピュータから難れたり、コンピュータをロックせずに放置した場合ロホ、第=者力巧ャンパ設定を変更し、パスワードを解除することができま 
す。その結果、だれでもハードドライブ内のデータにアクセスすることができるようになります。 

オプション設定 

レ:1下の2つのオプションのいずれかが表示されている場合、システムパスワードの変更や新しいパスワードの入力はできません。 

I Set - システムパスワードが設定されています。 

I Disabled - システム基板のジャンパ設定によって、システムパスワードが無巧になっています。 

レ: TF のホブションが表示された場合にのみ、システムパスワードを設定できます。 

I Not Set - システムパスワードが設定されていないが態で、システム基巧のパスワードジャンパがち効設定（デフォルト設定）になっています。 

システムパスワードの設を 

システムパスワードの設定を途中で中止したい場合は、 < Tab > または < Shift >< Tab > キーを押して別のフィールドに移動するか、または手順日をお了ずる前に < Esc > を巧しまず。 

1. セットアップユーティリティをお動して . Password Status 力< Unlocked に設定されている力、確認します。 

2. System Password を"イライト表示させてから、左ち矢巧キーを巧してください。 

オプション名が Enter Password にをわり、その後に32文字分のをのフィールドが現れまず。 

3. 新しいシステムパスワードを入力します。 

32で字まで入力できまず。入力した文字を訂正する場合、 < Backspace > または左矢印キーを巧します。パスワードは、乂で字と小文字を区別しません。 

お効なキーの紐み合わせもあります。そのような組み合わせを入力すると、スピーカーからビープ音が鳴ります。 

それぞれの文字キ ー( またはを白としてのスぺースバー)を巧すごとに「*」が表示されます。 

4. < Enter > を巧します。 

新しいシステムパスワードが32文字未滿の場合、フィールド全部に「*」が挿入されます。次に、オプションちが Verify Password じをわり、その後ろに32义字分の别のをのフィールドが 
現れます。 

日.パスワードを確認するために、もう一度パスワードを入力して < Enter > を巧します。 

パスワード設定は Set にをわります。 

6. セットアッブユーティリティを格了しまず。 

コンピュータを再起動ずると、パスワード保蛋裸能は有効になります。 

システムパスワードの入力 

コンピュータを起動または再起動すると、お下のプロンプトが固面に表示されます。 

Password Status が Locked に設定されている場合 

Type the password and press <Enter>. 

(パスワードを入力し、 <Enter> を巧してください。） 

管理者パスワードが設定されてし、る場合、コンピュータは管理者パスワードをシステムパスワードの巧用として受けがけます。 

入力したシステムパスワードが間違ってし、ると、巧のメッセージが表示されます。 

** Incorrect password. ** 

い*誤ったパスワード。**) 

再び誤ったパスワードまたは不完全なパスワードを入力すると、同じメッセージが表示されます。システムパスワードを3回間違えると、それな降はな下のメッセージが表示されます。 

，* Incorrect password. ** 

Number of unsuccessful password attempts : 3 

ぃ 誤ったパスワード。**間違ったパスワード入力の回数： 3 システムが停止しました！電源を切って < ださい。） 

コンピュータの電源を入れなおした後でも、再び誤ったシステムパスワード、または不完全なシステムパスワードを入力ずるたびに、上記のメッセージが表示されます。 


。 メモ ： System Password と Admin Password を併巧して Password Status を使用すると、お許可のを更に対■してコンピュータの保護を強化できます。 



システムパスワードの巧り消しとを更 


1. セットアップユ~ティリティを起動します 。 

2. System Password をハイライト表示して < Enter > を巧します。 

3. プロンプトが表示されたら、システムパスワードを入力します。 

4. < Enter > を2回押して、既存のシステムパスワードをクリアしまず。設定は Not Set にをわリまず。 

Not Set と表示されている場合、システムパスワードは削除されています。 Not Set と表示されていない場合は、 < Alt >< b > を押してコンピュータを再起動し、手順3および4を繰り返しま 
す。 

日.新しし、パスワードを設定するには、 " システムパスワードの設 を " の手順に従います。 

6. セットアッブユーティリティを格了しまず。 

管理をパスワード 

オプション設定 

巧の2つのオプションのいずれかが表示された場合は、管理者パスワードを変更したり、おしい管理者パスワードを入力することはできません。 

I Set - 管理者パスワードが設をされています。 

I Disabled - システム基板のジャンパ設定によって、管理者パスワードが無効になってし、ます。 

巧のオプションが表示された場合のみ、管理者パスワードを設をできます。 

I Not Set - 管理者パスワードが設まされてし、ないが態で、システム基おのパスワードジャンパが有効設定(デフホルト設定）になっています。 

管理をパスワードの設定 

管理を パスワード とシステムパスワードは同にでも構し、ません。 

じ メモ： これら2つのパスワードが異なる場合は、管理者パスワードをシステムパスワードの代わりに使巧することができます。ただし、システムパスワードを管理をパスワードの代わりに使用す 
ることはできません。 

1. セットアップユーティリティをお動して . Admin Password 力 < Not Set じ設定されているか巧設します。 

2. Admin Password をハイライト表示して、左ち矢印キーを巧します。 

パスワードの入力と確認のプロンプトが表示されます。パスワードにほ用できない文字の場合、ビープ音が鳴ります。 

3. パスワードを入力して確認します。 

パスワードの確認が格わると、 Admin Password の設定は、 Set にをわります。次回の セットアップユーティリティお動 麻 に.管理者パスワードの入力がボめられます。 

4. セットアッブユーティリティを終了します。 

Admin Password のをまは、ただちにち効になります (コン ピュータを再起動する必要はありません)。 


管理をパスワードが有効な場合のコンピュータの揉作 

セットアップユーティリティを起動すると . Admin Password オプションがハイライト表示され、パスワードの入力を求められまず。 
正しいパスワードを入力しないと、セットアップオプションをををすることはできません力 S 、 セットアップユーティリティ画面は表示されまず。 

b メモ ： Password Status と Admin Password を併巧すると、巧許可のを更に対してシステムパスワードを保譯できます。 

既存の管理をパスワードの削除または変更 

既巧の管理者パスワードを変更するには、管理者パスワードを知っている必草があります。 

1. セットアッブユーティリティを起動します 。 








2. プロンブトで管理まパスワードを入力します。 


3. Admin Password をハイライトき示し、左ち矢印キーを巧して巧巧の管理者■パスワードを削除します。 
設定は Not Set にをわります。 

巧しい管理者■パスワードを設定するには、 「 皆理をパスワードの設定 I の手歷ホ実行します。 

4. セットアッブユーティリティを格了しまず。 

忘れたパスワードの取り消しと新しいパスワードの設定 

システムパスワードまたは管理者パスワードをリセットする口ま、 「 忘れたパスワードの消去 I を巻鹿してください。 


セットアップユーティリティ 

概要 

セットアップユーティリティはな下の場合に巧巧します。 

I お巧いのコンピュータに/\-ドウエアを追加、をを、または取 y がした後のシステム設を情報のを要。 

I ユーザーパスワードなどのユーザー選巧可能なオプションの設定または変更。 

I 現巧のメモリの容量を調べたり、取り付けられた M- ドドライブの種類を設定する場合。 

セットアップユーティリティを起動ずる前に、後で参照できるようじセットアップユーティリティ画面の情報を記録しておいてくださし、。 


セットアップユーティリテイの起動 


1. コンピュータの電源を入れます(またはち起動します）。 


2. 青色の DELLTM ロゴが表示されたら、すぐに < F 2> を巧しまず。 

ここで時間をおきすぎてホペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft ® Windows ® デスクトップが表示されるまで待ちまず。次に、 コンピュータを シャットダウンして、 もぅ一 
度やり直します。 


セットアップユーティリティ画面 


セットアッブユーティリティ画面は、お使いのコンピュータの現在のまたは変更可能な設定情報を表示します。画面上の情報は、オプションリスト、アクティブホブションフィールド、キーフアンクションの3 
つの領域に分かれます。 











セットアップオプション 


& メモ： お使いのコンピュータおよび取り付けられているデバイスじよって、この巧に一黃表示された巧目とは異なる場合があります。 


System 

System Info 

コンピュータ名、 BIOS のバージョン、サービスタグを一貴表示しまず。 

CPU Info 

コンピュータのブ□セッサが/\イパースレッディンヴをサポートしているか識別します。またプロセッサ速度、バス速度、クロックスピード、および L 2 キャッシュも識別します。 

Memory Info 

のりかけられたメモリの容量、メモリの速度、ビデオメモリの容量、ディスプレイキャッシュのサイ义およびチャネルモード(デュアルまたはシンヴル）を示します。 

Date/Time 

現巧の日付および時刻設定を表示します。 

Boot Sequence 

コンピュータはこのリストで指をしたデバイスの順まで起動を試みます。 

Drives 

Diskette Drive 

このホブションでフ□ッピードライブをち効または無効にします。オブションは、 Off , Internal , USB 、 および Read Only です。 

Drive 〇 〜 Drive 

n 

システムを板の SATA または IDE コネクタじ接結されたドライバを識別し、有効または無効にし、その/\-ドドライブの容量を表示します。 

メモ： これらのホブションは Drive 0から Drive 3までに表示されます。 

Module Bay 

モジュールベイ巧のデバイスを有効または無効にしまず。ホブションは、 On または Off でず。デフホルト設定は On でず。 

メモ ： USB Controller と Diskette Drive のセットアップオプションは、モジュールベイ内のホブションのフロッピーディスクの動作に影響します。 

Drive 

Controller 

シリアル ATA コントローラの動作モードを設定します。 Normal は、シリアル ATA コントローラをシリアル ATA ネイティブモードでのみ動作するように設定します。 
Compatible は、シリアル ATA コントローラをシリアル/パラレル ATA コンビネーションモードで動作するように設定します。 

Error Reporting 

この設定は、セットアップユーティリティ起動時にド!'"ライブエラーを報をするかどうかを巧定しまず。 

SATA Operation 

内蔵/' V- ドドライブコントローラの動作モードを設定します。 

Normal -ドドライブコントローラはネイティブモードに設定されます。このモードでは、ドライブパフォーマンスと柔軟性が最大じなります。 

Combination -ハードドライブコントローラはコンビネーションモードに設定されます。このモードは、 SATA ドライブをサポートしていない古いバージョンのオペレーティング 
システムとの互換性を提供します。 

工場出荷時のデフォルト設定は Normal です。 

メモ： この設ををを要すると、ドライブの表示順に影響します。ただし、セットアップユーティリティにこれらの変更が反映されるのは再起動な降です。 

SATA Reporting 

システムステータスで内蔵ドライブのハードドライブエラーを報告ずるかどうかを制御します。このテクノロジは、 SMART ( Self-Monitoring Analysis and Reporting 
Technology ) 仕梯の 1 つです。 

オプションは、 On または Off です。デフォルト設まは、 Off です。 

Onboard Devices 

Integrated NIC 

N にを On (デフォルト設定）、 Off 、 または On W/ PXE に設定します 。 On w / PXE 設定を有効にすると(この後の起動プロセスにのみ選巧可）、プロンプトに 
< Ctrl >< Alt >< b > を巧すようき示されます。このキーの組み合わせを押すとメニューがき示され、ネットワークサーバーから起動するち法を選巧できます。起動ルーチンが 
ネットワークサーバーから使巧できないと、システムは起動順巧リスト巧の次のデバイスからの起動を試みます。 

Integrated 

Audio 

オンボードオーディオコントローラを有効または無効にします。 

LPT Port Mode 

このオプションは、内蔵パラレルポートの動作モードを設まします。設定は、 Off , AT 、 PS /2( デフォルト設定）、 EPP 、 および ECP です。 

1 AT - IBM ® AT 互換用にポートを設定します。 

1 PS /2 - IBM PS /2 互換用にポートを設定します。 

1 EPP - 拡張パラレルポートプロにル用じポートを設定します。 

1 ECP - 船長磯能ポートプロトコル用にポートを設定します。 

LPT Port 

Address 

このオプションで内蔵パラレルポートが使巧するアドレスを設定します。設定は、 378 h (デフォルト設定）、 278 h 、 および 3 BCh です。 

PCI Slots 

PCI ス□ットをち効または無効にします。 

Serial Port #1 

デフォルト設まの Auto は、コネクタを自動腳こ特定のポートに設定します ( COM 1 または COM 3)。 

Serial Port #2 

デフォルト設定の Auto は、コネクタを自動的に特定のポ ー H こ設定します ( COM 1 または COM 3)。にの設定はホブションのシリアルポートアダプタが取り付けられている 
場合のみ表示されます。） 

USB 

このオプションが On に設をされているとき、 USB デバイスはホペレーティングシステムで認識されサポートされます。 

USB Disable 

前面パネルの USB コネクタを有効または無効にします。デフォルト設定は On です。前面パネルのコネクタを巧効にするには、 Off を選巧します。 

USB Controller 

内蔵 USB コント□ーラをち効または無効じします。 

Off - USB コント□-ラは無知。 

On - USB コント□-ラはちな。 

No Boot - USB コント□-ラは有効ですが、 BIOS は USB 記憶装置を認識しません。 

































工場出荷時のデフホルトは On です。 

Front USB Ports 

前面パネルの USB ポートをち効または無巧にします。 

Off - 無効。 

On — ちな。 

工場出荷時のデフホルトは On です。 

LPT Port Mode 

内蔵パラレルポートの動作モードを選がします。 

Off - ポートは無効です。 

AT - ポートは IBM AT に適合するよう設をされます。 

PS /2 -ポートは IBM PS /2 に適合ずるよう設定されます。 

EPP -枕;張パラレルポートブロトコル。 

ECP - お張磯能ポートプロトコル。 

工場出荷時のデフホルト設定は PS /2 です。 

LPT Port 

Address 

内蔵パラレルポートのべース10アドレスを選がします。工場出荷時のデフホルト設定は 378 h です。 

Video 


Primary Video 

この設定は、コンピュータにビデホコントローラが2つある場合、どちらをプライマリにするかを指まします。 

Video Memory 
Size 

Performance 

この設定は、ビデオコントローラが使用可能なメモリ容量を指定します。 

Hype 亡 Threading 

お使いのコンピュータのブ□セッサが/\イパースレッディングをサポートしている場合は、このオプションが Options List に表示されます。 

HDD Acoustic 

Mode 

1 Q 山が(デフォルト設定）一/、ードドライブは最も詩かな設をで動作します。 

1 Performance —ハードドライブは最大速度で動作します。 

1 Bypass -おほいのコンピュータは、現在のアコースティックモードの設定をテストまたはを要しません。 

1 Suggested -ハードドライカホ、ハードドライブの製造元が推奨する速度レベルで動作します。 

メモ： Performance モードへ切り替えると、ドライブはより大きなノイズを発生する場合があります力{、動作に影響はありません。 

アコースティック設定を変更しても、ハードドライブイメージはをわりません。 

Security 

このセクションは.巧 ffl 巧ち目なシステムセキユ 1 斤ィオブションをを示します。詳細に閱しては. 「セキュリティ機能 1 を参昭してけ r’ さい。 

Admin Password 

このホプションは、システムパスワードがシステムへのアクセスを制限するのと同様にコンピュータのセットアップユーティリティへのアクセスを制限します。設定は、 Set、Not 
Set 、 および Disabled です。 

オプションが Set の場合は、管理者パスワードが設定されています。 

オプションが Not Set の場合は、管理者パスワードが設定されてし、ない巧態で.システム基板のパスワードジャンパが有効設を(デフォルト設を ）1 こなってし、ます。 

オプションが Disabled の場合は、システム基巧のジャンパ設定によって、管理者パスワードが無巧になっています。 

管理をパスワードを無効にするには、ブロンプトにパスワードを入力して < Ctrl >< Enter > を巧します。 

System Password 

システムのパスワードセキュリティ機能の現巧のが態が表示され、新しし、システムパスワードを設をしたり確認することができます。設定は、 Set , Not Set 、 および 

Disabled です。 

オプションが Set の場合は、システムパスワードが設定されてし、ます。 

オプションが Not Set の場合は、システムパスワードが設定されていない巧態で、システム基板のパスワードジャンパがち巧設定(デフォルト設を ）1 こなってし、ます。 

オプションが Disabled の場合は、システム基板のジャンパ設定によって、システムパスワードが無効になっています。 

システムパスワードをお巧にするには、プロンプトにパスワードを入力して < Ctrl >< Enter > を巧します。 

Drive Password 

このパスワードを設定して、権限のないユーザーが/、ードドライブにアクセスするのをおぎます。 

メモ： このホブションは、ハードドライブパスワードをサポートする、取り付けられたをハードドライブについてき示されます。ドライブパスワードをサポートするドライブがない場 
合は、き示されません。 

ModBay Password 

このパスワードを設定して、権限のないユーザーがモジュールベイに取り付けられた/\-ドドライブにアクセスするのをおぎまず。 

メモ： このホプションは、ハードドライブパスワードをサポートする、モジュールベイに取り付けられたハードドライブについて表示されます。モジュールベイにハードドライブが取 
り付けられていない、または取り付けられたハードドライブがドライブパスワードをサポートしていない場合は、表示されません。 

Password 

Changes 

このオプションは、管理をパスワード共にシステムパスワードフィールドをロックします。このフィールドがロックされていると、コンピュータを始動ずる瞭に < arl >< Enter > を 
巧してパスワードセキュリティをお巧にするオプションは使用できません。 

Intrusion Alert 

このホブションがインストールされち効になっている場合、コンピュータの次回起動惭こ、コンピュータカバーが開けられたことをユーザーに警告します。設定は On または 
On - Silent (デフホルト設定）、および Off です。 

Intrusion 

Status 

シャーシイントルージョンイベントが起きた場合にのみ、このオプションはセットアップユーティリティに表示されます。設定は Clear および Detected (デフホルト設定)です。 

シャーシイントルージョンステータスをクリアするには Clear を選巧します。 




























TPM Security 

TPM セキュリティデバイスを制御します。 

Off - TPM セキュリティデバイスは Off です。 

On - TPM セキュリティデバイスは On です。 

工場出荷時のデフオルト設定は〇けです。 

Power Management 

AC Recovery 

コンピュータに AC 電源が回復した場合にどうするかを巧定します。 

Auto Power On 

時間と曜日を設定し、コンピュータに自動めに電源を入れることができます。選べるのは、 Everyday または Weekdays です。工場出荷時のデフホルト設定は〇けです。 

この機能は、電源タップやサージプロテクタでコンピュータをシャットダウンした場合は動作しません。 

Auto Power Time 

コンピュータを自動的に起動する特ずの時間を設定します。時間は 24 時間お式（時間：分)でき示されます。左ち矢 E ロキーを巧して、数値を培減するか、日がと時間の フィ ー 
ルドの両方に数値を入力して、起動する時間を変まします。 

この設定を Auto Power On 設をと併用します。 

Low Power Mode 

Low Power Mode を選キ尺した場合、 NK ： 力ードを追加して取り付けれなければ Remote Wakeup イベントは Hibernate または〇げから起動しません。 

メモ： この設定は内蔵ネットワークコントローラにのみ影響します。 

Remote Wake-Up 

このオプションは、 Network Interface Controller または Remote WakeuD 禮能を持つモデムがウェイクアップ信号を受け取った劇こ、システムが起動するように設定 
します。 

On がデフホルト設定でず 。 On W/ Boot to NIC の場合、コンピュータは起動順序を使用ずる前に、ネットワークから起動しようとします。 

メモ： 通常、システムはサスペンドモード、巧止状態モード、または電ミ原が切れた状態からリモートで起動できます 。 （Power Management メニューで)い w Power 
Mode が有効な場合、システムは Suspend からのみリモートで起動できます。 

Suspend Mode 

このオプションは、 S 1 (コンピュータがほ電力で巧動するサスペンドモード)および S 3( システムメモリがアクティブだがほとんどのコンポーネントに電源がほ減されているか切 
られているスタンバイモード）です。 

Maintenance 

Load Defaults 

この設定は、コンピュータの工場出荷時のデフォルト設定を復元します。ホブシヨンは Cancel および Continue/Reset CMOS です。 

Event Log 

システムイベントログを表示します。 

BIOS Update 

BIOS アツブデートフアイルの場戸斤を選おします。ホプシヨンは 、 Floppy Disk または Hard Drive です。 

POST Behavior 

Fast Boot 

On (デフォルト設定）に設定されている場合、お使いのコンピュータはし K つかの設定とテストを省略するので、より早く起動します。 

Numlock Key 

このオプションは、キーボード上の右端列のキーに関連しています 。 On (デフホルト設定）に設定されていると、このオプションはをキーの上部に表示されている数値磯能がア 
クティブになりまず。 Off に設定されていると、このホブションはをキーの下部に描かれている力ーソルコントロール潍能をち細こします。 

POST Hotkeys 

この設定は、コンピュータ起動時にキーストロークシーケンスを表示するかどうかを指をしまず。デフホルト設定は 、 Setup & Boot Menu です。 

Keyboard Errors 

このホプションは、コンピュータ起動時のキーボードエラーレポートを無効またはち効にします。 


Boot Sequence 

この雑能を使って、デバイスの起動順巧を変更します。 


オプション設定 


I Onboard or USB Floppy Drive - コンピュータはフロッピードライブからの起動を試みます。ドライブ巧のフロッピーディスクが超動巧でない場合、またはフロッピーディスクがドライブに 
ない場合、コンピュータはエラーメッセージを生成します。 

I Onboard SATA Hard Drive — コンピュータはプライマリシリアル ATA ハードドライブからの起動を試みます。ホペレーティングシステムカ{ドライブにない場合、コンピュータはエラーメッ 
セージを生成します。 

I Onboard IDE Hard Drive — コンピュータはプライマリ IDE ハードドライブがある場合、プライマリ IDE ハードドライブからの起動を試みまず。オペレーティングシステムがドライブにない 
場合、コンピュータはエラーメッセージを生成します。 

I Onboard or USB CD-ROM Device - コンピュータは CD ドライブからの起動を試みます。ドライブに CD がない場合、あるいは CD にオペレーティングシステムがない場合、コンピュ 
-夕はエラーメッセージをま成します。 


一回のみの起巧順巧の変ち 


この磯能を使って、たとえば、 『Drivers and Utilities CDJ! にある Dell Diagnostics (該が)プログラムを実行するように CD ドライブからコンピュータを起動し、 Dell Diagnostics (餘断ブログラム 
がま了したらハードドライブから起動するよう I こ設定できます。この磯能を使って、フロッピードライブ、メモリキー、または CD ドライブなどの USB デバイスからコンピュータを再起動することができま 
す。 


& メモ： USB フロッピードライブから起動する場合、 セットアツブユ~ティリ ティ で フロッピードライブを USB に設定する必要がありまず。 


1.USB デバイスから起動する場合、 USB デバイスを USB コネクタじ接続します。 



























2. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

3. 画面ち上角に F2=Setup, F12=Boot Menu がき示された場合、 <F12> を押します。 

ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft Windows のデスクトップが表示されるまで待ちます。次に、 コンピュータを シャットダウンして、 もう一度 
やり直します。 

すべての利用可能な起動デバイスを一黄表示した Boot Device Menu が表示されます。をデバイスロま、横に番号があります。 

4. メニューの一番下で、一回のみの起動に使用するデバイスの数を入力します。 

たとえば、 USB メモリキーから起動する場合 、 USB Device を m イライト表示して <Enter> を巧します。 
b メモ ： USB デバイスから起動するロホ、そのデバイスが起動可能でなければなりません。デバイスのマニュアルを参障.して、デバイスが起動可能であるか確認してください。 


次回からの起動用の起巧順序のを更 


1. セットアップユーティリティをお動しまず 。 

2. 矢巧キーを巧って BootSequence ニューホブシヨンを m イライト表示し、 <Enter> 巧して、ポップアツブメニューにアクセスします。 
b メモ： をで元に戻すことができるよう、現巧の起動順序を書き留めておきます。 

3. デバイスのリスト巧を移動するには、上下矢印キーを巧します。 

4. スベースバーを巧して、デバイスを有効または無巧にします（有効にしたデバイスにはチェックマークが付いています）。 

5. 選択したデバイスを、 <Shift>< 上矢印> を押してリストの上に移動したり、 <Shift>< 下矢印> を押して下に移動します。 


USB デバイスからの起動 

。メモ： USB デバイスから起動するロホ、そのデバイスが起動可能でなければなりません。デバイスのマニュアルを参障.して、デバイスが起動可能であるか確認してください。 

メモリキー 

1. USB ポートにメモリキーを挿入して、コンピュータを再起動します。 

2. 画面のち上角じ F12 。 Boot Menu とき示されたら、 <F12> を押します。 

BIOS がデバイスを認識し、 USB デバイスオプションを起動メニューに追加します。 

3. 起動メニューから、 USB デバイスの隣に表示される数字を選巧します。 

コンピュータは USB デバイスから起動します。 


フロッピードライブ 

1. セットアッブユーティリティで 、 Diskette Drive オプションを USB に設定します。 

2. 保存して、セットアッブユーティリティを格了します。 

3. USB フロッピードライブを接続し、起動フロッピーを挿入して、システムを巧起動します。 


忘れたパスワードの消去 

^ 警告： 本巧の手巧を闻巧する前に、『巧品情巧ガイド J 1 のをを手晒に巧ってください。 

Q ま意： この手順を行ラと、システムパスワードと管理者パスワードの両方が消ちされます。 






1. 「 作業を開姑ずる前に J の手順を実行します。 


2. システム基板の2ピンパスワードジャンパ （PSWD) の位置を確認し、ジャンパを取りかして、パスワードを消去します。 





ジャンパ 

R ま 

柏巧 

PSWD 

凹 

パスワード磯能が有効です(デフォルト設定）。 

山 

パスワード磯能が無効になっています。 

RTCRST 

山 

リアルタイムクロックはリセットされていません。 


凹 

リアルタイムクロックはリセットされています(一時的にジャンパありの状 
態)。 

ジャンパあり LiiJ ジャンパなし 


3. コンピュータカバーを取り付けます。 











































4. コンピュータとモニターをコンセントに接続して、電源を入れます。 

5. Microsoft® Windows® デスクトップがコンピュータに表示されたら、 コンピュータをシャットダウンします 。 

6. モニターの電源を切って、コンセントから外します。 

7. コンピュータの電源ケーブルをコンセントから外し、電源ボタンを巧して、システム基ネ反の静電気を除モします。 

8. コンピュータカバーを開きます。 

9. システム基板の 2 ピンパスワードジャンパの位置を確認しジャンパを取 y かけてパスワード裸能を再度有効にします。 

10. コンピュータカバーを取り付けます。 

Q を 意： ネットワークケーブルを接結するには > まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

11. コンピュータとデバイスをコンセントじ巧続して、電源を入れます。 

じ メモ： これで、パスワード磯能はも効になりまず。 セットアップユーティリティを起動す ると、システムパスワードオプションと管理者パスワードオプションの両方が Not Set と表示されまず(パス 
ワード磯能はち巧ですが、パスワードが設定されていません)。 

12. 新しいシステムパスワード、または管理者パスワードを設定します。 


CMOS 設定のクリア 

^ 警告： 本巧の手巧を 曲 巧するがに、『製品 情報 ガイド J 1 のを全手化に巧ってください。 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手歷ホ実行します。 

2. 現在の CMOS 設定をリセットします。 

a . システム基ネ反の /く スワード fPSWDI ジャンパと CMQS(RTC RST) ジャン パ の位置を確認します。 

b. パスワードジャンパプラグをピンから取り巧します。 

C. パスワードジャンパブラグを RTC_RST ピンに取り付け、約5秒待ちます。 
d. RTC_RST ピンからジャンパプラグを取 y がして、パスワードピンに取 y 付けなおします。 

3. コンピュータカバーを取りがけます 。 

4. コンピュータスタンドを使届する場合> コンピュータスタンドを取り付けまず。 

Q を意： ネットワークケーブルを接結するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

5. コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 


ハイパースレツ デイング 


ハイパースレッディングは Intel ⑥テクノロジであり、1つの物理プロセッサを2つの論理プロセッサとして磯能させることでコンピュータ全巧の性能を向上させるので、特定のタスクを同時に実行するこ 
とができます 。 Windows XP オペレーティングシステムは、ハイパースレッディングテクノロジをが用するために最適化されているので、 Microsoft ⑥ Windows ® XP SP 1 な降のホペレーティング 
システムをほ用することをお勤めしまず。多〈のプログラムは、ハイパースレツデイングの恩恵を受けることになります力<、ハイパースレツデイング脚こ最適化されていないプログラムもありまず。それらの 
プログラムは、ソフトウェアの製造元によるアップデートが必要な場合があります。アップデートやハイパースレッデイングでソフトウェアをほ巧する方法については、ソフトウェアの裝道元にお問い合わせ 
ください。 


お使いのコンピュータがハイパースレッデイングテクノロジを使用しているか確認するには、次の手順を実行します。 


1. スタート ボタンをクリックし、 マイコンピュータ をちクリックして、 プロパティ をクリックします。 


2. ハードウエア をクリックして、 デバイスマネージヤ をクリックします。 


3. デバイスマネージヤ ウインドウで、プロセッサタイプの横のプラスく + ) サインをクリックしまず。ハイパース レツ デイングがち巧な場合、プロセッサは2つ表示されています。 


セットアップユーティリティを 使って、ハイパースレッディングをち巧または無効にすることができます。 










電力の管理 


お使いのコンピュータは、巧業しない場合じ少ない電力で動作するよう設定できます。コンピュータにインストールされたオペレーティングシステムおよび セットアップユーティリテ < の特定のホブシヨン設 
定を使って、電力使巧を制御します。節電されている期間を「スリープモード」と呼びます。 


じ メモ： スタンバイモードになるには、コンピュータじ取り付けられたすべてのコンポーネントが巧止状態モードまたはスタンバイモード機能をサポートしまた適切なドライバが口ードされている必 
M 要があります。詳細じついては、をコンポーネントの製造元の マニュアルを 参照してください。 


I スタンバイー このスリープモードでは、冷却ファンをさむほとんどのコンポーネントへの電力は低減されている力、、切られています。しかし、システムメモリはま動巧態にあります。 

I ホ 止 氏巧一 このスリーブモードは、システムメモリのすべてのデータをハードドライブに書き込み、次に、システム電源を切ることによって、電力消費を最小にします。このモードからウェイク 
アップするとコンピュータが再起動し、メモリの内容が回復されます。その後、コンピュータは休止が態モードに入る前の動作が態に戻ります。 

I シャットダウンー このスリープモードは、巧巧用のわずかな量を除いてコンピュータからすべての電源を切ります。コンピュータがコンセントに接続されている限り、自動めにまたはリモートで 
起動することができます。たとえば、 セットアッブユーティリティ の Auto Power On オブシヨンを使うと、コンピュータを特定の時間に自動めに起動することができます。また、ネットワーク管理 
者は電源管理イベント （Remote Wake Up など)を使って、コンピュータをリモートで起動することができまず。 

次のきに、スリープモードとそれぞれのモードから復帰させるために使用できる方法を示します。 


スリープモード 

ウェイクアップのホま （Windows XP ) 

スタンハ’イ 

i 電源ボタンを押す 

1 Auto Power On 

1 マウスを動かすかクリックする 

1 キーボードで入力する 

1 USB デバイスアクティビティ 

1 電源管理イベント 

化止が態 

!電源ボタンを押す 

1 Auto Power On 

1 電源管理イベント 

シャットダウン 

1 電源ボタンを押す 

1 Auto Power On 

1 電源管理イベント 


。 メモ： 電源管理の詳細については、オペレーティングシステムのマニュアルを参照して〈ださし、。 


且夕に屋る 
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バッ 了リー 

Dell™ OptiPlexTM GX520 ューザーズガイド 

♦ バッテリーの交換 


バッテリーの交換 

警告： 本巧のキ巧を聞姑する前に、『胜品情宙ガイド J 1 のま全手阻に巧ってください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子が品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし、ない 
金属面にがれることじより、静電気を除去することができます。 

コイン型電池は、コンピュータの設定、日付、時間の情報を保持します。バッテリーの寿命は数年間です。 

起動ルーチン中に日付や時刻が間違っていて、次のメッセージが表示される場合、バッテリーを交換する必要があります。 

Time-of-day not set - please run SETUP program 

(日時が設定されていません。セットアップユーティリティを実行してください。） 

または 

Invalid configuration information - 
(無劲な設定情報-セットアップユーティリティを実行して < ださい。） 

または 

Strike the FI key to continue, 

(続けるには FI キーを、セットアップユーティリティを起動するには F 2 キーを押してください。） 

バッテリーの交換が必要かどうか確認するには、セットアップユーティリティで日付と時刻を巧入力し、プログラムを終了してその情報を保存します。コンピュータの電源を切り、コンセントから2〜3時間 
がしておきます。巧に、コンピュータをコンセントに接続しなおし、電源を入れて セットアッフユーティ ii ティを起動しま主。 セットアップユーティリティに表示される日付と時刻が間違っている場合、バッテリ 
一を交換します。 

バッテリーがなくてもコンピュータは動かしまずが、電源をホフにしたり、コンセントから電源プラグを巧しザこ場合、コンピュータの設定情報は消去されまず。その場合、 セットアップユーティリテ ィをお 動し 
て、 設定オプションを再設定する必要があります。 

A 醬吿： 新しいバッテリーは、向 g って巧 y がけると巧裂する巧れがあ y ます。交換するバッテリーは、デルが巧ちする空!、または同等の製品をごが用<ださい。巧用巧みのバッテ 
心 リーは、«造元の巧示に巧って巧窠してください。 

バッテリーを取りがすには： 

1. セットアップユーティリティにある設定情報のコピーを取っていない場合、コピーを取ります。 

2. 「 作業を開おする前に I の手順を卖巧します。 

3. バッテリーソケットを痛認します。 

© を 意： 先端の銳< ない道具を使用してバッテリーをソケットから取り出す場合、道具力《システム基巧に触れないようを意して〈ださい。必ず、バッテリーとソケットの間に道具を巧実に巧入してか 
ら、バッテリーを外してください。これらの手順を踏まないと、バッテリーソケットが外れたり、システムさキ反の回路を切巧するなど、システム基概こ損傷をちえるをれがあります。 

^ ホ 意： バッテリーコネクタへの損傷を防ぐために、バッテリーを取りがす際はコネクタをしっかりとちえておく必要があります。 

4. システムバッテリーを取り外します。 

a . コネクタのプラス側をしっかり押さえ込んで、バッテリーコネクタをまえます。 

b . バッテリーコネクタをまえたまま、バッテリーを巧しをんでコネクタのプラス側から取りかし、コネクタのマイナス側じある固定タブから持ち上げて取りかします。 









1 

システムバッテリー 

2 

バッテリーコネクタのプラス測 

3 

バッテリーソケットタブ 

4 

バッテリーソケット 


Q ま 意： バッテリーコネクタへの損傷を巧ぐために、バッテリーを取り付ける瞭はコネクタをしっかりとまえておく必要があります。 

1. 新しし、バッテリーを取り付けます。 

a . コネクタのプラス側をしっかり押さえ込んで、バッテリーコネクタをまえます。 

b . バッテリーの r +」 側を上に向け、コネクタのプラス測にある固定タブの下にスライドさせます。 

C. バッテリーがカチッと巧をの位圍こ化まるまで、コネクタをまっすぐに押し下げます。 

2. コンピュータカバーを取り付けます 。 

3. セットアップユーティリティをお 動 して.手順1で記録した設をに戻します。 

4. 古いバッテリーは適切に廃棄します。バッテリーの廃棄については、『製品情報ガイド J を参照してください。 


且ジに夏る 












目次に戻る 


作業を開始する前に 

Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

♦ 奨励する ツール 
• コンピュータの電源を切る 
♦ コンピュータ内部の作業をおめる前に 

この項では、コンピュータのコンポーネントの取り外しおよび取り付けじつし、て説巧します。特に指示力嘴い限り、それぞれの手順ではな下の条件を満たしてし、ることを前提とします。 
I r コンピュ ータの 電源を切る I および 「 コンピュータ巧卽の作業をおめる前に I の丰順をすでに絵えていること。 

I Del|TM の『製品情報ガイト 1 のま全に関する情報をすでに読んでいること。 

I 取りかしの手順と逆の手順を行うことで部品の取リ优ナカ巧能であること。 


奨励するツール 

このドキュメントで説明する操作には、お下のようなツールが必要です。 

I 細めのマイナスドライバ 
I プラスドライ/く 

I フラッシュ BIOS アツブデートプログラムフロッピーディスクまたは CD 


コンピュータの電源を切る 

Q を 意： データの損失を避けるため、コンピュータの電源を切る前に、開いてし、るファイルをすべて保存してから閉じ、実行中のブログラムをすべて終了します。 

1. オペレーティングシステムをシャットダウンします。 

a . 開いてし、るすべてのプログラムやファイルを保巧して格了しまず。スタートボタンをクリックして、巧了オプションをクリックします。 

b . コン ピュータの■巧を切る ウィンドウで、 ■巧を切る をクリックします。 

オペレーティングシステムのシャットダウンプロセスがお了した後に、コンピュータの電源が切れます。 

2. コンピュータと取り付けられているすべてのデバイスの電源が切れているか確認します。オペレーティングシステムをシャットダウンした樹こ、コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が自動 
めに切れなかった場合、ここでそれらの電源を切ります。 


コンピュータ内部の作業を始める前に 

コンピュータへの損傷を巧ぎ、ご自身をあ険から守るため、次のを全に関するま意事勒こがって〈ださい。 

A 警告： 本巧の 手 巧を曲 巧する巧に、『« 品情報 ガイド J1 のを 全手化に巧ってください。 

A 警吿： コンポ—キントや力-ドは tt ■においます。力-ド上の巧品やを巧が分には触れないでくださし、。力-ドを持つ皮は«を持つか、金属製の巧 y がけブラケットの巧かを持っ 
^ て<ださい。プロセッサなどの巧品を持つ巧は、ピンではな<級を持ってください。 

。 ま意： コンピュータシステムの修理は、巧術者のみが巧って〈ださし、。デルが許巧してし、ない修理じよる損傷は、保証できません。 

〇 ま意： ケーブルをかすときは、ケーブルそのものではな<コネクタやストレイン川ーフループを持って巧いて<ださし、。ケーブルによってはコネクタじロックタブが付いていることがあります。この 
タイブのケーブルを外す場合は、ロックタブを押し込んでケーブルを巧いて〈ださい。コネクタを巧 <瞭ロホ、コネクタピンを巧げないように、まっすぐ弓 I きないて < ださい。また、ケーブルを接続する 
隐は、両方のコネクタの向きが合っていることを確認してください。 

コン ピュータ への 損傷を防ぐため、 コン ピュータ内部の作業を始める前に巧の手順を実行してください。 

1. コンピュータの電源を切ります。 

^ ホ 意： ネットワークケーブルをかすには、まずコンピュータからケーブルを巧き、巧に壁のネットワークジャックからケーブルを巧きます。 

2. 電話回線や通信回線のケーブルをコンピュータからかします。 

3. コンピュータおよび巧続されているすべてのデバイスを電源コンセントから取り外し、巧に電源ボタンを巧してシステム基板の詩電気を除去します。 


4. コンピュータスタンドが取り付けられている場合は、コンピュータスタンドを取りかします(手順じついロホ、コンピュータスタンド付属のマニュアルを参照してください）。ケーブルカバーが取り付けら 
れている場合は、ケーブルカバーも取り外して〈ださい。 











^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧りかす前にコンピュータの電巧プラグを化ずコンセントから巧いてくださし、。 


5. コンピュータカバーを取りがします。 

I ミニタワーのコンピュータ カバー の 取りみし 
I デスクトップの コン ピュ ータ カバー の 取り外し 
I スモールフォームファクターコンピュータカ バー の 取り巧し 

© を 意： コンピュータ巧卽に触れる前に、コンピュータ背面の金属卽など塗装されて L 々い金属面に触れて、き化の詩電気を除去して〈ださい。イ乍業中も、定期的に塗装されてし々い金属励こ巧由 
れて、内蔵コンポーネントを損傷するをれのある詩電気を除去してください。 
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シャーシイントルージョンスイッチ 

Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ューザーズガイド 

♦ シャーシイントルージョンスイッチの取りがし 

♦ シャーシイントルージョンスイッチの取リイ寸け 

♦ シャーシイントルージョンディテクタのリセット 

^ 警告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『»み情巧ガイド JI のまを手順に巧ってください。 

^ メモ： シヤーシイントルージョンスイッチはオプションなので、出荷時にすべてのコンピュータに付属しているわけではありません。 


シャーシイントルージョンスイッチの取り外し 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. シャーシイントルージョンスイッチケーブをシステム基巧から取りかします。 

シャーシからシャーシイントルージョンケーブルを外す瞭は、ケーブルの配線経路をメモしておいて<ださし、。シャーシにがいているフックは、ケーブルをシャーシ内部の所定の位置に固定するた 
めのものです。 

3. マイナスドライバを使ってシヤーシイントルージョンスイッチをスロットからミち意深く引き出し、スイッチおよび取り付けられているケーブルをコンピュータから取り外します。 


ミニタワーコンピュータ 



デスクトップコンピュータ 























































スモールフオームファクターコンピュータ 



シャーシイントルージョンスイッチの取り付け 

1. シャーシイントルージョンスイッチをス□ットに慎重にスライドし、ケーブルをシステム基板に接結しなおします。 

2. コンピュータカバーを 取り付けます 。 

3. コンピュータスタンドを使用する場合、コンピュータスタンドを取り付けます。 


シャーシイントルージョンディテクタのリセット 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. 青色の DELL™ ロゴが表示されたら、すぐIこ < F 2> を巧します。 

ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft ⑥ Windows® デスクトッブがき示されるまで待ちます。巧にコンピュータをシャットダウンして、再度試 
みます。 

3. Chassis Intrusion ホブシヨンを選び、左ち矢印キーを押して Reset を選巧します。設定を On 、 On - Silent 、 または Disabled に変更します。 


。 メモ： デフホルト設定は On - Silent です。 


















































4. < Alt >< b > を巧し、コンピュータを再起動して変更をち効にします。 
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コンピュータのクリーニン グ 

Dell™ OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 

A 警告： 本項の手巧を曲巧するがに、『»品情巧ガイド JI のま全手帕にがってください。 

コンピュータ、キーボード、およびモニター 

A 警告： コンビュータをクリーニングする前に、コンピュータの■巧ケーブルをコンセントからおきます。コンピュータのクリーニングには、水で湿らせた柔らかいホをおない<ださ 
^ し、。巧体クリーナーやエアソールクリーナーは巧用しないでください。可お性物»ををんでいる場をがあります。 

I 掃除磯のブラシをほって、慎氧コンピュータのスロット部かや巧の開いてし、る部分、およびキーボード上のキーの間のゴミを取り除きます。 

〇 ホ意： 洗剤またはアルコール溶巧でモニター画面をほかないで〈ださい。反が防止コーティングが損傷する巧れがあります。 

I モニター画面をクリーニングするには、 7 K で轻〈湿らした柔らか<て清潔なホを使います。可能であれば、画面クリーニング専巧ティッシュまたはモニターの帯電防止コーティング用に適した溶あ 
を使ってください。 

I 中性の液体洗剤と水を1巧3の割合で混ぜ、それを柔らかいクリーニンヴ用のホに含ませてがきます。そのホでキーボード、コンピュータ、およびモニターのプラスチック部巧をおきます。 
この溶漸こホを浸さなし巧ください。また、コンピュータやキーボードの巧卽に激巧が入らなしなうにしてください。 

マウス 

画面のカーソルが巧んだり、異常な動きをする場合、マウスをクリーニングします。光をまでないマウスをクリーニングするには、次の手順を実行します。 

1. マウスの底部にある固定リングをちじ回しがします。ボールを取 y 出します。 

2. 清;萬な、糸くずの出ないホでボールを巧き取ります。 

3. ボールが入っているケージ内のほこりや糸くずをま意深く巧き飛ばします。 

4. ボールが入っているケージの口ーラーが巧れている場合は、消裹用アルコール(イソプロピルアルコール)を乾く浸した綿棒を巧って□-ラーの巧れをおき取ります。 

日.□-ラーが清からずれている場合、中央になおします。綿棒の繊維が口ーラーに残ってしげよいか確認します。 

已.ボールと固定リングをマウスに取り付けて、固をリングをもじ回して元の位置にはめ込みます。 

フロッピードライブ 

。 を意： ドライブヘッドを綿棒でクリーニンヴしないでください。ヘッドの位置がずれてドライブが動かしな〈なることがあります。 

巿販のクリーニングキットでフロッピードライブをクリーニングします。これらのキットじは、通常の使用時にドライブヘッドに付いた巧れををとずように前処理されたフロッピーディスクが入っています。 


CD および DVD 

〇 ま 意： CD/DVD ドライブのレンズの手入れには、必ず圧縮を気を巧用して、圧縮を気に付属してし、るマニュアルに巧ってください。ドライブのレン対こは絶拙こ邮れなし、でください。 

CD や DVD がスキップしたり、音質や画質があ下したりする場合、ディスクを掃除します。 

1. ディスクの外側の縁を持ちます。中也の巧の縁にも關ることができます。 

〇 ホ 意： 円を描くようにディスク封式くと、ディスク表面に傷をがける撒れがあります。 

2. 柔らか <、糸くずの出ない布でディスクの裏側（ラベルのない側）を中央から巧側の縁に向かって巧が巧にそっとはきます。 

靖固なちれは、水、または水と刺激性のかなし巧厳の希椒溶巧で試してください。ディスクの巧れを落とし、ほこりや巧紋、ひっかき傷などからディスクを保譲する巿販のディスククリーナーもあ 
りまず。 CD 巧のクリーナーは DVD にも使用できます。 
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コンピュータカバーの取り付け 

Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

A 警告： 本項の 手 巧を曲 巧するがに、『»品情 巧 ガイド JI のま全手帕に巧ってください。 

1. すべてのケーブルがしっかり接結され、ケーブルが邪魔にならない場丽こまわられてしぶか確認します。 

電源ケーブルがドライブの下に挟まらないように、電源ケーブルを慎重に手前に引きます。 

2. コンピュータの巧部に工具やおった部品が残ってし、ないか確認します。 

3. カバーを取り付け对こは、次の手順を実斤します。 

a . カバーの下側を、コンピュータの底面の縁に沿ってあるヒンジタブに合わせます。 

b . ヒンジタブをてこのように巧い、カバーを下方向に動かして閉にます。 

C. カバーをリリースラッチ上で後でに引し、て所定の位置にはめ込み、カバーが正しい巧圏こ収まったらラッチを解放します。 
d . コンピュータを動かす前に、カバーが正し<はまってしぶことを痛認します。 

^ ホ*: ネットワークケーブルを接結するには > まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

4. コンピュータスタンドを(ほ用する場合は)取り付けます。手順じつし、ては、スタンドにが属してし、るマニュアルを参照してください。 

日.コンピュータとデバイスをコンセントじ接続して、電源を入れます。 

カバーを取りかしてから取り付けると、巧のコンピュータ起動時に、シャーシイントルージョンディテクタ（ち効な場合）はお下のメッセージを画面に表示します。 
ALERT ! Cover was previously removed. (警告！カバーが取り列•されました。） 

己. セットアップユーティリ ティ で シャーシイントルージョンを On または On - Silent に変えて、シャーシイントルージョンディテクタをリセットします。 

^ ゾモ： 管理者パスワードが化の人によって設をされてし、る場合、シャーンイントルージョンディテクタのリセットちまはネットワーク管理者にお問い合わせください。 
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DellTM OptiPlexTM GX 520 ユーザー ズガイド 


デスクトップコンピュータ 



情報の検索方法 

イ乍業を閣賠する前に 

シャーシイントルージョンスイッチ 

デスクトップコンピュータ 
お巧いのデスクトップコンビュータじついて 

コンピュータの内部 
デスクトップコンピュータの化巧 

コンピュータカバーの取りかし 

I/O パネル 

ドライブ 

PCI 力ード. PCI Express 力ード.およ!/シリアルポートアダプタ 

電源装置 

ブロセツサ 
アドバンス碟能 


バッテリー 

システムを巧の取り付け 



コンピュータカ/く一の取りかけ 

コンビユータのクリーニンヴ 

ドライバとオペレーティングシステムのちインストール 

巧題のを至み 

Microsoft® Windows あ） XP の特徴 



トラブル ンュー テインヮツールとユーテイリテイ 

困ったときは 

保証じついて 


メモ、 を意、警告 

b メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してし巧す。 

〇 を 意： /、ードウエアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するためのモまを説巧していまず。 

么 警告： 巧的損害、けが、または巧 t の巧因となる可能性があることを示します。 

略語について 

略語の一黄表は、 「里壺堇」 を参照してください。 

Deir" n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft® Windows® ホペレーティングシステムについての説明は適巧されません。 


この文書の情報は、事前の通巧なく g 更されることがち y ます。 
© 2005すべての*ホ植は Dell Inc. にちります， 


Dell Inc. の書面による許可のない複写は.いかなるお勒こおいてもあ重に禁じられています。 


この文書に巧巧されてし、る商僖につし、て： Del し DELL の ロゴ、 OptiPlex. Inspiron. Dimension、Latitude. Dell Precision. Del I Net, Travel Lite、Dell Open Manage, PowerVault、Axim. PowerEdge, 
PowerConnect. および PowerApp は Dell Inc. の商標で T。Intel. Pentium. および Celeron は Intel Corporation の登録商標です。 Microsoft. MS-DOS. および Windows I ま Microsoft Corporation のき録 
商標です。 IBM は International Business Machines Corporation のさ嵐商標です。 Bluetooth は Bluetooth SIG, Inc. の商僖で. Dell Inc. 力 《 使用複を巧ちしてし、ます。 ENERGY STAR It U.S. 

Environmental Protection Agency (米国巧境巧護局）のき録商语です。 Dell Inc. は ENERGY STAR と挂巧しており.本磐品は ENERGY STAR のエネルギー効率に関するガイドラインに渔合してし、ます。 


この义書では.上記記®おかの商语や会な名が巧用されている場合があります。これらの商漂やを化るは、一切 Dell Inc. に巧属するものではあ y ません。 
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情報の検索方法 

Dell™ OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 

b ゾモ： 谜能の中にはお使いのコンピュータ、または特をの国で利巧できないものがあります。 
b ゾモ： 追加の情報がコンピュータじ同祖されてしぶ場合もあります。 


巧をお没しですか？ 


コンピュータの Diagnostics (該断）プログラム 
コンピュータのドライ/く 


こちらをご ir< ださい 

Drivers and Utilities CD(ResourceCD とも巧ばれます ) 


コンピュータのマニュアル 
デバイスのマニュアル 
DSS (デスクトップシステムソフトウェア） 


マニュアルおよびドライバは、本コンピュータじすでにインストールされています。この CD 
は 、 Dell Dia 日 nostics (孩が)プログラム ホ実行しもり、マニュアルじアクセスするときに巧 
用します。 



CD 巧に Readme ファイルが含まれている場合がありまず。この Readme ファイルで 
は、コンピュータの巧術め変更に関する最新のアップデートや、巧術者またはき門ま日識をお 
持ちのユーザーを対象とした高度な技術資特を参照できます。 


メモ： ドライバおよびマニュアルのアップデート版は、 support.jp.dell.com で入手でき 
まず。 


メモ： 『Drivers and Utilities CDJi はホプシヨンなので、出荷時にすべてのコンピュータ 
に寸属しているわけではありません。 


コンピュータのセットアツブ方ま クイックリファレンスガイド 

基本めなトラブルシューティングの情報 


Dell Diagnostics (診断)プログラムの実行方ま 
エラーコードおよび該巧ライト 
ツールとユーティリティ 
部品の取りかしおよび取り巧け方法 


メモ： 『クイックリファレンスガイド』はホブシヨンなので、すべてのコンピュータに付属してい 
るわけではありません。 


ま全にお使いいただ < ためのミ主意 
認可機関の情報 


メモ： このマニュアルは、 PDF おまのものをウェブサイト （ support.jp.dell.com) で, 
賣いただけます。 


Del|TM 製品情報ガイド 


快適な使いち 


エンドユーザーライセンス契約 


货 


部品の取り外しおよび取リイ寸け方法 ユーザーズガイド 

仕様 




















1 システムの設定ちま 

1トラブルシューティングおよび問題解ホの方法 

Microsoft の Windows 疯 XP ヘルプとサポートセンター 

1. スタート ボタンをクリックして、 ヘルプとサポート をクリックします。 

2. ュー ザーズガイドおよびシステムガイド をクリックし、 ュー ザーズガイド をクリ 
ックしまず。 

『ユーザーズガイド JI は.オプションの 『Drivers and Utilities CDJI じキ，眼録されていま 
す。 

1 サーピスタヴおよびエクスプレスサービスコード 

1 Microsoft Windows ライセンスラベル 

サービスタグおよび Microsoft Windows ライセンス 

これらのラベルはお使いのコンピュータに貼られています。 

i 广〜も 

1 j 11111111111111111111 

1 サービスタグは、 support . jp . dell.com を使用のお、またはテクニカルサボート 
へのお問い合わせの斷こ、コンピュータの識別に使用します。 

1エクスプレスサービスコードを入力ずると、テクニカルサポートに直接電話で巧い 
合わせることができます。 

1 ソリューションートラブルシューティングのヒント、巧術をによる論説、ホンラインコース、よ < ある 
お問い合わせ ( FAQ ) 

1カスタマーケアー問い合わせ先、サービスのお問い合わせ、ごを文のが巧、保証、および修理 
に関する情報 

1 サービスおよびサポートーサービス契約、テクニカルサポートとのホンラインディスカッション 

1参考資料ーコンピュータのマニュアル、コンピュータ設定の詳細、製品仕梯、およびホワイトぺ 
—/ \— 

1 ダウンロードー承認ドライバ、パッチ、およびソフトウェアのアップデート 

1 デスクトップシステムソフトウェア （ DSS )- お使いのコンピュータでオペレーティングシステムを 
再インストールする場合は、 DSS ユーティリティも再インストールする必要があります。 DSS は、 
お使いのホペレーティングシステムのための重要な更新を提供し、 Del|TM 3.5 インチ USB フロ 
ッピードライブ、 Intel ® Pentium ⑥ M プロセッサ、ホブティカルドライブ、および USB デバイ 
スをサポートします。 DSS はお使いの Dell コンピュータが正し<動作するために必要なもので 
ず。ソフトウェアはお使いのコンピュータおよびホペレーティングシステムを自動めに検ま日して、設 
定じ適した更おをインストールします。 

デルサポートサイ 1 support . jp . dell.com 

メモ： 企業、自治が、および教育機関のお客様向けにカスタマイズされた、デルプレミアサ 
ポートウェブサイト （ premiersupport . dell . com ) もご利用いただけます。このウェブサ 
イトはすべての地域でご利巧できるとは限りません。 

1 Windows XP の使用方法 

1 コンピュータのマニュアル 

1 デバイスのマニュアル（モデムなど） 

Windows ヘルプとサポートセンター 

1. スタート ボタンをクリックして、 ヘルプとサポート をクリックします。 

2. 問題に関連する巧語やフレーズを検索ボックスに入力して、矢 E ロアイコンをクリック 
します。 

3. 問題に関連するトピックをクリックします。 

4. 画面の指示に巧います。 

1 オペレーティングシステムの再インストールちま 

オペ レーテ イングシステム CD 

オペレーティングシステムは、本コンピュータじすでにインストールされています。『オペレー 
ティングシステム CD 』 は、オペレーティングシステムを巧インストールする場合に使用しま 
す。丰1旧じついては . 「Microsoft Windows XP のちインストール i ホ参照してくださし、 

オペレーティングシステム奈巧インストールしわら.ナプシ3ンの 『Drivers and Utilities 
を巧巧してコンピュータに同捆のデバイスのドライバを再インストールします。 

/ m.iw 

/ * - vwivvrui "、 

オペレーティングシステムの ブ□ダクト キーラべルは、コンピュータに目占付されています。 

メモ： ま文されたホペレーティングシステムによって、 CD のをが違います。 


メモ： 『オペレーティングシステム CDj はオプションなので、出荷時にお使いのコンピュータ 
に必ずしも付属しているわけではありません。 
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困ったときは 

Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ューザーズガイド 

♦ テクニカルサポート 
• ごま文に関ずる問題 
♦ 製品情報 

♦ 保証期間中の修理と返品につしで 
♦ お問い合わせになる前に 
♦ デルへのお問い合わせ 


テクニカルサポート 

巧術上の問題のサポートを受けなければならないときは、いつでもデルにお問い合わせください。 

A 警告： コンピュータカバーを巧 y ホすお巧がある場合、まずコンピュータの■巧ケープルとモデムケーブルをすべてのコンセントからホしてください。 

1. 「固 題些避を」 の手順を完了します。 

2. Dell Dia 日 nostics (診断)ブロ グラム を 実巧します。 

3. Dia 口 nostics (設断） チェック リスト を 印刷して.それに記入します。 

4. インストールとトラブルシューティングの手順については、デルサポ ー Ksupport . jp . dell . com ) から、に範囲をカバーするオンラインサービスを利用してくださし、。 

5. これまでの手順で問題が解,まされない場合、デルにお問い合わせください。 

メモ： デルへお問い合わせ I こなるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの巧くから電話をおかけください。テクニカルサポート担当を力 《 コンピュータでの操作をお願いすることがあり 
ます。 

メモ： デルのエクスプレスサービスコードシステムをご利用できない国もあります。 

デルの才ートテレフォンシステムの指示に;走って、エクスプレスサービスコードを入力すると、電話は適切なサポート担当者に乾送されます。 

テクニカルサポートサービスの使い方の説明は、 「 テクニカルサポートサービス I をを鹿してください。 


ナンラインサービス 

デルサポートへは、 support . jp . dell . com でアクセスすることができまず。サボートサイトへようこモ のべージから、 サポートツール、情報などをお選びください。 
インターネット上でのデルへのアクセスは、巧のアドレスをご利用ください。 

I ワールドワイドウェブ ( WWW ) 

www . dell . com / 

www . dell . com / ap / C 7 ジア/太平ず諸国） 
www - dell . com/jp (日本） 
www . euro . dell.com (ヨ ーロッ パ） 
www . dell . com / la / (ラテンアメリカ諸国） 
www . dell . com.ca (カナダ） 

I サポートウェブサイト 

mobile _ support @ us . dell.com 
support @ us . dell.com 
apsupport @ dell.com (アジア太平洋地域） 
support . jp . dell.com (曰本） 


support . euro . dell.com (ヨーロッ パ） 














24 時間納期案内電話サービス 


を文した Deir " 製品の状況を確認するには、 support . jp . dell . com にアクセスするか、または、24時間納期案内電話サービスにお問い合わせください。音声による案巧で、を文について調べて報 
告するために必要な情報をお伺いします。 

テクニカルサポートサービス 

デル製品に関するお問い合わせは、デルのテクニカルサポートをご利用ください。サポートスタッフはその情報を元に、正链な回答を迅速に提供します。 

テクニカルサポ~卜にお巧い合わせじなる場合.まず 「 テクニカルサボート I を参照してから I 「 デルへのお巧い合わせ I に記載されてしぷお住まいの地域のまちにご連盗〈ださい。 


ご/ま文に関する問題 

义品、誤った卽品、間違った請ポ書などのを文に関ずる問題があれば、デルカスタマーケアにご連絡ください。お電話の際は、納品書または出荷伝票をご巧意ください。 


製品情報 

デルが提供しているその他の製品に関する情報が必要な場合や、ごを文になりたい場合は、デルウェブサイト www . dell . com / jp / をご篇<ださい。電話で販売担当をとお話になりたいときは、お住 
まいの地域の お P 苗い合わせ 番号を 参照してください。 


保証期間中の修理と返品について 

『サービス色サポートのご案内』をご監ください。 


お問い合わせになる前に 


メモ： お電話の際は、エクスプレスサービスコードをご用意<ださし、。エクスプレスサービスコードがおわかりになると、デルで自動電話サポートシステムをお受けじなる場合に、より効を良<サポートが 
受けられます。 


必ず Diaa 口 ostics (診断）チェック リストに 記入して<ださい。デルへお問い合わせになるときは、できればコンピュータの電源を入れて、コンピュータの近くから電話をかけて<ださい。キーボードからコマ 
ンドを入力したり、操作時に詳細情報を説明したり、コンピュータ自体でのみ可能な化のトラブルシューティング手 I 頃を試してみるようにも'願いする場合があります。システムのマニュアルがあることを巧 
認して< ださい。 


^ 警告： コンピュータ巧巧の巧業をする前に、『おお情報ガイド J 1 のまをにお巧いいただくためのを意♦巧をお巧みください。 


Diag nostics 【 お巧 ） チェックリスト 

を前； 

曰か： 

住所： 

電話番号： 

サービスタグ（コンピュータ背面のバーコード）： 

エクスプレスサービスコード： 

返品番号(デルサポート担当者から提供された場合）： 

オペレーティングシステムとバージョン； 

周辺機器： 

拡張カード： 

ネットワークに接続されていますか？ はいいいえ 

ネットワーク、バージョン、およびネットワークアダプタ： 

プログラムとバージョン： 

システムのスタートアップファイルの内容を確認するときは、ホペレーティングシステムのマニュアルを参照して<ださい。コンピュータにプリンタを接続している場合、をファイルを印刷します。印刷でき 
ない場合、をファイルの内容を記録してからデルにお問い合わせください。 

ェラーメッセージ、ビープコード、または診断コード： 

問題点の説明と実行したトラブルシューティング手順： 


デルへの お問い合わせ 

インターネット上でのデルへのアクセスは、次のアドレスをご利用〈ださい。 





























I www . dell . com/jp 
I support . jp - dell.com (テクニカルサポート） 

I premiersupport . dell.com (あ育销関、行政機関、医療域関、およびプレミア、プラチナ、およびゴールドなど中企業/大企業のお客な向けテクニカルサボート） 

メモ： 一部の国では、別に表示されている電話ま号で Dell InspironTM XPS コンピュータ専巧のテクニカルサポートをご利用いただけます 。 Inspiron XPS コンピュータ専巧の電話番号が表示され 
ていない場合は、き示されているテクニカルサポートの番号でデルに電話をかけると、担当者にお送されます。 

デルへお問い合わせじなる場合、次のきの E - メールアドレス、電話番号、およびコードをご利用ください。国隐電話のかけ方については、国内または国際電話会化にお問い合わせください。 


国（都市） 

国な電おアクセスコード 
国巧ろ 

が署ちまたはサービス化な、 

ウェブサイトおよび E - メールアドレス 

巿巧番号 
フリーダイヤル 


Web サイト： suppo け. jp . dell.com 



テクニカルサポート (Dell Precision 、 OptiPlex 、 および! _ atitude ) 

フリーダイヤル： 0120 -198-433 


テクニカルサポ ー K お巧から ） (Dell Precision 、 OptiPlex 、 および Latitude ) 

81-44-556-3894 


Fax 情報サービス 

044-556-3490 

日本（川崎） 

24時間納期情報案内サービス 

044-556-3801 

国際電話アクセスコード： 001 

カスタマーケア 

044-556-4240 

国番号： 81 

ビジネスセールスネ部(な業員数400人未满） 

044-556-1465 

法人営業本部(従業員数400人 W 上） 

044-556-3433 

巿列■局番： 44 

エンタープライズ営業本卽(従業員数3500人な上） 

044-556-3430 


官公庁/巧巧•教育销関/医療谜関セールス 

044-556-1469 


デルグローバルジャパン 

044-556-3469 


個人のお客様 

044-556-1760 


代表 

044-556-4300 
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用語集 

Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

この巧語集に収録されてし、る用語は、情報の呂的として提供されています。お使いのコンピュータに搭載されてし、る機能につし、ての記載がない場合もあります。 

A 

AC - alternating current (交流)ーコンピュータの AC アダプタ電源ケーブルをコンセントに差し込むと供給される電気の様まです。 

ACPI — advanced configuration and power interface — Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステムがコンピュータをスタンバイモードや休止状態モードにして、コンピュータに 
按綺されている各デバイスに供給される電力量を節約できる電源管理規格です。 

AGP — accelerated graphics port -システムメモリをビデオ関連の化理じ使用できるようにする専巧のグラフィックスポートです。 AGP を使うとビデホ回路とコンピュータメモリ問のインタフェー 
スが高速化され、 True-Color のスムーズなビデホイメージを伝送できまず。 

APR - advanced port replicator - ノートブックコンピュータでモニター、キーボード、マウス、およびその他のデバイスをほ利に使えるようにするドッキングデバイスです。 

ASF — alert standards format - 管理コンソールにハードウェアとソフトウェアの警告を裙告する方式を定義する標準です。 ASF は、どのブラットフォームやオペレーティングシステムにも対応で 
きるよう設計されてしなす。 

B 

BIOS - basic inout/output system (基本入出カシステム）ーコンピュータのハードウェアとオペレーティングシステム間のインタフェースの役割をするプログラム（またはユーティリティ）です。設 
定がコンピュータにどのような影響をちえるのか理解できてし々い場合は、このプログラムの設定をを至しなし巧<ださい。 セットアップユーティリティ とも呼ばれてしなず。 

BluetoothTM - 短距離 (9 メートル）内にある複数のネットワークデバイスが、お互いを自動的に認識できるようじするワイヤレステクノロジ標準です。 

bps - ビット/秒ーデータの転送速度を計測する単位です。 

BTU — British thermal unit (巧国熱量単位）一熱量の単はです。 

C 

C - セルシウス(摂氏）一温度の単位で、水の氷点を0度、部点を100度としていまず。 

CD - compact disc - 化をまのストレージメディアです。通常、音楽やソフトウェアプログラムじ使用されます。 

CD ドライブ ー CD から、化をほ術をほ用してデータを読み取るドライブです。 

CD プレーヤ —— 音楽 CD を再まするソフトウェアです。 CD プレーヤーのウィンドウに表示されるボタンを巧用して CD を再ますることができます。 

CD-R - CD recordable - 書き込み可能な CD です。 CD-R にはデータを一度だけ記録できます。一度記録したデータは消去したり、上書きしたりすることはできません。 







CD-RW - CD rewritable -書き換え可能な CD です。データを CD-RW ディスクに書き込んだを、削除したり上書きしたりできまず(再書き込み）。 


CD-RW ドライブ ー CD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な CD ) ディスクや CD-R (書き込み可能な CD ) ディスクにデータを書き込んピリすることができるドライブです。 CD-RW デ 
イスクには、繰りあし書き込むことが可能ですが、 CD-R ディスクには一度しか書き込むことができません。 


CD-RW/DVD ドライブー コンボドライブとも呼ばれまず。 CD および DVD のデータを読み取ったり、 CD-RW (書き換え可能な CD ) ディスクや CD-R (書き込み可能な CD ) ディスクにデータを書 
き込んだりすることができるドライブです。 CD-RW ディスクには、繰り返し書き込むことが可能ですが、 CD-R ディスクには一度しか書き込むことができません。 


COA — Certificate of Authenticity (実物証明書)一お使いの コン ピュータのラベルに記載されている Windows の英数义字の コー ドです。 Product Key (プロダクトキー)や Product の (プロ 
ダクトの）とも呼ばれます。 


CRIMM — continuity rambus in-line memory module (連続式 RIMM )- メモリチップの搭載されていない特殊なモジュールで、使用されていない RIMM スロットに装着するために使巧され 
ます。 


D 


DDR SDRAM - double - data-rate SDRAM (ダブルデータ速度 SDRAM )- データのバーストサイクルを二をにする SDRAM の一種です。システム性能が向上します。 


DIN コネクター 丸い、6ピンのコネクタで、 DIN (ドイツエ業規格）に準拠しています。通常は PS /2 キーボードやマウスケーブルのコネクタに使用されます。 


DMA — direct memory access - DMA 于ヤネルを使うと、ある種の RAM とデバイス間でのデータお送がプロセッサを介さずに巧えるようになります。 


DMTF- Distributed Manaaement Task Force - 分散型デスクトッ义ネットワーク、企業、およびインターネット環境における管理基準を開発するハードウエアおよびソフトウェア会化の団巧 
です。 


DRAM — dynamic random-access memory —コンデンサを含む集積回路内に情報を保巧するメモリです。 


DSL - Digital Subscriber Line (デジタル加入者回線）ーアナログ電話回線を介して、ま定した高速インターネット接続を提供するテクノロジです。 


DVD — digital versatile disc - 通常は、映画を録画するために使われるディスクです。 CD の場合は片面のみをほ用しますが、 DVD は両面を使用します。 DVD ドライブはほとんどの CD を読 
み取ることができます。 


DVD ドライブー DVD および CD から、光学巧術を使用してデータを読み取るドライブです。 


DVD プレーヤ- DVD 映画を鑑賞するときに使用するソフトウェアです。 DVD プレーヤーのウィンドウにき示されるボタンを使用して映画を鑑賞することができます。 


DVD+RW — DVD rewritable -書き換え可能な DVD でず。データを DVD+RW ディスクに書き込んだを、削除したり上書きしたりできます(再書き込み）。 ( DVD+RW テクノロジは DVD-RW 
テクノロジとは異なります。） 


DVD+RW ドライブー DVD とほとんどの CD メディアを読み取ることができるドライブです。 DVD+RW (書き換え可能な DVD ) ディスクに書き込むこともできます。 


DVI - digital video interface -コンピュータとデジタルビデオディスプレイ間のデジタル乾送用の標準でず。 DVI アダプタはコンピュータの内蔵グラフィックスを介して動巧します。 


E 






ECC - error checking and correction (エラー 于 エック および訂正）ーメモリにデータを書き込んだり、メモリからデータを読み取ったりするときに、データの正確さを検査する特別な回路を搭載し 
ているメモリです。 


ECP - extended caoabilities port - 改良された双方向のデータ送信を提供ずるパラレルコネクタのデザインです。 EPP に似て、 ECP はデータ転送にダイレクトメモリアクセスを使用して性能 
を向上させます。 


EIDE - enhanced integrated device electronics - ハードドライブと CD ドライブ巧の IDE インタ フエー スのな良バージヨンです。 


EMI — electromagnetic interference (電磁ミを障害）一電磁放射線が原因で起こる電気障害です。 


Energy Star® —Environmental Protection Agency (米国環境保護局）が規定する、全体的な電力の消費量を減らす要件です。 


EPP - enhanced parallel port - 双方巧のデータ送信を提供するパラレルコネクタのデザインです。 


ESD - electrostatic discharge (静電気放電)一詩電気の急まな巧電のことです。 ESD は、 コン ピュータや通信機器に使われてし n る集積回路を損傷することがあります。 


F 


Fahrenheit - ファーレン ハイト(華氏）一温度の単位で、水の氷点を 32 度、沸点を 212 度としています。 


FCC - Federal Communications Commission (米国連邦通信委員会）ーコンピュータやその他の電子機器が放出する巧が線の量を規制する通信関連のを例を執行するアメリカの機関です。 


FSB — front side bus - マイクロプロセッサと RAM 間のデータ経路と物理的なインタフエースです。 


FTP — file transfer protocoK ファイル転送プロトコル）ーインターネットに接統されているコンピュータ間でのファイルの交換に利用される標準のインターネットプロトコルです。 


G 


G — グラビティー重力の計測単位です。 


GB — ギガバイトーデータの単位です。 1 G 己は 1,024 MB(1, 073,741,824 バイト)です。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、 1,000,000,000 バイトに切り捨てられることもありま 
す。 

GHz - ギガへルツー 1 GHz は. 1,000,000,000 Hz または 1,000 MHz です。通常、コンピュータのプ□セッサ、バス、インタフェースの化理连度は GHz 単位で計測されます。 

GUI — graphical user interface - メニュ ー 、ウィンドウ、およびアイコンでユーザーとやり取りする対話型ソフトウェアです。 Windows オペレーティングシステムで動作するほとんどのプログラ 
ムは GUI です。 

H 

HTML — hypertext markup language — インターネットブラウザ上で表示できるよう、インターネットのウェブぺージに挿入されるコードセットです。 

HTTP - hypertext transfer protocol - インターネットに接続されているコンピュータ間でのファイル交換用プロトコルです。 





Hz - ヘルツー周波数の単位です。 1 抄間1サイクルで周ぶ数1 Hz です。 コン ピュータや電子機器では、キロヘルツル Hz )、 メガヘルツ （ MHz )、 ギガへルツ ( GHz )、 またはテラへルツ ( THz ) 単位 
で計測される場合もあります。 


I 


1C - Industry Canada - 米国の FCC と同様、電子装置からの放射を規制するカナダの規制固体です。 


1C — integrated drc 山 t (集積回路)ーコンピュータ、才ーデイオ、およびビデホ装置用に製造された、何百万もの極小電子コンポーネントが搭載されている半導体ウェーハーまたはチップです。 


IDE - integrated device electronics -ハードドライブまたは CD ドライブにコントローラが内蔵されている大容量ストレージデバイス巧のインタフエースです。 


I/O - input / output (入出力）ーコンピュータにデータを乂力したり、コンピュータからデータを出力したりする動作またはデバイスです。キーボードやプリンタは I / O デバイスです。 


I/O アドレスー 特定のデバイス(シリアルコネクタ、パラレルコネクタ、または拡張スロットなど)に関連する RAM のアドレスで、プロセッサがデバイスと通信できるようにします。 


IrDA -Infrared Data Association -赤か線通信の国際標準を作成するキ且織です。 

IRQ - interrupt request (割り込み要ボ）ーデバイスがブ□セッサと通信できるようじ、特定のデバイスに割り当てられた電子的経路です。すべてのデバイス接続に IRQ を割り当てる必要があり 
ます。2つのデバイスに同じ IRQ を割り当てることはできます力 《 、両方のデバイスを同時に動作させることはできません。 

ISP — Internet service provider -ホストサーバーへのアクセスを可能にし、インターネットへの直を接統、 E - メールの送受信、およびウェブサイトへのアクセスなどのサービスを提供する会な 
です。通常、 ISP はソフトウ X アのパッケージ、ユーザーち、およびアクセス巧の電話番号をち料(月キムい)で提供します。 

K 

Kb - キロビット ー( Kb ) 1,024ビットにネ目当ずるデータの単位です。メモリ集積回路の容量の単巧です。 

KB - キロバイトーデータの単位です。1 KB は1,024バイトです。または、1,000バイトとすることもあります。 

kHz - キロへルツ ー( kHz ) 1,000 Hz に巧当する周波数の単位でず。 


L 


LAN - local area network -巧い範囲にわたるコンピュータネットワークです。 LAN は通常、1棟の建物内や隣接する2、3巧の建物内に限定されます。 LAN は電話回線や電波を使って他の 
離れた LAN と接続し、 WAN (ワイドエリアネットワーク)を構巧できます。 


LCD — liquid crystal display (巧晶ディスプレイ）ーノートブックコンピュータのディスプレイやフラットパネルのディスプレイじ用いられる巧術でず。 


LED - light-emitting diode (発光ダイホード）ーコンピュータのステータスを示す光を発する電子コンポーネントです。 


LPT - line print terminal - プリンタや他のパラレルデバイスへのパラレル接続の指定です。 






M 


Mb — メガビット ー( Mb ) 1,02 4 KB にネ目当するメモリチップの容量の単位です。 


Mbps - メガビット/巧 一( Mbps ) 1,000,000ビット/お、。通常、ネットワークやモデムなどのデータ転送速度の計測単位に使巧します。 


MB - メガバイトーデータの単位です。1 MB は1,048,576バイトです。または1,024 KB を表します。ハードドライブの記憶領域容量を示す場合に、1,000,000バイトに切り捨てられてき示さ 
れることもあります。 


MB/sec — メガバイト/砂一1,000,000バイト/抄です。通常、データの転送速度の計測単位にほ用します。 


MHz — メガヘルツー周ぶ数の単位です。1,000,000サイクル/抄です。通常、コンピュータのマイクロプロセッサ、バス、インタフエースの処理速度は MHz 単位で計測されます。 


ms — ミリ抄一1000分の1抄に相当する時間のを位です。ストレージデバイスなどのアクセスま度の計測に使巧します。 


N 


NIC - ネットワークアダプタ をを鹿してください。 


ns — ナノが、 一 10億分の1巧に巧当する時間の単位です。 


NVRAM - nonvolatile random access memory (不揮発性ランダムアクセスメモリ）ーコンピユータの電源が切れたり、か苗5電源が惇止したりした場合にデータを保存するメモリの一種です。 
NVRAM は、日付、時刻、およびお客樣が設定できるその他のセットアツブホブシヨンなどのコンピュータ設定情報を維持するのに利用されます。 


P 


PC 力ードー PCMCIA 規樹こ準拠している取り外し可能な I / O 力ードです。 PC 力ードの一般めなものに、モデムやネットワークアダプタがあります。 


P 口一 peripheral component interconnect - PCI は、32ビットおよび64ビットのデータ経路をサポートする口ーカルバスで、プロセッサとビデオ、を種ドライブ、ネットワークなどのデバイ 
ス間に高速データ経路を提供します。 


PCMCIA — Personal Computer Memory Card International Association — PC 力ードの規格を協議する国際め組織です。 


PIN - personal identification number (個人識別ま号)ーコンピュータネットワークやその化の安全がな譲されているシステムへの不正なアクセスを巧ぐために使巧される一連の数字や义字 
です。 


PIO - programmed input/output -データパスの一部としてプロセッサを経由した、2つのデバイス間のデータ乾送方まです。 


POST — power-on self - test (電源巧入時の自己テスト）一 BIOS が自動めに口ードする診がプログラムです。メモリ、ハードドライ义およびビデオなどのコンピュータの主きコンポーネントに基本 
めなテストを実巧します。 POST で問題が検出されなかった場合、コンピュータは起動を続巧します。 


PS/2 - personal system /2 - PS /2 互換のキーボード、マウス、またはキーパッドを接統するコネクタでず。 





PXE — pre-boot execution environment — WfM(Wired for Management ) 標準で、オペレーティングシステムがないネットワークコンピュータを設定し、リモートで起動できるようにしま 
す。 


R 

RAID -redundant array of independent disks -データの冗長性を提供ずる方まです。一般めに実装される RAID には RAID 0、 RAID し RAID 5、 RAID 10、および RAID 50があり 
ます。 

RAM - random-access memory -プログラムの命令やデータを保存するコンピュータの主要な一時記憶領域です。 RAM に保存されている情報は、コンピュータをシャットダウンすると失われま 
す。 

readme ファイルー ソフトウェアのパツケージまたはハードウェア裝亂こを巧されているテキストファイルです。通常、 readme ファイルには、インストール手 II 頃、新しく付け加えられた機能の説明、 
マニュアルに記載されてし々い修正などが記載されています。 

RFI - radio frequency interference (無線電ミ皮障害）一10 kHz から100,000 MHz までの範囲の通常の無線面波数で発生する廣害です。巧線面液は電磁周放数帯域のほ域に属し、ホか 
線や光などの高面ぶよりも摩害を起こしやすい傾向があります。 


ROM - read-only memory (読み取りま巧メモリ）ーコンピュータが削除したり書き込んだりできないデータやプログラムを保存するメモリです。 RAM と異なり、 ROM はコンピュータの電源が切れ 
ても内容を保持しまず。コンピュータの動作に不可义のプログラムで ROM に常駐しているものがし、〈つかありまず。 


RPM - revolutions per minute -1分間に発生する回お数です。ハードドライブ速度の計測に使用します。 


RTC - real time clock -システム基板上じあるバッテリーで動〈時計で、コンピュータの電源を切った後も、日付と時刻を保持します。 


RTCRST - real-time clock reset -しべつかのコンピュータに搭載されているシステム基巧上のジャンパで、問題が発生した場合のトラブルシューティングに利用できます。 


S 


SDRAM — synchronous dynamic random-access memory (同期ダイナミックランダムアクセスメモリ）一 DRAM のタイプで、プロセッサの最適クロック速度と同期化されています。 


S/PDIF — Sony/Philips Digital Interface -ファイルの質がほ下する可能性があるアナログ化式に変換せずに、1つのファイルから别のファイルに才ーディオを転送できるホーディオ転送用フ 
アイルフホーマットです。 

SVGA - super-video graphics array -ビデオカードとコントローラ用のビデホ標準規格です。 SVGA の通常の稱像度は800 x 600および1024 x 768です。 

プ□グラムが表示するを数と解像度は、コンピュータに取り付けられてし、るモニター、ビデオコントローラとドライバ、およびビデホメモリの容量によって異なります。 

S ビデオ TV 出力ー テレビまたはデジタルホーデイオデバイスをコンピュータに接続するためにほわれるコネクタです。 


SXGA - super-extended graphics array - 1280 x 1024までの解像度をサボートするビデホカードやコントローラのビデオ標準です。 


SXGA+ — super^-extended graphics array plus —140 0 x 1050までの稱像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 


T 


TAPI — telephony application programming interface —音声 '、 データ、ファックス、ビデホなどのを種テレフホニーデバイスを Windows のプログラムで巧巧できるようにするインタフェー 
スです。 





u 

UPS - uninterruptible power supply (無停電電源装置）一電気的な廣害力{起きた場合や、電圧レベルがほ下した場合に使巧されるバックアップ電ミ原です。 UPS を設置ずると、電源が切れた 
場合でも限られた時間コンピュータは動巧することができます。通常、 UPS システムは、過電流を抑え電圧を調整します。小型の UPS システムで数分間電力を供給するので、コンピュータをシャットダ 
ウンすることが可能です。 


USB - universal serial bus - USB 互換キーボード、マウス、ジョイスティック、スキャナー、スピーカー、ブリンタ、ブロードバンドデバイス （ DSL およびケーブルモデム）、撮像装置、またはストレ 
-ジデバイスなどのほ速デバイス用ハードウ エア インタ フエー スです。コンピュータの4ピンソケットカ、コンピュータに接続されたマルチポーい、ブに直接デバイスを接続します。 USB デバイスは、コンピ 
ュータの電源が入っていても接続したり取り外したりすることができます。また、デイジー于エーン型に接統することもできます。 


UTP - unshielded twisted pair (シールドなしツイストペア）一ほとんどの電話回線利用のネットワークやその他の一部のネットワークで利用されているケーブルの種類です。電磁ぶ垣害から保 
護するためにワイヤのペアに金属製の巧覆をほどこす代わりに、シールドなしのワイヤのペアがねじられています。 


UXGA - ultra extended graphics array - 1600 x 1200 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデオ標準です。 


V 


V — ボルトー電位または起電力の計測単位です。1ボルトは、1アンペアの電流を通ずる巧巧1ホームの導線の両端の電位の差です。 


W 

W - ワットー電力の計測単位です。1ワットは1ボルトで茄れる1アンペアの電流を指します。 

WHr - ワット時一おおよそのバッテリー容量を示すのに通常利巧される計測単位です。たとえば、66 WHr のバッテリーは66 W の電力を1時間、33 W を2時間供給できます。 

X 

XGA - extended graphics array - 1024 x 768 までの解像度をサポートするビデオカードやコントローラのビデホ標華です。 

Z 

ZIF - zero insertion force -コンピユータチップまたはソケットのどちらにもまつたく力を加えないで、チップを取り讯ナまたは取りかしできる、ソケットやコネクタの一種です。 

Zip - 般めなデータの圧縮フォーマットです。 Zip フォーマットで圧縮されているファイルを Zip ファイルといし、、通常、ファイルちの拡張子が . zip となります。特別な Zip ファイルに自己解法型フ 

アイルがあり、ファイル名の拡張子は . exe となります。自己解法型ファイルは、ファイルをダブルクリックするだけで自動的に解まできます。 


Zip ドライブー Iomega Corporation によって開発された大容量のフロッピードライブで、 Zip ディスクと呼ばれる 3.5 インチのリムーバルディスクを使用します。 Zip ディスクは標準のフロッピー 
ディスクよりもやや大き<約二倍の厚みがあり、100 MB のデータを保持できます。 


お 


アンチウイルスソフトウェアー おほいのコンピュータからウイルスを見つけ出し、隔離して、除去するように設計されたプログラムです。 








ウイルスー 嫌がらせ、またはコンピユータのデータを破镇する目的で作られたプログラムです。ウイルスプログラムは、ウイルス感染したディスク、インターネットからダウンロードしたソフトウェア、また 
は E - メールのホ付ファイルを経由してコンピュータから別のコンピュータへ感染します。ウイルス感染したプログラムを起動すると、プログラムじ潜伏したウイルスも起動します。 


-般的なウイルスに、フロッピーディスクのブートセクターに潜伏するブートウイルスがあります。フロッピーディスクを巧入したままコンピュータをシャットダウンすると、次の起動時に、コンピュータはオペ 
レーティングシステムを探ずためフロッピーディスクのブートセクターじアクセスします。このアクセスでコンピュータがウイルスじ感染しまず。一度コンピュータがウイルスに感染すると、ブートウイルス 
は除去されるまで、読み書きされるすべてのフロッピーディスクにウイルスをコピーします。 


エクスプレス サー ピスコードー デルコンピュータのラベルに付いている数字のコードです。デルにお問い合わせの瞭は、エクスプレスサービスコードをお伝えくださし、。エクスプレスサービスコードが 
利用できない国もあります。 


オプティカルドライブー CD 、 DVD 、 または DVD+RW から、光学巧術を使用してデータを読み書きするドライブです。ホプティカルドライブには、 CD ドライブ、 DVD ドライブ、 CD-RW ドライブ、およ 
び CD - RW/DVD コンボドライブが含まれます。 


か 


力ーソルー キーボード、タッチパッド、またはマウスが次にどこで動作するかを示すディスプレイや画面上の目印です。通常は点滅する恃線かアンダーライン、または小さな矢印でき示されます。 


解像まー ブ J ンタで印刷される画像や、モニターじ表示される画像がどのくらい鮮明かとしづ度合です。解像度を高い数値に設定しているほど鮮明です。 


書き込み防止ー ファイルやメディアじ、データの内容を変更不可に設定することです。書き込み保護を設定しデータをを要または破填されることのないように保護します。 3.5 インチのフロッピーディ 
スクじ書き込みな譲を設定する場合、書き达み保譯設定タブをスライドさせて書き込み不可の位置こします。 


巧な力ードー コンピュータのシステムをあ上のあ張スロットに装着する電子回路基板で、コンピュータの性能を向上させまず。ビデオカード、モデムカード、サウンドカードなどがあります。 


巧巧型 PC 力ードー お張型 PC カードは、取り付けた時に PC カードスロットからカードの端がはみ出ていまず。 


巧;巧スロットー 化張力ードを挿入してシステムバス I こ接続する、システム基巧上(コンピュータによって異なる場合もあります）のコネクタです。 


巧巧デイスプレイモードー お使いのデイスブレイの祐張として、2台目のモニターホ巧えるようにするデイスブレイの設をです。 デュアルディスプレイモード とも呼ばれます。 


壁巧一 Windows デスクトップの背景となる樓巧や給巧です。壁紙を変更するには Windows コントロールパネルから変更します。また、気に入った給巧を読み込んで壁紙を作成することができま 
す。 


キーの巧み合わせ一 同時に複数のキーを押してコンピュータを操作します。 


巧»おホー コンピュータが起動を試みるデバイスの順巧を指定します。 


ち動 CD — コンピュータを起動するのに使用する CD です。ハードドライブが損傷した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必宴になりますので、常楠 
しておきます 。 『Drivers and Utilities CDj または Resource CD が起動 CD です。 


ち動ディスクー コンピュータを起動するのに使巧するディスクです。ハードドライブが損傷した場合や、コンピュータがウイルスに感染した場合など、起動 CD または起動ディスクが必要になりまずの 
で、常楠しておきます。 

キャッシュー 特巧な高速ストレージ域構で、メインメモリの予約領域、または巧立した高速ストレージデバイスです。キャッシュは、プロセッサのオペレーシヨンスピードを巧上させます。 

L1 キャッシューブロセッサの内部に設置されているプライマリキャッシュ。 

L 2 キャッシューブロセッサにか付け、またはプロセッサアーキテクチャにキ丑み込まれたセカンドキャッシュ。 




休止が巧モードー メモリ巧のすべてをハードドライブ上のそお領域に保存してからコンピュータの電源を切る、省電カモードです。コンピュータを再起動すると、ハードドライブに保巧されているメモリ 
情報が自動的に復元されます。 


グラフィックスモードーと 水平ピクセル数 X y 垂直ピクセル数 X を色数で表されるビデオモードです。グラフィックスモードは、どんな化やフォントも表現できます。 


クロックま巧ー システムバスに接続されているコンピュータコンポーネントカ《どの < らいの速さで動作するかを示す、 MHz で示されるま度です。 


国巧巧巧»巧* - 物品をが国に一時的に持ち込むことを許可する国際通関用文書です。 商品パスポート とも巧ばれます。 


コントローラー プロセッサとメモリ間、またはプロセッサとデバイス間のデータ転送を制御するチップです。 


コントロールパネルー 画面設定などのオペレーティングシステムやハードウ X アの設定を変更するための Windows ユーティリテイです。 


さ 

サージプロテクター コンセントをかしてコンピュータに影譽をちえる電圧を動语などの原因で)から、コンピュータを巧譲します。サージプロテクタは、落雷や通常の AC ライン電圧レベルが 20 〇/〇な 
上ほ下する電圧変動による停電からはコンピュータを保譲することはできません。 

ネットワーク接結はサージプロテクタでは巧塞できません。雷雨時は、必ずネットワークケーブルをネットワークコネクタからかしてください。 

サービスタグー コンピュータに貼ってある/くーコードラべルのことで、デルサポートの support . jp . dell . com にアクセスしたり、デルのカスタマーサービスやテクニカルサポートに電話で問い合わ 
せたりする場合に必要な識別番号力售いてあります。 


システム基巧ー コンピュータに搭載されている主要回路基板です。 マザーボード とも呼ばれます。 


システムトレイ- 话そ日锦域 をを照してください。 


シャットダウンー ウインドウやプログラムを閉じ、オペレーティングシステムを終了して、コンピュータの電源を切るプロセスです。シャットダウンが完了する前にコンピュータの電源を切ると、データを損 
失するをれがあります。 


シヨートカットー 頻繁に使用するプログラム、ファイル、フホルダ、およびドライブじ素早 < アクセスできるようじするアイコンです。ショートカットを Windows デスクトッブ上に作巧し、ショートカットアイ 
コンをダブルクリックすると、それに対応するフホルダやファイルを検索せずに開<ことができます。ショートカットアイコンは、ファイルが置かれている場所ををまするわけではありません。ショートカットア 
イコンを削除しても、元のファイルじは巧の影譽もありません。また、シヨートカットのアイコンちをを要することもできます。 


シリアルコネクター I/O ポートは、コンピューかこハンドへルドデジタルデバイスやデジタルカメラなどのデバイスを接続するためによくほ用されます。 


スキャンディスクー ファイル、フホルダ、およびハードディスク上にエラーがないかどうかをチェックする Microsoft ユーティリテイです。コンピュータの坛応が止まって、コンピュータを再起動した隐じ 
スキヤンディスクが実行されることがあります。 


スタンバイモードー コンピュータの不必要な動作をシャットダウンして、電力を節約する省電カモードです。 


スマートカードー ブロセツサとメモリチップ I こ内蔵されている力ードです。スマートカードは、スマートカード搭載のコンピュータでのユーザー認証に利用できます。 


ホかなセンサ —— ケーブル巧統しなくても、コンピュータと赤外線互換デバイス間のデータ乾送ができるポートです。 


セットアッププログラムー ハードウェアやソフトウェアをインストールしたり設定したりするのに使うプログラムです。 setup . exe または mstall . exe としうプログラムが Windows 用ソフトウェア 
I こ付属しています。セットアッププログラムはセットアップユーティリティとは異なります。 







セットアップユーティリテイー コンピュータのハードウエアとオペレーティングシステム間のインタフエース機能を持つユーティリテイです。セットアップユーティリテイは BIOS で日時やシステムパスワ 
-ドなどのようなユーザーカ{選択可能なオプションの設定ができます。設定がコンピュータにどのような影響を与えるのか理解できていない場合は、このプログラムの設定を変更しなし巧ください。 


ソフトウェアー コンピュータフアイルやプログラムなど、電子めじ保存できるものすべてを指します。 


た 


通巧ち域ー コンピュータの時計、音量調節、およびプリンタの状況など、ブログラムやコンピュータの機能に素早くアクセスできるアイコンが表示されている Windows タスクバーの領域です。システ 
ムトレイとも呼ばれます。 


ディスクのストライピングー 複数のディスクドライブにまたがってデータを分散させる巧術です。ディスクのストライピングは、ディスクストレージからデータを取り出す動作を高速化します。通常、ディ 
スクのストライピングを利用しているコンピュータではユーザーがデータ ユニット サイズまたはストライプ幅を選ぶことができまず。 


テキストエディター たとえば、 Windows のメモ帳など、テキストファイルを作成および編集するためのアプリケーシヨンプログラムです。テキストエディタには通常、ワードラップやフホーマット(アン 
ダーラインのオプションやフォントの変換など)の磯能はありません。 


デバイスー ディスクドライ义プリンタ、キーボードなどコンピュータに内蔵またはか付けされたハードウエアです。 


デバイスドライバー ドライバ をきおしてください。 


デュアルデイスプレイモードー お使いのディスプレイの拡張として、2台目のモニターを巧えるよう[こするディスプレイの設ホです。 お張ディスプレイモード とも巧ばれます。 


ドッキングデバイスー APR を参.暗してください。 


ドメインー ネットワーク上のコンピュータ、プログラム、およびデバイスのグループで、特定のユーザーグループ(こよって巧巧される共通のルールと手順のある単位として管理されます。ユーザーは、ド 
メインにログホンしてリソース への アクセスを取得します。 


トラペルモジュールー ノートブックコンピュータの重量を減らすために、モジュールベイの中に設置できるよう設計されているプラスチック製のデバイスです。 


ドライバー プリンタなどのデバイスカ{、オペレーテイングシステムに制御されるようにするためのソフトウェアです。を < のデバイスは、コンピュータに正しし、ドライバがインストールされていない場合、正 
常に動作しません。 


な 


巧な一 通常、コンピュータのシステム基巧上に物理的に搭載されているコンポーネントを指します。 ビルトイン とも呼ばれます。 


ネットワークアダプター ネットワーク機能を提供するチップです。コンピュータのシステム基巧にネットワークアダブタが巧蔵されていたり、アダプタが内蔵されている PC 力ードもあります。ネットワー 
クアダプタは、 N に(ネットワークインタ フエー スコントローラ）とも呼ばれます。 


は 


ハードドライブー ハードディスクのデータを読み書きするドライブです。ハードドライブとハードディスクは同じ意味としてどちらかが使われています。 


パーテイシヨンー ハードドライブ上の物理ストレージ領域です。1つな上の論理ストレージ領域(論理ドライブ)に割り当てられます。それぞれのパーテイシヨンは複数の論理ドライブを持つことができ 
ます。 









バイトー コンピュータで使われる基本的なデータ単位です。1バイトは8ビットです。 


バスー コンピュータのコンポーネント間で情報を通信する経路です。 

バス 巧度ー バスがどの〈らいの连さで情報を乾をできるかを示す、 MHz で示される连度です。 

バックアップー フロッピーディスク、 CD 、 またはハードドライブなどにプログラムやデータをコピーすることをバックアップといいます。不測の事態に楠えて、定期めにハードドライブ上のデータファイル 
のバックアップを取ることをお勧めします。 

バッテリ- ノートブックコンピュータカ《 AC アダプタおよびコンセントに接続されていないときに、コンピュータを動作させるために使われる内蔵の電源です。 


バッテリ ー E 助時阳ー ノートブックコンピュータのバッテリーカ《コンピュータに電源を供給する間、ホ電量を錐持できる時間（分または時間数)です。 


バッテリーの寿命ー ノートブックコンピュータのバッテリーが、消巧と巧巧電を繰り返すことのできる期間（年数)です。 


パラレルコネクター I / O ポートは、パラレルプリンタをコンピュータにち続する場合などに使用されます。 LPT ポート とも呼ばれます。 


ヒートシンクー 放熱を助けるプロセッサに付属する金属巧です。 


ピクセルー デ イス ブレイ画面のシングルポイントです。ピクセルが縦と横に並び、イメージを作ります。ビデオの解像度 (800 x 600など）は、上下左ちにおぶピクセルの数できします。 


ビットー コンピュータが認識するデータの最小単位です。 


ビデホ解なち一 解像度 を参照してください。 


ビデオコントローラー お使いのコンピュータじ(モニターの組み合わせにおいて)ビデオ機能を提供するビデオカードまたは(ホンボードビデオコントローラ搭載のコンピュータの)システム基キ反の回路で 
す。 


ビデオメモリー ビデオ機能専巧のメモリチップで構成されるメモリです。通常、ビデホメモリはシステムメモリよりも高速です。取リイ寸けられているビデホメモリの量は、主にプログラムがき示できる色数 
に影響をちえます。 


ビデホモードー テキストやグラフィックをモニターに表示するおのモードです。グラフィックスをべースじしたソフトウェア ( Windows ホペレーティングシステムなど）は、 X 水平ピクセル数 X 乂垂直ピ 
クセル数 X 1色数できされるビデホモードでき示されます。文字をベースにしたソフトウェア斤キストエディタなど）は、と列 X y 行の文字数で表されるビデオモードで表示されます。 


フホーマットー ファイルを保存するためじドライブやディスクを準備する工程のことです。ドライブまたはディスクをフォーマットするとデータはすべて消失します。 


フオルダー ディスクやドライブ上のファイルを整頓したリグループ化したりするスぺースをきす用語です。フォルダ中のファイルは、を前や日付やサイズなどの順番で表示できます。 


プラグアンドプレイー コンピュータがデバイスを自動めに設定できる機能です。 BIOS 、 オペレーティングシステム、およびすベてのデバイスがプラグアンドプレイ対応の場合、プラグアンドプレイは、自 
動インストール、設定、既存のハードウ1アとの互換性を提供します。 


プログラムー き計算ソフト、ワープロソフト、データベースソフト、ゲームソフトなどデータ処理をするソフトウェアです。これらのプログラムは、オペレーティングシステムの実行を必要とします。 


プロセッサープログラム 命令を解析して実行するコンピユータチッ义プロセッサは 、 CPU (中央演算の理装置）とも呼ばれます。 



フロッピードライブー フロッピーディスクにデータを読み書きできるディスクドライブでず。 


ヘルプファイルー 製品の説明やを種手順を記したファイルです。ヘルブファイルの中には 、 Microsoft Word の『ヘルプ J のように特定のプログラムに適巧されるものがあります。他に、単巧で参照 
できるヘルプファイルもあります。通常、ヘルプファイルのお張子は、 .hip または .chm です。 


ま 


マウスー 画面上の力ーソルを移動させるポインティングデバイスです。通常は、マウスを硬〈て平らな面で動かし画面上の力ーソルやポインタを移動します。 


メモリー コンピュータ巧卽じある、一時のにデータを保存する領域です。メモリにあるデータは一時的に格納されているだけなので、作業中は時々ファイルを保巧するようお割めします。また、コンピュ 
-夕をシャットダウンするときもファイルを保存してください。コンピュータのメモリロま、 RAM 、 ROM 、 およびビデオメモリなど何種類かあります。通常、メモリというと RAM メモリを指します。 


メモリアドレスー データを一時的に RAM に巧巧する持定の場巧です。 


メモリマッピングー スタートアップ谢こ、コンピュータが物理的な場祈こメモリアドレスを割り当てる工程です。デバイスとソフトウェアカ、‘、プロセッサによりアクセスできる情報を識別できるようになりま 
す。 


メモリモジュールー システムさキ反に接続されている、メモリチップを搭載した小型回路さキ反です。 


モジュールベイー オプティカルドライ义セカンドバッテリー、または Dell TravelLite …モジュールなどのようなデバイスをサポートするベイです。 


モデムー アナログ電話回線を介して他のコンピュータと通信するためのデバイスです。モデムにま、外付けモデム、 PC 力ード、および内蔵モデムの3種類があります。通常、モデムはインターネッ 
卜への接続や E - メールの交換に使用されます。 


モニタ —— 高解像度のテレビのようなデバイスで、コンピュータの出力を表示します。 


や 

防み巧 y 専用一 表示することはできますが、編集したり削除したりすることができないデータやファイルです。次のような場合にファイルを読み取り専用に設定できます。 
〇フロッピーディスク、 CD 、 または DVD を書き込み保護にしている場合 

〇ネットワーク上のディレクトリにあり、システム管理をがアクセス権限を特定の個人だけ I こ許巧している場合 


ら 


リフレッシュレートー 画面上のビデオイメージが巧巧画される周波数です。単位は、 Hz で、このリフレッシュレートの面波数で画面のか平走査線(または至直面ぶを)が再描画されます。リフレッシュ 
レートが高いほど、ビデホのちらつきがルなく見えます。 


口ーカルバスー デバイスにプロセッサへの高速スループットを提供するデータバスです。 


目ホに戻る 
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メモリ 


Del|TM OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 

♦ DDR 2 メモリの概要 

♦ 4 GB 構成のメモリのアドレス設定 

♦ メモリの取りみし 

• 増設メモリの交換および追加 

お巧いのコンピュータでサポートされてし、るメモリの種類については、お巧いのコンピュータの仕様の「メモリ」を参照してください。 

I ミニ タワーコンピュータの化梯 
I デスクトップコンピュータの化様 
I スモールフナームファクターコンピュータ のせ様 

Q ホ意： 新しし、メモリモジュールを取り付ける前に、おをいのコンピュータ用の BIOS をデルサポートサイト support . jp . dell . com 力、らダウンロードしてください。 


DDR2 メモリの概要 


デュアルチヤネル DDR 2 メモリモジュールは、同にメモリサイズのものを2巧1細のペアで取り巧ける必要があります。をチヤネルに同じメモリ容量のペアで DDR 2 メモリモジュールが取り付けられ 
ていなくても、コンピュータは動作し続けますが、パフホーマンスが少しほ下します。モジュールのち上角のラベルを参照して、モジュールの容量を確認します。 



。 メモ： 必ず、システム基紀こ示されている順番で DDR 2 メモリモジュールを取り付けてくださし、。 

椎奨されるメモリ構成は、な下のとおりです。 

I 同じ容量を持つメモリモジュールのペアをコネクタ DIMM 1 および DIMM 2 じ装着 
または 

I 単一のメモリモジュールをコネクタ DIMM 1 に装着 

〇 を意： ECC メモリモジューモジュールを取り付けなし巧ください。システムが起動しなかったり、パフォーマンスに影響を及ぼす原因となる場合があります。 
別のコネクタにメモリモジュールを装着ずる前に、プロセッサに最も巧いコネクタの DIMM 1 に単一のメモリモジュールを装着していることを確認してください。 


4 GB 構成のメモリのアドレス設定 


このコンピュータは2つの2 GB DIMM を使用すると、最大で4 GB のメモリをサポートします。 Microsoft ⑥ Windows ® XP などの現在のホペレーティングシステムの最大アドレススぺースは4 
GB です。ただし、オペレーティングシステムが使用できるメモリの容量は4 GB より少な〈なります。コンピュータ内の特定のコンポーネントは、4 GB レンジ巧にアドレススぺースを必要とします。これら 
のコンポーネント用に予約されたアドレススぺースは、コンピュータメモリによっては使用されません。 

レ:1下のコンポーネントはメモリアドレススぺースを必要とします。 

I システム ROM 

I APIC 

I 内蔵 PCI デバイス(ネットワークコネクタおよび SCSI コントローラなど） 

I PCI 力ード 
I グラフィックスカード 

I PCI Express 力ード（取り付■けられた場合） 

システムの起動時に、 BIOS はアドレススぺースを必票とするコンポーネントを設識しまず。 BIOS は予約された必要なアドレススぺースの容量を動のに計算します。そして BIOS は、4 GB からそ約巧 
みアドレススぺースを減奪し、利用可能なスぺースの容量を確定します。 

I 取り付けられたコンピュータメモリの総量が、利用可能なアドレススぺースよ y かない場合、取り巧けられたすべてのコンピュータメモリは、オペレーティングシステムによって使巧されます。 

I 取り付けられたコンピュータメモリの総量力 《 、利用可能なアドレススペースと同じ力、、それより多い場合、取り付けられたコンピュータメモリのルさな一部分は、オペレーティングシステムが使用し 


ます。 


















メモリの取り外し 


A 警告： 本項の手巧を曲おする前に、『»品情報ガイド J の安を手化に巧ってください。 

〇 を意： メモリのアップグレード中にコンピュータから元のメモリを取り外した場合、巧し〈装着するモジュールをデルからお買い上げになったとしても、元のメモリを巧しいメモリとは別に保管して< 
ださい。できるだけ、新しし、メモリモジュールと元のメモリモジュールをペアに しないで ください。ペアにすると、コンピュータが正し〈起動しないことがあります。元のメモリモジュールは、必ずコネ 
クタ DIMM 1 と DIMM 2、 または DIMM 3 と DIMM 4 にペアで装着してください。 

¢5 を意： デスクトップコンピュータの DIMM 2 および DIMM 4 からメモリモジュールを取りがす際、オブティカルドライブを取りかす必要があります（1~ ドライブ 」 を参照）。かさないと、メモリモジュー 
W ルおよび DIMM ソケットに損傷を与える場合があります。 

^ メモ： デルからご購入されたメモリは、お使いのコンピュータで保証の対象にな y ます。 

1. 「 作業を開おする前に I の手廳を車巧します。 

2. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを、ミ主意して巧し開きます。 


2 



1 

メモリモジ ユール 

2 

固定クリップ (2) 


3. メモリモジュールを取りがします。 


増設 メモリの 交換および追加 


^ 警告： 本巧の手旧を M おする前に、『»お情巧ガイド JI のまを手晒に巧ってください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子が品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし、ない 
金属面にがれることじより、静電気を除去することができまず。 

^ メモ： デルからご購入されたメモリは、お使いのコンピュータで保証の対象にな y ます。 

1. 「 作業を開おする前に I の手順を卖巧します。 

2. メモリモジュールコネクタの両端にある固定クリップを巧し開きます。 


1 



1 

プロセッサに最も近いメモリコネクタ 

2 

固定クリップ (2) 

3 

コネクタ 






















3. メモリモジュールの底卽にある切り込みと、コネクタのクロスバーを合わせます。 



1 

切り抜き (2) 

2 

メモリモジ ュール 

3 

切り込み 

4 

クロスバー 


Q を 意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、モジュールの両端に均等に力を入れて、コネクタにまっすぐ差しをむようにしてください。 

4. メモリモジュールをカチッと所定の位置に収まるまで、しっかりと巧し込みます。 

モジュールが適切に巧入されると、固定クリップはモジュール両端の切りなきにカチッと収まります。 



5. コンピュータカバーを取リイ寸けます 。 

6. 新しいメモリ容量が既存の設ま情報と一致しなしにとをコンピュータが検ミげると、次のメッセージが表示されます。 

The amount of system memory has changed. (システムメモリの容量がをわりました。） 

Strike the FI key to continue, F2 to run the setup utility (続けるには FI キーを、セットアップユーティリティを起動ずるには F2 キーを巧して< ださ 
い。） 

7. < F 2> を巧してセットアップユーティリティを起動し 、 System Memory の値をチェックします。 

コンピュータは丢斤しく取り巧けたメモリの容量を認識して 、 System Memory の値を変更します。メモリの新しい値を確認します。値が正しければ、 手順9 へ進みます。 

8. メモリの合計が正し〈ない場合、コンピュータとデバイスの電源を切ってコンセントからかします。コンピュータカバーを開き、取り优ナたメモリモジュールがソケットに正し〈装着されているか確認し 
ます。奶こ、手順 もを、 および 7 を繰り返します。 

9. System Memory の総メモリ容量が正しい場合、 < Esc > を巧してセットアッブユーティリティを按了します。 

10. Dell Diagnostics (該断)ブログラム を 実行して、メモリモジュールが正しく動作しているか巧設します。 


且ジに匡る 
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ミニタワーコンピュータ 

Dell™ OptiPlexTM GX520 ューザーズガイド 

♦ お使いのミニタワーコンピュータについて 

♦ コンピュータの内部 


お使いのミニタワーコンピュータについて 

正面図 


10 

9 

8 



2 

3 


1 

CD/DVD K ラ 
ィブ 

(取りかけられてし巧場合は) CD または DVD をドライブに入れます。） 

2 

フロッピードラ 
ィブ 

フロッピーディスクをドライブに入れます。 

3 

USB 2.0 コ 
ネクタ (2) 

ジョイスティックやカメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々接統するデバイスには、 
コンピュータの前面じある USB コネクタを使用します （ USB デバイスからの起動については、 
rsvstem SetuDi を参照してくださし、）。 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面パネルにある USB コネクタ 
を使用することをお勤めします。 

4 

LAN インジケ 
ータライト 

LAN (ネットワーク H ま続が確立されていることを示します。 

5 

該断ライト 

該断ライトは、該がコードに基づくコンピュータの問題のトラブルシューティングに役立ちます。詳 
細に関しては、 r 該がライト 1を参,暗してください。 

6 

電源ボタン 

このボタンを押して、コンピュータに電源を入れます。 

〇 ま意： データの損失を防ぐため、6巧し: Lb 電源ボタンを巧してコンピュータの電源を切 
^らないで〈ださい。電源ボタンを巧す代わりに、オペレーティングシステムのシャットダウ 
ンを実行してくださし、。 

〇 ま意： おほいのオペレーティングシステムの ACPI がち効な場合、コンピュータの電 
〜 源ボタンを巧ずと、オペレーティングシステムのシャットダウンが実巧されます。 

7 

電源ライト 

電源ライトは、点減したり点なすることでな下のさまざまな動巧が態を示します。 

1消灯ーコンピュータの電源は切れていまず。 

1 緑色の点巧ーコンピュータは通常の動作状態です。 

1 緑をの点滅ーコンピュータは、省電カモードです。 

1梓を,の点滅または点ホ T 一「雷 i 原の問頭1を参照してください。 

省電カモードから復帰するには、電源ボタンを巧すか、 Windows デバイスマネージャで復掃 
デバイスカ;設定されている場合、キーボードかマウスを使います。スリープモードおよび省電力 
モードからの巧帰の註細じついては. r 雷力の管巧 1ホを鹿してください。 

















































お巧いのコンピュータのトラブルシューティンヴに巧サつライトコードの説明は. 「システムうイト1 
を参照してください。 

8 

ハードドライブ 
動巧ライト 

M - ドドライブの使巧中に、このライトが点滅します。 

9 

ヘッドフオンコ 

ヘッドフォンコネクタを使巧して、ヘッドフォンおよびほとんどの種類のスピーカーを取り付けるこ 


ネクタ 

とができます 

10 

マイク用コネ 
クタ 

マイクのコネクタをほってマイクを取 y 付けます。 


背面図 



1 

2 

3 

4 


1 

カバーリリー 
スラッチ 

このラッ于を巧ってコンピュータカバーを開〈ことができます。 

2 

パト•ロックリン 
グ 

パドロックを挿入して、コンピュータカバーをロックします。 

3 

電圧切り替え 
スイッチ 

お使いのコンピュータには、手動電圧切り替えスイッチが装楠されてし、ます。 

手動電圧切り替えスイッチが付いているコンピュータへの損傷を防ぐため、スイッチはお使いじな 
る地域の AC 電源に最も合った電圧に設定してください。 

〇 を*: 日本で使用できる AC 電源は100 V ですが、電圧切り替えスイッチを115 V 
、 に設定してください。 

また、モニターやコンピュータじ接続している周辺機器もお使いになる地域の AC 電源で動作ずる 
ように設定してください。 

4 

電源コネクタ 

電源ケーブルをこのコネクタに差し込みます。 

5 

背面パネルコ 
ネクタ 

シリアル、 USB , およびその他のデバイスのプラグを対応するコネクタに差し込みます。 

6 

カードスロット 

取り付けられたすべての PCI および PCI Express 力ード用のアクセスコネクタです。 




























































































1 

パラレルコ 
ネクタ 

プリンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタじ接統します。 USB プリンタをお使いの場合、 
USB コネクタに差し込みます。 

メモ： 同にアドレスに設定されたパラレルコネクタを持つカードをコンピュータが検出した場合、内蔵 
パラレルコネクタは 6 動がにお細こなります。話細については. 「セットアッブナプシ ョン 1 をき照して 
〈ださい。 

2 

リンクな全 
ライト 

1 緑を一 10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の巧統が良巧です。 

1 梧を一 100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接統が良巧です。 

1 きを一 1 Gbps (または 1000 Mbps) ネットワークとコンピュータ間の接镜が良巧です。 

1 オフーコンピュータは物理的なネットワーク接続をお出していません。 

3 

ネットワー 
クアダプタ 
コネクタ 

コンピュータをネットワークやブロードバンドデバイスじ取り付けるには、ネットワークケーブルの片 
方の端をネットワークジャックやネットワーク/ブロードバンドデバイスに接続します。ネットワークケ 
-ブルのもう一方の端を、コンピュータ背面にあるネットワークアダプタコネクタに接続します。カチッ 
と収まったらネットワークケーブルはしっかりと接続されています。 

ゾモ： モデムケーブルをネットワークコネクタに接続しないでください。 

ネットワークアダプタカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタを使用します。 

カテゴリ 5 のケーブルを使巧して、ネットワークをを続することをお勤めします。カテゴリ 3 のケー 
ブルを使用ずる必要がある場合、ネットワーク速度を 10 Mbps にして動作の信頼性を確保しま 
す。 

4 

ネットワー 
ク動作ライ 
卜 

このライトは、コンピュータがネットワークデータを送信、または受信している時に黄をに点滅しま 
す。ネットワークトラフィックが多い場合、このライトが「点'灯」の状態に見えることがあります。 

5 

ライン入力 
コネクタ 

青色のライン入カコネクタにカセットプレーヤー、 CD プレーヤー、または VCR (ビデホカセットレコ 
ーダー)などの録音/再生デバイスを接続します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタを巧用します。 

6 

ライン出力 
コネクタ 

緑をのライン出カコネクタを使って、ヘッドフォンおよび内蔵アンプの付いたほとんどのスピーカーを 
接続します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタを巧用します。 

7 

マイク用コ 
ネクタ 

ピンクをのマイクコネクタにパーソナルコンピュータ用マイクを接続し、音声や音楽をサウンドまたは 
テレフォニープログラムに入力します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、マイクコネクタは力ードにありまず。 

8 

USB 2.0 
コネクタ 

(6) 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面 USB コネクタを巧用します。 

9 

ビデホコネ 
クタ 

VGA 互換モニターからのケーブルを青色のコネクタに差し込みます。 

メモ： オプションのグラフィックスカードをご廣乂の場合、このコネクタにはキャップが付いていま 
す。お使いのモニターをグラフィックスカードのコネクタじ接統します。キャップは取り巧さないでくだ 
さし、。 

メモ： デュアルモニターをサポートしているグラフィックスカードをご使巧の場合、コンピュータに付 
属の y ケーブルを使用してください。 

10 

シリアルコ 
ネクタ 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートに接統します。デフォルトの指定巧 
は、シリアルコネクタ 1 が COM1 で、シリアルコネクタ 2 力《 COM2 です。 

詳細については、 「セットアッブ十プシ ョン」 を参暖.してください。 


コンピュータの内部 

^ 警告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『把品 情 岳ガイド JI のを全手化に化ってください。 

^ 警告： 巧 ■巧止のため、コンビュータカバーを巧 y ホす前にコンビュータの■巧プラグを必ずコンセントから巧いてください。 

Q ま意： コンピュータカバーを開く晚は、間違ってシステム基おからケーブルを巧さないようにミ主意してくださし、。 


















1 

CD / DVD ドライブ 

5 

システム基巧 

2 

フ□ツピードライブ 

6 

ヒートシンクアセンブリ 

3 

電源装置 

7 

/、ードドライブ 

4 

シャーシ手動電圧切 y 替えスイッチ 




システムを巧のコンポーネント 



1 

フアンコネ、クタ （ FAN ) 

12 

パスワードジャンパ （ PSWD ) 

2 

プロセッサコネクタ （ CPU ) 

13 

バッテリーソケット （ BATT ) 

3 

電源コネクタ （12 VPOWER ) 

14 

PCI Express xl コネ、クタ ( SLOT 4) 

4 

メモリモジユールコネクタ （DIMM し DIMM 2) 

15 

PCI コネ、クタ ( SLOT 2) 

5 

シリアル ATA ドライブコネクタ ( SATA 0、 SATA 2) 

16 

PCI コ本クタ ( SLOT 3) 

6 

前面パネルコネクタ （ FNT _ PANEL ) 

17 

シリアルコネクタ （ SER 2) 

7 

ホブシヨンのアナ□グホーディオケーブル用の CD ドライブアナログホーディオケーブルコネクタ ( CD _ IN ) 

18 

フロッピードライブコネクタ （ DSKT ) 

8 

電源コネクタ （ POWER ) 

19 

スタンバイ電源インジケータ ( AUX _ PWR ) 

9 

CD / DVD ドライブコネクタ ( IDE ) 

20 

システム基板のスピーカー ( BEEP ) 

10 

RTC リセットジャンパ （ RTCRST ) 

21 

巧蔵 スピーカー ( INT _ SPKR ) 




































































































I11I シヤーシ手動電圧切り替えスイッチコネクタ （INTRUDER) 


ジャンパ設定 



ジャンパ 

投を 

悦巧 

PSWD 

回 

パスワード磯能が有効になっています(デフオルト）。 

山 

パスワード谜能が無効になっています。 

RTCRST 

山 

リアルタイムクロックはリセットされていません。 


回 

リアルタイムクロックはリセットされています(一時的にジャンパありの状 
態)。 

ジャンパあり「。ジャンパなし 


目次に戻る 






























目次に戻る 


Del|TM OptiPlexTM GX520 ユーザー ズガイド 

♦ PCI 力ード、 PCI Express 力ード、ぶよびソ J_ アルホートアダクタ 


PC ： I 力ード 、 PCI Express 力ード、およびシリアルポートアダプタ 

^ 警告： 本巧のキ巧を H 巧する前に、『お品情话ガイド JI のま全手帕にがってください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし々い 
金属面に触れることにより、静電気を除去することができます。 

お使いの Deir" コンピュータはシリアルポートアダプタをサポートしており、次の PCI 力ードおよび PCI Express 力ード巧のコネクタを棉えています。 

I PCI 力ード ス ロットが2つ 
I PCI Express xl 力ー ド スロットカ《1つ 

。 メモ： お巧いの Dell コンピュータは PCI スロットおよび PCI Express スロットのみを巧用します。 ISA 力ードはサポートされていません。 

PCI 力ード 


PCI 力ードの取りせけ 

1. 「 巧 業を開おする前にI の手I隔ホ実行します。 

2. 力ード保持ラッチのリリースタブを巧側から慎重に}甲し、ラッチを回転して開きます。ラッチは開いた状態のままになります。 



1 

力ード保持ラッチ 

4 

カードエッジコネクタ 

2 

位置合わせガイド 

5 

カードつホクタ 

3 

力ード 

6 

リリースタブ 


3. カードを上部から所定の位置に固定するカード保持装置を開きます。 

a. 力ード保持装置の上におおを置き、保持装置の底面を他の指で押さえてつかみます。 

b. をいてし、るほうの手で力ード保梓装置の側面を皆く巧し、戸斤定のな圍こ保持してし、るタブスロットから離します。 
C. 力ードな持装置を上に動かし、2つのタブスロットから離します。 































4. カード保持装置を作業領域巧に置いておきます。 

日.新しし、力ードを取りがける場合、 フィ ラーブラケットを取り巧して力ードス□ットををにします。巧に手順日じ進みまず。 

6. 既に コン ピュータに取り付けられている力ードを交換する場合、力ードを取り巧します。必要に応じて.力ードに接続されたケーブルを外しまず。 

7. 新ししけードを取りかける華楠をします。 

b メモ： お巧いのコンピュータに合わせた力ードの設定、内部の接統.または力ードのカスタマイズの情報については、力ードにが属してし、るマニュアルを参照してください。 

A 警告： ネットワークアダプタの中には、ネットワークに巧なすると自曲的にコンビュータをち動するものがわ y ます。巧■防止のため、力ードを巧 y 付ける前に、コンビュータの ■ 
^ 巧プラグをコンセントから巧いてください。 

8. 力ードをコネクタに置き、しっかりと下に巧しまず。力ードがスロットにしっかりと装着されてし巧か確認しまず。 

じ メモ： 力ードがフルレングスの場合、力ードをシステムを板のコネクタの方へ下げながら、力ードの端を力ードガイドブラケットに差し込みます。力ードをシステム基巧の力ードコネクタにしっかりと 
M 挿人します。 



1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されていないカード 

3 

スロット巧のブラケット 

4 

ス□ットの外側にはみ出したブラケット 


9. カード保持装置を取り付けて下げる前に、次の点を確認して〈ださい。 

I すべての力ードとフィラーブラケットの上端が位置合わせパーと平らに揃ってし、る。 

I 力ードの上卽の切り込みまたはフィラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている。 

10. 力ード巧持装置を軽<下に巧して、アダプタブラケットを所定の位置に固定します。 

11. 力ード保持ラッチを閉じて所定の位置に押し込み、力ードを固定します。 

© を 意： 力ードケーブルは、カードの上やをろを通して配線しないで〈ださい。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し <閉まらな〈なったり、装置に損傷を与えるをれ 
があります。 

12. コンピュータカバーを取り付けます 。 

13. 必要なケーブルを力ードに接続します。 

& メモ： 力ードのケーブル巧統については、力ードに付属のマニュアルを参,昭してください。 

Q ?ま 意： ネットワークケーブルを接結するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

14. サウンドカードを取りかけた場合。 

a . セットアップユーティリティを起動し . Audio Controller を選んでから、設定を〇けにを要します。 

b . が付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外付けオーディオデバイスを、コンピュータの背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ、また 
はライン入カコネクタに接統しないで〈ださい。 

15. ネットワークアダプタカードを取り付けており、内蔵ネットワークアダプタをお細こする場合は、次の手順を実行します。 














a . セットアップユーティリティを起動し . Network Controller を選んでから、設定を Off にを要します。 

b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接結します。ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタじ巧結しないでくださし、。 
16. 力ードのマニュアルの説明に従って、力ードに必要なすべてのドライバをインストールします。 


PCI 力ードの取り外し 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手順を車巧します。 

2. 力ード保持ラッチのリリースタブを巧側から慎重に押し、ラッ于を回転して開きまず。ラッチは開いた状態のままになります。 



1 

力ードな持ラッチ 

4 

力ードエッジコネクタ 

2 

位置合わせガイド 

5 

カードコネクタ 

3 

力ード 

6 

リリースタブ 


3. カードを上部から所定の位置に固定するカード保持装置を開きます。 

a . 力ード保持装置の上におおを置き、保持装置の底面を他の指で押さえてつかみます。 

b . をいてし、るほうの手で力ード保持装置の側面を臀<巧し、所定のな圖こ保持してし、るタブスロットから離します。 
C. 力ード保持装置を上に動かし、2つのタブスロットから離します。 

4. 必要に応じて、カードに接続されたケーブルを巧します。 


5. カードの上端を持って、コネクタから取りがします。 


6. 力ードを取り巧したままにする場合、をの力ードスロット開口部にフイラーブラケットを取り付けます。 

フイラーブラケットが必要な場合、 デルにお問い合わせください 。 

じ メモ： コンピュータの FCC 認証を満たすため、フイラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フイラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミか 
ら保護できまず。 

7. 力ード保持装置を取り付けて下げる前に、巧の点を確認してください。 

I すべてのカードとフイラーブラケットの上端が位置合わせバーと平らに揃っている。 


I 力ードの上卽の切り込みまたはフィラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている。 


























1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されていないカード 

3 

スロット内のブラケット 

4 

ス□ットの外側にはみ出したブラケット 


8. カード保持装置を転く下に巧して、アダプタブラケットを所定の位置に固定します。 

9. 力ード保持ラッチを所定のは置に押し込んで閉じます。 

Q ま 意： ネットワークケーブルを接結するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

10. コンピュータカバーを取りがけます 。 

11. 力ードのドライバをアンインストールします。手順については、力ードに付属しているマニュアルを参障.してください。 

12. サウンドカードを取りがした場合*次の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し . Audio Controller を選んでから、設定を On に変更します。 

b . か付け才ーディオデバイスをコンピュータ背面パネルの才ーディホコネクタに接続します。 

13. ネットワークアダブタカードコネクタを取り巧した場合、次の手順を実行しまず。 

a . セットアップユーティリティを起動し 、 Network Controller を選んでから、設定を On に変更します。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに巧統します。 


PCI Express 力ード 


おほいのコンピュータは 、 PCI Express xl 力ードを1なサポートします。 


PCI Express 力ードを取り付けるか交換する場合、次の手 I おを実行します。力ードを取りかしたままにする場合 、 rpCI Express 力ードの取りみし i をき鹿してください。 
新しい力一円こ交換する場合は、巧巧の力ードのドライバをアンインストールします。手順 I こついては、力ードに付属しているマニュアルを参照して〈ださし、。 


PCI Express 力ードの取り付け 


1. 「作業を開姑する前に」 の手順を実行します。 
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1 

力ード保持ラッチ 

4 

力ードエッジコネクタ 

2 

位置合わせガイド 

5 

カードコネクタ 

3 

力ード 

6 

リリースタブ 


2. 力ード保持ラッチのリリースタブを内側から慎重に}甲し、ラッチを回おして開きます。ラッチは開いた状態のままになります。 

3. カードを上部から巧定の位置に固定するカード保持装置を開きます。 

a. 力ード保持装置の上におおを置き、保持装置の底面を他の指で押さえてつかみます。 

b. をいてし巧ほうの手で力ード保持装置の側面を留く押し、所定のな圖こ保持してし巧タブスロットから離します。 

C. 力ード保持装置を上に動かし、 2 つのタブスロットから離します。 

4. 新しし、力ードを取りがける場合、 フィ ラーブラケットを取り巧して力ードス□ットををにします。次に 丰 I 旧6 に進みます。 

日.邸コンピュータに取り付けられてしぶ力ードを交換する場合、力ードを取り巧します。 

必要に応じて、カードに接続されたケーブルをかします。カードにカード保持バーが付いている場合は、このバーをがします。固定タブを轻<引き、カードの上端の巧を両手でつかみ、コネクタから 
取りがします。 

6. 新ししけードを取りかける華楠をします。 

力ードの設定、内部の接続、またはお使いのコンピュータに合わせた力ードのカスタマイズの情報じついては、力ードに付属してし、るマニュアルを参障.してくださし、。 

A 警告： ネットワ—クアダプタの中には、ネットワ—クにを巧すると自曲的にコンビュ—夕をを動するものがあ y ます。®■防止のため、力-ドを巧り付ける前に、コンピュ—夕の ■ 
^ 巧プラグをコンセントから巧いてください。 

7. 力ードを XI 已力ードコネクタに取り忧ナる場合、固をスロットを固定タブに合わせ、程く固定タブを引いて、力ードを取り付けます。 

8. 力ードをコネクタに置き、しっかりと下に巧します。力ードカなロットにしっかりと装着されているか巧設します。 



い; 


1 

PCI Express xl 力ード 

2 

PCI Express xl 力ードスロット 






























1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されていないカード 

3 

スロット内のブラケット 

4 

ス□ットの外側にはみ出したブラケット 


9. カード保持装置を取り付けて下げる前に、巧の点を確認してください。 

I すべての力ードとフィラーブラケットの上端が位置合わせパーと平らに揃ってし、る。 

I 力ードの上卽の切り込みまたはフィラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている。 

10. 力ード巧持装置を軽<下に巧して、アダブタブラケットを所定の位置に固定します。 

11. 力ード固定ラッチを閉じて、カチッと音がして巧をの位置に収まるまで軽く巧します。 

© を 意： 力ードケーブルは、カードの上や後ろを通して配線しないでください。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらなくなったり、装置に損傷を与えるをれ 
があります。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを接結するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

12. 必要なケーブルを力ードに接続します。 

力ードのケーブル接続につい口ま、力ードにか属のマニュアルを参照して〈ださい。 

13. コンピュータカバーを取りかけます 。 

14. サウンドカードを取りかけた場合、巧の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し . Audio Controller を選んでから、設定を〇けにを要します。 

b . か付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに巧統します。が付けホーディオデバイスを、コンピュータの背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ、また 
はライン入カコネクタに巧続しないでください。 

15. ネットワークアダプタカードを取り巧けており、内蔵ネットワークアダプタを巧効にする場合は、次の手順を実行します。 
a . セットアップユーティリティを超 動し 、 Network Controller を選んでから、設定を〇けにを要します。 

b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接続します。ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに}ま続しないでくださし、。 

16. 力ードのマニュアルの説明じ従って、力ードに必要なすべてのドライバをインストールします。 


PCI Express 力ードの巧り外し 


1. 「 巧 業を開おす る前に I の辛 I 隔を実行します。 

















1 

力ード保持ラッチ 

4 

力ードエッジコネクタ 

2 

位置合わせガイド 

5 

カードコネクタ 

3 

力ード 

6 

リリースタブ 


2. 力ード保持ラッチのリリースタブを内側から慎重に}甲し、ラッチを回おして開きます。ラッチは設留しているため、開いたままの状態になります。 

3. カードを上部から巧定の位置に固定するカード保持装置を開きます。 

a. 力ード保持装置の上におおを置き、保持装置の底面を他の指で押さえてつかみます。 

b . をいてし巧ほうの手で力ード保持装置の側面を留く押し、所定のな圖こ保持してし巧タブスロットから離します。 

C . 力ード保持装置を上に動かし、2つのタブスロットから離します。 

4. 力ードを取りかしたままにする場合、をの力ードスロット開口卽にフイラーブラケットを取り付けます。 

フイラーブラケットが必罢な場合、 デルにお問い合わせください 。 

じ メモ： コンピュータの FCC 認話を満たすため、フイラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フイラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミか 
らな讀できます。 

日.力ード保持装置を取り付けて下げる前に、次の点を確認してください。 

I すべての力ードとフイラーブラケットの上端が位置合わせパーと平らに揃ってし、る。 

I 力ードの上卽の切り込みまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている。 

6. 力ード保持装置を軽<下に巧して、アダプタブラケットを所定の位置に固をします。 

Q を*: ネットワークケーブルを接結するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

7. 力ード保持ラッチを閉じて所定の位置に押し込み、力ードを固をします。 

8. コンピュータカバーを取りイ寸けます。 


シリアルポートアダプタ 

^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『»み情巧ガイド JI のをを手帕に巧ってください。 

© ま 意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を巧ぐため、コンピュータの電子が品に船れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし、ない 
金属面にがれることにより、静電気を除去することができまず。 

b ゾモ： お巧いのミニタワーコンピュータのシリアルポートアダプタには2つの PS /2 コネクタもあります。 

シリアルポートアダプタの取り付け 

1. 「作 業を開おす る前に I の辛 I 隔を実巧します。 
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1 

力ード保持ラッチ 

2 

位置合わせガイド 


2. 力ード保持ラッチのリリースタブを巧側から慎重に押し、ラッ于を回転して開きまず。ラッチは開いた状態のままになります。 

3. アダプタブラケットと力ードを上部から巧をの位置に固をする力ード固定装置を開きます。 

a. 力ード保持装置の上に親巧を置き、保持装置の底面を他の指で押さえてつかみます。 

b . をいてし巧ほうの手で力ード保持装置の側面を趕<巧し、所定のな圖こ保持してし巧タブスロットから離します。 

C . 力ード保持装置を上に動かし、2つのタブスロットから離します。 

4. フィ ラーブラケットを取り巧しますく取り付けられてし巧場合）。 

^ メモ： コンピュータに合わせたアダプタの設定、内部の接続、またはカスタマイズの情報については、シリアルポートアダプタにが属のマニュアルを参障.してくださし、。 
シリアルポートアダプタブラケットをコネクタにはめて、しっかりと下に巧します。アダプタがスロットにしっかりと装着されているか確認します。 



1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されていないカード 

3 

スロット内のブラケット 

4 

ス□ットの外側にはみ出したブラケット 


5. カード保持装置を取り付けて下げる前に、巧の点を確認してください。 

I すべてのアダブタとフイラーブラケットの上端が位置合わせバーと平らに揃っている。 

I アダプタ上卽の切り込みまたはフイラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている。 

6. 力ード保持装置を轻<下に巧して、アダプタブラケットを所定の位置に固定します。 


7. 力ード固定ラッチを閉じて、カチッと音力んて所定の位置に収まるまで軽〈巧します。 




























© を 意： ケーブルは、取り付けられている力ードの上や後ろを通して配線しなし巧ください。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらなくなったり、装置に損傷 
をちえる巧れがあります。 


8. アダプタケーブルをシステム基楓こあるシリアルポートアダプタコネクタ ( SER 2) に接続します。 

9. 必要なすべてのケーブルをシリアルポートアダプタに巧結しまず。 

^ メモ： ケーブル巧統については、シリアルポートアダプタにが属のマニュアルを参照してください。 

10. コンピュータカバーを取りかけます 。 

シリアルポートアダプタの取り外し 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. 保持レバーのリリースタブを辑く巧します。 

3. アダプタにお結されてしぶケーブルがあれば外します。 

4. シリアルポートアダプタブラケットの上端のちをつかみ、コネクタから取り巧します。 

5. コンピュータカバーを 巧り付•けま す。 







目次に戻る 

Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ューザーズガイド 

♦ コンピュータカハ‘一の巧りかし 


コンピュータカバーの 取り外し 

A 警告： 本巧のキ旧を曲巧する前に、『お品情なガイド JI のま全手帕にがってください。 

A 警告： 巧■巧止のため、コンピュ-タカバ-を巧 y ホす前にコンピュ-夕の■巧プラグを必ずコンセントからないてください。 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. コンピュータを観こ剧して置きます。 

3. カバーを持ち上げながらカバーリリースラツチを後方にスライドさせます。 

4. コンピュータカバーの側面を持ち、ヒンジタブをてこのち点としてカバーを上に動かします。 

5. カバーをヒンジタブから取りがし、柔らか<傷が付きにくい場所に置いておきます。 



1 

セキュリティケーブルスロット 

2 

カバーリリースラッチ 

3 

パドロックリング 


目次に戻る 
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Del|TM OptiPlexTM GX 520 ユーザー ズガイド 


ドライブ 

お使いのコンピュータは、次のドライブをサポートします。 

I 2台のシリアル ATA /\-ドドライブ 
I 2 台のフ□ッピードライブまたはオプションの Zip ドライブ 
I 2台の CD ドライブまたは DVD ドライブ 

^ メモ： このコンピュータのドライブベイおよび IDE コントローラの数には限りがあるため.すべてのデバイスを一度に接統することはできません。 



1 

CD / DVD ドライブ 

2 

フ□ツピードライブ 

3 

/\-ドドライブ 


一般的な取 y 付けガイドライン 

CD / DVD ドライブをシステム基板の 「 IDE 」 とラベルの付いたコネクタじ接統します。シリアル ATA ハードドライカホ、システム基キ反の 「 SATA 0」 または rSATA 2」 とラベルの付いたコネクタじ接統する必 
要がありまず。 


IDE ドライブのアドレス指を 

1本の IDE インタ フエー スケーブルに2台の IDE デバイスを接続し、ケーブルセレクト設定を行う場合、インタ フエー スケーブル上の末端のコネクタに接続されたデバイスカ{、マスターまたは起動デ 
バイス（ドライブ 0) となり、インタ フエー スケーブル上の中間のコネクタに接続されたデバイスがスレーブデバイス（ドライブ 1) となります。デバイスの cable select 設定の方まじついては、アップグレ 
ードキットに付属しているドライブのマニュアルを参照して〈ださい。 


ドライブケーブルの接続 

ドライブを取り付ける場合、2本のケーブル （ DC 電源ケーブルとデータケーブル)をドライブの背面およびシステム基板に接統します。 


ドライブインタフェースコネクタ 


IDE ドライブコネクタ シリアル ATA コネクタ 















































1 

IDE ケーブルのを帯 

2 

インタフエースケーブルコネクタ 

3 

インタフエースコネクタ 


大半のインタフエースコネクタは、正し <接統されるように設計されています。つまり、片方のコネクタの切り込みやピンの夕けが、もう一方のコネクタのタブや差し込み巧と一致します。これらのコネクタに 
よって、ケーブルの1番ピンワイヤ （ IDE ケーブルの片側にを帯が巧いていますーシリアル ATA ケーブルにはを帯は付いていません)が、コネクタの1番ピンの端に正し <接統されます。さあまた 
はカード上にあるコネクタの1番ピンの端を示すために、通常、基キ反やカード上に直接 ri 」 とシルクスクリーン印刷されています。 


〇 を意： IDE インタフエースケーブルを接続する晩ホ、を帯をコネクタの1番ピンから離れた位圖こ置かなし巧〈ださい。インタフエースケーブルを裏返しにすると、ドライブが動作しなかったり、 
W コントローラやドライブ、またはその両方を損傷するをれがあります。 


電源ケーブルコネクタ 



1 

電源ケーブル 

2 

電源入カコネクタ 


ドライブケーブルの接なと取り外し 

IDE ドライブデータケーブルをかす場合、色付きのプルタブをつかんで、コネクタがかれるまで引っ張ります。 

シリアル ATA データケーブルを怯続または外ず場合、それぞれの端にある黒をのコネクタを持ち、ケーブルを外します。 

IDE コネクタと同じように、シリアル ATA インタフエースは、正し<接続できるようじ設計されています。つまり、片方のコネクタの切り这みやピンの义けが、もう一方のコネクタのタブや差し这み々と一致し 
ます。 



ハードドライブ 

^ 警告： 本巧の手巧を M 巧する前に、 『 K 品情巧ガイド JI の巧を手阳にがってください。 


^ 警告： 巧■巧止のため、コンピュータカバーを巧 y ホす前にコンピュータの■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 






















Q ま意： ドライブへの損傷を巧ぐため、ドライブを硬い所に置かなしでください。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッシ ヨン 性のあるものの上に置いてください。 

ハードドライブの取り外し 

1. 残しておきたいデータを巧巧している/、ードドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、巧の手順を開始します。 

2. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがおほいのコンピュータじ合わせて設まされてし、るか確認します。 

3. 「 作業を開始する前に J の手順を実行します。 

4. 電源ケーブルとハードドライブケーブルをドライブから巧します。ハードドライブケーブルをシステムを巧から外します。 



1 

/\-ドドライブケーブル 

2 

システム基板上のドドライブケーブル 

3 

電源ケーブル 


5. ドライブ両端の青色のリリースタブを巧し、ドライブを上にスライドさせてコンピュータから出します。 



1 

/、ードドライブ 

2 

リリースタブ （2) 


ハードドライブの取り付け 

1. 交換用のハードドライブをお包から取り出して、取り付けの準楠をします。 


2. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがお使いのコンピュータじ合わせて設定されているか巧詔します。 


































































































メモ： 交換用のハードドライブにプラスチックのハードドライブブラケットがない場合は、既存のドライブからブラケットをカチッと取り巧します。このブラケットを新しいドライブじカチッとはめ达みま 
す。 



1 

/\ードドライブ 

2 

/\-ドドライブブラケット 



1 

/、ードドライブ 

2 

"―ドドライブブラケット 


3. カチッと所定の位置に収まるまで、慎重にハードドライブをハードドライブブラケットに巧し下げます。 



4. カチッと所定の位置に収まるまで、慎重にハードドライブをドライブベイに巧し下げまず。 

日.電源ケーブルと/、ードドライブケーブルをドライブに接結します。/\-ドドライブケーブルをシステム基板のコネクタじ巧続しまず。 

6. すべてのコネクタが正し<}き続され、固定されているか確認します。 

7. つンピュ~タカバ~を取りがけます。 


8. プライマリドライブを取リイ寸けた場合、起動可能なメディアを、お使いの起動ドライブに挿入します。ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールずる手順につい可ホ、ドライブに付属の マニ 






















































ュアルを参照してください。 


9. セットアップユーティリティを起動して 、 適切な Primary Drive オプション (0 または 1) を更新します。 

10. セットアップユーティリティを格了し、コンピュータを再起動しまず。 

11. 巧の手順に進む前に、ご巧用のドライブにパーティションを巧なし、論理フォーマットを実行します。 

手順については、ホペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。 

12. Dell Dia 日 nostics (診断け‘□ヴ ラム を 実巧して、 M - ドドライブホテストします。 

13. プライマリドライブを取り巧けた場合、/\-ドドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 

2台目のハードドライブの追加 

A 警告： 本巧のモ厢を曲巧する前に、 『 K 品情巧ガイド JI のまを手曲に巧ってください。 

A 警告： 巧■防止のため、コンビュータカバーを巧 y 外す前にコンビュータの■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

〇 を意： ドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い所に置かないでください。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど 十 巧なクッション性のあるものの上に置いてください。 
の ホ意： 巧しておきたしけータを保存している/\-ドドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、巧の手順を開おします。 

1. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがおほいのコンピュータじ合わせて設まされてし、るか確認します。 

之. 「 巧 業を開おする前に I の丰歷ホ実行します。 

3. リリースタブを押して慎重にプラス于ックの/、ードドライブブラケットを/\-ドドライブベイから引き巧き、ベイの内部からブラケットを慎重に引き上げて取り巧します。 

4. ドライバが所定の位置にカチッと収まるまで、ドライブバスケットの横を転く広げ、ハードドライブをスライドさせてブラケットに取り付けまず。 



5. 1台目のハードドライブを上段のベイから下段のベイへ移動するには、巧の手順を実行します。 

a . 電源ケーブルと/ \- ドドライブケーブルを1白目の/ドドライブの背面から外します。 

b . ドライブ両端の青色のリリースタブを巧し、1台目のドドライブを上にスライドさて、上段のベイから取り出します。 
C. カチッと所定の位置に収まるまで、慎重に1台目の M - ドドライブを下段のベイの中へスライドします。 

6. カチッと所定の位置に収まるまで、慎氧こま斤ししり、ードドライブを上段のベイの中へスライドします。 

7. 電源ケーブルをドライブに}き続します。 






8. 丰順 S で取りかしたシリアル ATA コネクタを、1台目のハードドライブに取り付けます。 

9. システム基板のそ使用のシリアル ATA コネクタの位置を確認し、ドライブケーブルをこのコネクタと2台目のハードドライブに接統します。 



1 

/、ードドライブケーブル 

2 

システム基板上のドドライブケーブル 

3 

電源ケーブル 


10. コンピュータカバーを取りかけます 。 

ドライブべイカ/く一 

フロッピードライブまたは CD / DVD ドライブを空換するのではな〈、巧しいものを取り讯ナる場合は.ドライブベイカバーを取りがします。 

1. 「 作業を開おする前に I の手順ホ卖巧します。 

2. ドライブリリースラッチを下方向にスライドさせてドライブパネルを開き、取りかします。次に、ヒンジからドライブパネルを取り外しまず。 

































































































1 



1 

ドライブパネル 

2 

リリースタブ 

3 

ドライブべイカ/く一 


3. 使用するドライブベイの前面にあるドライブベイカバーを選巧します。 

4. ドライブベイカバーのリリースタブを幸を〈巧して、ドライブパネルから取り巧します。 




1 

CD / DVD ドライブベイカバー 

2 

フロッピードライブべイカハ’一 

3 

肩巧きネジ用ホルダ 


5. ドライブパネルをコンピュータの前面に元のとおりに取り付けます。 
ドライブパネルは一方向にしか取リイ寸けられません。 






































































フロッピードライブ 

A 警告： 本巧の手旧を曲巧する前に、『胜品情巧ガイド JI のまを手化に化ってください。 

么 警告： 巧■巧止のため、コンピュータカバーを巧 y 外す前にコンピュータの■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

フロッピードライブの取り外し 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. ドライブリリースラッチを下ち向にスライドさせてドライブパネルを開き、取り巧します。次に、ヒンジからドライブパネルを取り巧します。 

3. 電源ケーブルとフロッピードライブケーブルをフロッピードライブの背面から巧します。 

4. ドライブリリースラッチを下ち向じスライドさせてそのまま保ち、フロッピードライブを取り巧します。次に、ドライブをコンピュータから引き出します。 



1 フロッピードライブ 

2 ドライブリリースラッ于 

フロッピードライブの取り付け 

1. フロッピードライブを交換する場合、肩付きネジを既巧のドライブから巧し、このネジを交換用ドライブに取りがけます。 

2. おししロロッピードライブを取り付ける場合は、新しし、ドライブのドライブベイカバーを取りがし、肩付きネジをドライブベイカバーからがして、このネジを新しいドライブに取り付けます。 



3. フロッピードライブの肩付きネジを肩付きネジスロットに合わせ、カチッと所定の位菌こ化まるまでドライブをベイに軽〈スライドします。 









































1 

フロッピードライブ 

2 

肩付きネジ (4) 

3 

肩付きネジス□ット (2) 


4. 電源ケーブルとフロッピードライブケーブルをフロッピードライブに取り付けます。 



1 

電源ケーブル 

2 

フロッピードライブケーブル 

3 

フロッピードライブコネクタ （ DSKT ) 


5. コンピュータカバーを取りがけます 。 

6. セットアップユーティリティをお動し . Diskette Drive オプションで、新しいフロッピードライブをち効にしまず。 

7. Dell Dia g nostics (診が)プログラム を 実巧して.コンピュータが正し〈動作するか確認します。 


CD / DVD ドライブ 

A 警告： 本巧の手巧を M 巧する前に、 『 K 品情巧ガイド JI の安全手阳にがってください。 

^ 替告： 感■巧止のため、カバーを交换する前にコンピュータの■源プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

CD / DVD ドライブの取り外し 


1. 「作業を開姑する前に」 の手順を実行しまず。 























































































2. 電源ケーブルと CD / DVD ドライブケーブルをドライブの背面から外します。 


3. ドライブリリースラツチを下方向にスライドさせてそのままなち、 CD / DVD ドライブを取りがします。次に、ドライブをコンピュータから引き出しまず。 



1 

CD / DVD ドライブ 

2 

ドライブリリースラ ツチ 


CD / DVD ドライブの取り付け 

1. 「 作業を開おする前に I の手廳を車巧します。 

2. CD / DVD ドライブを交換ずる場合、肩付きネジを既存のドライブからかしこのネジを交換用ドライブに取り付けます。 

3. 新しい CD / DVD ドライブを取り付ける場合は、新しいドライブのドライブベイカバーを取り外し、肩付きネジをドライブベイカバーからかして、このネジを新ししがライブに取り付けます。 



4. ドライブに付属のマニュアルを参照して、ドライブがおほいのコンピュータに合わせて設定されているか確認します。 IDE ドライブを取り付ける場合は、ドライブに付属のマニュアルを参照して、ド 
ライブのケーブル設定を行います。 


5. CD / DVD ドライブの肩付きネジを肩付きネジスロットじ合わせ、カチッと所定の位置に収まるまでドライブをベイに轻<スライドします。 












































1 

CD/DVD ドライブ 

2 

肩付きネジく3) 

3 

肩付きネジスロット (2) 


6. 電源ケーブルおよび CD/DVD ドライブケーブルを、ドライブおよびシステムさキ反に接続します。 
b メモ： CD/DVD ドライブカ f SATA ケーブルの場合、 下図とは男なります。 SATA ケーブルコネクタについては. 「 一陋的な取り讯ナガイドライン I を参おしてください。 



1 

電源ケーブル 

2 

CD/DVD ドライブケーブル 

3 

CD/DVD ドライブコネクタ (IDE) 


7. すべてのケーブル巧続を確認します。ファンやホ却孔などを気の循摄の巧げにならないようにケーブルをまとめておきます。 

8. コンピュータカバーを取りかけます 。 

9. Drives で適切な Drive オプション (0 または 1) ホ設定して. セットアップユーティリ ティ で 記を情報をを新します。 

10. Dell Diaanostics (該化)プログラム を 実巧して、コンピュータが正しく動作するか確認します。 


目次に戻る 
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Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ューザーズガイド 

♦ 1/0パネル 


I / O パネル 


I / O パネルの取り外し 

^ 警告： 本巧の手旧を開巧する!的に、『製品情巧ガイド J 1 のま全手順に巧ってください。 

^ 養告： 巧■巧止のため、カバーを® y がす前にコンビュータの■巧プラグをおずコンセントから巧いてください。 

^ メモ： 新しい:1/0パネルを取り付けるときに正しく配線できるよう、ケーブルを外す前にケーブルのすべての配線経巧をメモしておいてくださし、。 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

〇 ホ 意： I / O パネルをコンピュータから引き出すときには、特にま意を化ってください。ま意を怠ると、ケーブルコネクタおよびケーブル配線クリッブに損傷をちえる場合があります。 

2. I/O パネルを固をしているネジをがします。リリースボタンを巧してルーブを引っ張り、力ードをコンピュータから引き出します。 

3. すべてのケーブルを I/O パネルからがし、パネルをコンピュータから取り外します。 



1 

I / O パネルリリースボタン 

2 

固定ネジ 

3 

I / O パネル 

4 

I / O ケーブルコネクタ 

5 

I / O ケーブルコネクタプルループ 


I / O パネルの取り付け 

1. I / O パネルを取りがける口よ、取りかし手順と逆の順巧で実行します。 

^ ゾモ ： I / O パネルブラケットにあるボイドを巧って I / O パネルを正しい位置に合わせ、 I / O パネルブラケットにある切 y 込みをほってパネルを固定してください。 


且ジに匡る 
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Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ューザーズガイド 

♦ プロセッサ 


プロセッサ 

^ 警告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『お品情话ガイド JI のま全手帕にがってください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし々い 
金属面に触れることじより、さがの詩電気を除去することができます。 

プロセッサの取り外し 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行しまず。 

2. ヒートシンクアセンブリの両端にある巧まネジを緩めます。 

A 警告： プラスティック g のシールドがをっても、ヒートシンクアセンブリは正常な*! I 作中に通みする場をがあ y ます。十みな時曲を置いて温度が下がったのを巧 K してから、ヒー 
^ トシンクアセンブリに触るよラにします。 

3. ヒートシンクアセンブリを上向きに動かし、コンピュータから取りかします。 



1ヒートシンクアセンブリ 


2巧まネジハウジング (2) 


© ま意： デルのプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、エアフローカバーからヒートシンクアセンブリを取りかして、元のヒートシンクを廃棄してください。デルなかから購入したプロセツ 
サアップグレードキットを取り付ける場合、新ししヴロセツサを取り付ける際は、元のヒートシンクを再利用してください。 


4. ソケット上にあるセンターカバーラッチの下からリリースレバーをスライドさせて、プロセッサカバーを開きます。次にレバーをを方に引いて、プロセッサを取り出します。 




















































2 



1 

センターカバーラッチ 

2 

プロセッサカバー 

3 

プロセッサ 

4 

ソケット 

5 

リリースレバー 


Q ま 意： プロセッサを交換する隐は、ソケット内側のピンに角をれたり、ピンの上に物ををとさないようにしてください。 


5. 慎重にプロセッサをソケットから取り外します。 

ま斤しいプロセッサをソケットにすぐに取り付けられるように、リリースレバーはリリース位置に広げたままにしても'きます。 


プロセッサの取り付け 

。 を意： コンピュータ背面の壁装されてしげよい金属面に關れて、身体から詩電気を除ましてください。 

。 を童： ブロセッサを交換する際は、ソケット巧測のピンに舶れたり、ピンの上に物を落とさないようにしてください。 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手歷ホ実行します。 

2. プ□セッサの底部に触らないように気をつけながら、新しいプロセッサを偶包から取り出します。 

^ メモ： コンピュータの電源を入れるときにプロセッサとコンピュータじ修復できない損傷をちえなし、ため、プ□セッサをソケットに正しく装着してください。 

3. ソケット上のリリースレバーが完全に開いてし、ない場合、その位置まで動かします。 

4. プ□セッサの前面と背面のを置合わせ用の切り込みを、ソケットの前面と背面の位置合わせ用の切り込みに合わせます。 

5. プロセッサとソケットの1番ピンの角を合わせます。 


















1 

プロセッサカバー 

6 

リリースレバー 

2 

タブ 

7 

前面位置合わせ切り込み 

3 

プロセッサ 

8 

ソケットおよびプロセッサピン1まピンの印 

4 

プロセッサソケット 

9 

後面位置合わせ用切り込み 

5 

センターカバーラッチ 




Q を 意： 損傷を巧ぐため、プロセッサとソケットが正し<揃っているか確認してください。プロセッサを取り付ける瞭に無理に力を加えないで〈ださい。 

6. プ□セッサをソケットに串を<置いて、プロセッサが正しい位置にあるか確認します。 

7. プ□セッサがソケットに完全に装着されたら、プロセッサカバーを閑にます。 

ブロセッサカバーのタブがソケットのセンターカバーラッチの下にあるか確認します。 

8. カチッと所定の位置に収まるまで、ソケットリリースレバーをソケットの方に房して、プロセッサを固定しまず。 

Q を意： デルレユかから睛入したプロセッサアップグレードキットを取りがける場合、プロセッサを交換する隙は、元のヒートシンクアセンブリをち利用してください。 

デルのプロセッサ交換キットを取り付ける場合、元のヒートシンクアセンブリをエアフローカバーから取り外して、交換キットが送られた同じパッケージを巧用してデルに返却してください。 

9. ヒートシンクアセンブリを取り巧けるには、次の手順を実行しまず。 

a. ヒートシンクアセンブリをヒートシンクアセンブリブラケットに兄のように配置します。 

b . ヒートシンクアセンブリをコンピュータの底面方向に動かし2本の巧まネジを締めます。 

Q を意： ヒートシンクアセンブリが正しく装着され、しっかり固をされてしぶか確認します。 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

ヒートシンクアセンブリブラケット 

3 

相]束ネジ/、ウジング (2) 


10. コンピュータカバーホおり付•けます。 
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Del|TM OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 



電源装置 


電源装置の取り付け 

^ 警告： ネ巧の 手 巧を曲 巧する前に、『»品 情巧 ガイド JI のをを 手厢に巧ってください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に化れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし、ない 
金属面に触れることにより、静電気を除去することができまず。 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手 I 隔ホ実行します。 

2. DC 電源ケーブルをシステム基板およびドライブから取り外します。 

DC 電源ケーブルをシステム基巧およびドライブから取りみす隐は、コンピュータシャーシ巧のタブの下の配線経路をメモしておいてください。これらのケーブルを再び取り付ける晩ホ、挟まれた 
り巧れ曲がったりしないように、適切に配線してください。 

3. コンピュータシャーンの背面に電源装置を取り付けている4本のネジをかします。 

4. コンピュータシャーシの底面にあるリリースボタンを巧します。 



1 

リリースボタン 

2 

電源装置 

3 

ネジ (4) 

4 

AC 電源コネクタ 


5. 電源装置をコンピュータの前面の方へ約 2.5 cm スライドさせます。 

6. 電源装置を持ち上げコンピュータから取り出します。 

7. 交換用の電源装置をスライドさせて所定の位置に入れます。 


8 . 


電源装置をコンピュータシャーンの背面に固定するネジを取り付けます。 




































































9. DC 電源ケーブルを電源装置に再接統します。 


10. AC 電源ヶーブルを AC 電源コネクタじ接続しまず。 

11. コンピュータカバーを取りがけます。 


DC 電源コネクタ 



DC 電巧コネクタ P 1 


13 U 1516171819 2 0 2122 23 24 



回の回回の回因の回回の因 
因の因固の因因の固因の因 


12 、 

4 5 6 7 

9 ID 1112 

ピン巧ち 

巧ちを 

18 AWG ワイヤ 

1 

+3.3 VDC 

瞪色 

2 

+3.3 VDC 

瞪色 

3 

GND 

黒色 

4 

VCC (+5 V ) 

ホを 

5 

GND 

黒色 

6 

VCC (+5 V ) 

赤を 

7 

GND 

黒を 

8 

PS_PWRGOOD 

灰を 

9 

P 5 AUX 

紫色 

10 

V _12 P 0 _DIG 

黄色 

11 

V _12 P 0 _DIG 

黄を 

12 

+3.3 V 

暗を 

13 

+3.3 V 

梧を 

14 

-12 V * 

青色 

15 

GND 

黒色 

16 

PWR _ PS_ON 

緑色 

17 

GND 

黒を 


























18 

GND 

黒を 

19 

GND 

黒色 

20 

NC 

N/C 

21 

VCC(+5 V) 

赤を 

22 

VCC(+5 V) 

ホを 

23 

VCC(+5 V) 

ホ色 

24 

GND 

黒色 

* 18 AWG ワイヤの代わりに22 AWG ワイヤを使用 


DC 電巧コ木クタ P 2 


3 固因 4 
1因因2 


ピン巧ち 

«ち 名 

18 AWG ワイヤ 

1 

COM 

黒を 

2 

COM 

黒を 

3 

+ 12 VDC 

黄色 

4 

+ 12 VDC 

黄色 


DC 電巧コネクタ P 3 および P 5 


TTTTT 


ピン 番号 

ff 号ち 

18 AWG ワイヤ 

1 

+3.3 VDC 

権を 

2 

COM 

黒を 

3 

+5 VDC 

ホを 

4 

COM 

黒を 

5 

+ 12 VDC 

黄を 


DC 電巧コ本クタ P 4 

6 5 4 





3 21 


ピン番ち 

fflt 号名 

18 AWG ワイヤ 

1 


N/C 

2 

COM 

黒を 

3 

COM 

黒色 

4 

+ 3.3 VDC 

桓色 

5 

+5 VDC 

ホ色 

6 

+ 12 VDC 

黄色 









































DC « 巧つキクタ P 7 




ピン巧巧 

值号を 

22 AWG ワイヤ 

1 

+5 VDC 

ホを 

2 

COM 

黒を 

3 

COM 

黒色 

4 

+ 12 VDC 

黄色 


DC 電巧コネクタ P 8 およぴ P 9 


[g>ee © よ 


ピン番号 

fflt 号る 

18 AWG ワイヤ 

1 

+ 12 VDC 

黄色 

2 

COM 

黒を 

3 

COM 

黒を 

4 

+5 VDC 

ホを 
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Del|TM OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 

♦ ミニタワーコンピユータ の化梯 


ミニタワーコンピユータの仕巧 


マイクロプロセッサ 

マイクロプロセッサの種穎 

Intel ® Pentium ⑥または Celeron ⑥ブロセ'ソサ 

L 1 (レベル 1) キャッシュ 

32 KB 

L 2( レベル 2) キャッシュ 

日12 KB 、 1 MB 、 または2 MB パイプラインバースト、8ウェイセツ 
トアソシェィティブ、ライト/くツク SRAM 


メモリ 

タイプ 

400 MHz および533 MHz DDR 2 SDRAM 

メモリのコネクタ 

2 

対応するメモリモジユール 

256 MB 、 512 MB 、 1 GB 、 または 2 GB が ECC 

最小メモリ 

デュアルチヤネル： 512 MB 
シングルチヤネル： 256 MB 

最大搭載メモリ 

4 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 


コンビュータ情報 


チップセット 

Intel ® 945 Express 

データバス幅 

64ビット 

アドレスバス幅 

32ビット 

DMA チヤネル 

8 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ ( NVRAM ) 

4 Mb 

メモリ速度 

400 MHz および533 MHz 

NIC 

DMTF によって定義されている ASF 1.03および 2.0 サポートを 
組み込んだ内蔵ネットワークインタフエース 

10/100/1000通信が可能； 

1 緑を一10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が 
良好です。 

1 梧色一100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続 
が良好です。 

1 きを一1 GbpsdOOO Mbps ) ネットワークとコンピュー 
夕間の接続が良巧です。 

1 オフーコンピュータは物理的なネットワーク接続を検出し 
ていません。 


ピデオ 


タイブ 

Intel グラフィックス•メディア•アクセラレータ950 


ホーデイオ 

タイプ 

AC 97 、 Sound Blaster エミュレーシ a ン 

ステレオ変換 

16ビット AD 変換および20ビット DA を換 


コントローラ 


ドライブ 

11台のデバイスをサポートするシリアル ATA コントローラが4つ、 

1および1つのチヤネルでをチヤネルじ2台のデバイスをサポート 
























































PCI 2.3 

SATA 1.0 a および 2.0 
USB 2.0 

PCI Express 1.0 a 


PCI ： 33 MHz 

SATA ：1.5 Gbps および 3.0 Gbps 

USB ： 480 Mbps 

PCI Express xl : 5 Gbps 


フルハイトカードをサポート 



内部アクセス可能 




ピンコネクタ、1655 0 C 互換 


双ち向25ピンコネクタ(メス） 


ネットワークアダプタ 


セカンダリシリアルポートアダプタ付き PS /2( オプシヨソ 


CD ドライブホーデイホインタフエース 


前面パネル 



ライン入力、ライン出力、およびマイク用の3つのコネクタ、前面パ 
ネルのヘッドフォンおよびマイク用の2つのコネクタ 



40ピンコネクタ 



Microsoft ⑥ Windows ® XP では Windows Security ウイ 
ンドウが表示されます。 MS - DOS ® モードでは、コンピュータが再 
スタート(再起動）します。 


巧蔵のセットアップユーティリティを起動(システム起動時のみ） 


セットアップ ユー ティリティの Boot Sequence ホプシ ヨン （システ 
ム起動時のみ)にあるデバイスの1つからでなく、リモート起動環 
境 （ PXE ) で指定したネットワーク環境から、 コン ピュータを自動めに 
起動します。 


: F 12> または < Ctrl >< Alt >< F 8> 


ユーザーが単一起動巧のデバイスを入力できる起動デバイスメニ 
ュ ー( システム起動時のみ）、またハードドライブおよびシステム該 














































































J 断プログラムを実行するホプシヨンを表示 


ボタンとライト 

電源ボタン 

巧しボタン 

電源ライト 

綻をのライトースリープモードのとき綻をじ点滅、電源がホンのと 
き緑をに点灯 


梧をのライトー取り付けられているデバイスに問題があるとき桓を 
じ点滅.巧が雷力(こ P 占頭がある卜き括ちじおな （ r 雷源の巧頭 1を寒 
BB ) 

ドドライブアクセスライト 

掃色 

リンクライト 

ネットワーク接結時は緑色の点な 

リンク保全ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

10 Mb 伝送時は緑をのライト、100 Mb 伝送時は樓をのライト、 
1000 Mb ( lGb ) 伝送時は黄をのライト 

動作ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

黄色の点滅ライト 

診断ライト 

背面パネル上の4つのライト （ r 診断ろイト1 参昭 J ) 

スタン/くイ電源ライト 

システム基板の AUX_PWR 


■巧 

DC 電源装置： 

ワット数 

230 W 

熱消費 

785 BTU / 時 


メモ： 熱消費は電源ユニットのワット数定格に基づいて計算されま 
す。 

電圧 

手動設定電源装置一 50/60 Hz で90〜135 V 、50/60 Hz で 
180〜265 V 

バックアップバッテリー 

3 V CR 2032コイン型リチウムバッテリー 


サイズと■量 

縦値 

41.4 cm 

横傾 

18.5 cm 

長さ 

43.9 cm 

重量 

12.34 kg 


巧境 

温度； 

動作時 

10〜35で 

保管時 

-40 〜65で 

相対湿度 

20〜80 〇/〇(結露しないこと） 

最大耐义震度： 

動作時 

0.25 G 口〜200 Hz 、0.5 オクターブ/分） 

お管時 

0.5 G (3 〜200 Hz 、 1ホクターブ/分） 

最大耐义衝撃： 

動作時 

日 0.8 cm /巧の速度を化でボトム M - フサインパルス 

保管時 

508 cm /砂の速度変化で27 G フェアードスクェアウェーブ 

高度； 

動作時 

-15. 2~3,048 m 

お管時 

-15. 2〜10,668 m 
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。氏;氏忿 f システムの 巧 ィンスト-ル 

♦ ドライバ 

♦ Microsoft ® Windows ⑥ XP システムの復元の使い方 

♦ Microsoft Windows XP のちインストール 

^ 警告： 本巧のキ巧を M 巧する前に、『»み情巧ガイド JI のまを手順に化ってください。 

Q ま意： Microsoft Windows XP オペレーティングシステムを再インストールする隔は、 Microsoft ⑥ Windows ® XP Service Pack 1 な降を巧用する必要があります。 

^ メモ： お使いのコンピュータに固有のイメージをインストールしてある場合、またはオペレーティングシステムを再インストールする必要がある場合、 DSS ユーティリティを実行します。 DSS は才 
プションの 『Drivers and Utilities CDJ ! および suppo け. jp.dell.com から入手できます。 

ドラィバ 

ドライバとは？ 

朽イバは、プリンタ、マウス、キーボードなどのデバイスを制御するプ□グラムです。すべてのデバイスにドライバプ□グラムが必要です。 

ドライバは.デバイスとそのデバイスを使届するプログラム間の通訳のような役目をします。をデバイスは、そのデバイスのドライバ呀ナが認識する専用のコマンドセットを持っています。 

お使いの Dell コンピュータじは、必要なドライバおよびユーティリティが出荷時にすでにインストールされていますので、新たにインストールしたり設定したりする必要はありません。 

〇 を*: ホブションの 『Drivers and Utilities CDJII こは、お使いのコンピュータに搭載されていないオペレーティングシステムのドライバも i は録されています。インストールするソフトウェアがオペ 
ー レーティングシステムに対応していることを確認してください。 

キーボードドライバなど、ドライバのをくは Microsoft Windows オペレーティングシステムにが属しています。な下の場合には、ドライバをインストールする必要があります。 

I ホペレーティングシステムのアップグレード。 

I オペレーティングシステムの再インストール。 

I 新しいデバイスの巧続または取り付け。 

ドライバの識別 

デバイスに問題が発ました場合、問題の原因がドライバかどうかを判断し、必要に応じてドライバをアップデートしてください。 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. 作業する分野を選びます にある、 バフホーマンスとメンテナンス をクリックします。 

3. システムを クリックしまず。 

4. システムのプロバテイ ウインドウの "ードウェア タブをクリックしまず。 

日. デバイスマネー ジャをクリックします。 

6. -黃を下にスクロールして、デバイスアイコンに感嘆巧け！ ] の付し、た黄色い丸)が巧いてし、るものがないか確認しまず。 

デバイスをの横に感座巧がある 場合- ドライバの 西インストール または新しいドライバのインストールが必畢な場合があります。 

ドライバおよびユーティリティの再インストール 

〇 を意： デルサポートウェブサイト supD0rt.jp.dell.com および 『Drivers and Utilities CD 』 では、 Dell …コンピュータ用に承認されているドライバを提供していまず。その他の巧がから 
— ^のドライバをインストールすると、お使いのコンピュータが適切に動作しないをれがあります。 

^ ゾモ： 『Drivers and Utilities CDJKResource CD ) はホブションなので、コンピュータに付属していない場合があります。 

Windows XP デバイスドライバの口ールバックの使い方 

新た I こドライバをインストールまたはアップデートした後に、コンピュータじ問題が発生した場合 、 Windows XP のデバイスドライバの口ールバックを使用して、レ：1前にインストールしたバージョンのドラ 
イバじ置き換えること力《できます。 








スタートボタンをクリックし、コントロールバネルをクリックします。 


2. 巧業するか巧を a びます にある、 バフォーマンスとメンテナンスを クリックします。 

3. システムをクリックします。 

4. システムのプロ/《ティウインドウの/、ードウエアタブをクリックします。 

日. デバイスマネー ジャをクリックします。 

6. 新しし、ドライバがインストールされたデバイスをちクリックして、プロパティをクリックしまず。 

7. ドライ/く タブをクリックします。 

8. ドライバの口ールバックを クリックします。 

デバイスドライバの口ールバックで巧頭がちお尖しない場合.システムの復元 （「 システムの诺元のち効化 I をを照）を巧田して、新しいドライバがインストールされる前の動作が態にナペレーティングシステ 
ムを房してみまず。 


オプションの 『Drivers and Utilities CDJl の巧い方 

デバイスドライバの口ールバックまもは システムの巧 元 を巧っても巧頭が做尖されない場合 . 『Drivers and Utilities CDj ( ResourceCD ) を使ってドライバを再インストールします。 

^ ゾモ ： 『Drivers and Utilities CDJKResource CD ) はホブションなので、出お時にすべてのコンピュータに付属しているわけではありません。 

^ ゾモ： デバイスドライバとユーザーマニュアルにアクセスするには、 Windows を実行中に 『Drivers and Utilities CD 脂使用する必要があります。 

1. 『Drivers and Utilities CDJ を挿入します。 

巧めて 『Drivers and Utilities CD ! を使うときじは、 インストール ウィンドウが開き、 CD からインストールが開おされることがる巧されます。 OK をクリックしてインストールプログラムのプロ 
ンプトに応答し、インストールを完了します。 

2. Dell システムをお頁い上げくださ y あ y がとうございます 画面で ホへ をクリックします。 

3. システムモデル、ホペレーティングシステム、デバイスの種巧、 および トピック にっいて適切なオプションを選巧します。 

4. トピック ドロッブダウン メニューのマイドライバを 選巧します。 

『Drivers and Utilities CDJ は、コンピュータのハードウエアとオペレーティングシステムをスキヤンして、システム設定用のデバイスドライバの一監を表示します。 

日.該当するドライバを選巧し、手順に;走ってお使いのコンピュータ用のドライバをダウンロードします。 

お使いのコンピュータに利用できるすべてのドライバの一監を表示するには、 トピック ドロッブダウンメニューの ドライバ をクリックします。 

『 Drivers and Utilities CD 』 でヘルプファイルにアクセスする口ま、画面の上部にある疑問符口)ボタンまたは ヘルプ のリンクをクリックします。 


Microsoft ® Windows ⑥ XP システムの復元の使い方 

ハードウェア、ソフトウェア、またはその他のシステム設定を変更したためにコンピュータが正常に動作しなくなってしまった場合 、 Microsoft Windows XP オペレーティングシステムのシステムのを元 
を巧用して、コンピュータをな前の動作状態に復元することができます(データフアイルへの影響はありません)。システムの復元の使いちじついては、 Windows ヘルプとサポートセンターを参照して〈 
ださい。 

^ を*: データフアイルの定期的なバックアップを斤ってください。システムのを元は、データフアイルを監巧したり、データフアイルを復元したりしません。 

を元ポイントのか成 

1. スタート ボタンをクリックし、 ヘルプとサポート をクリックします。 

2. システムのな 元をクリックします。 

3. 画面の指示に従います。 


コンピュータのが前の動作が態へのを元 





© を 意： お使いのコンピュータをな前の動作状態に復元する前に、開いているファイルをすべて保存してから閉に、実行中のプログラムをすべて終了します。システムの復元が完了ずるまでは、 
いかなるファイルまたはプログラムも変更したり、開いたり、削除しないでください。 


1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム ー アクセサリーシステムツール とポイントしてから システムのな 元をクリックしまず。 

2. コンビュータをな m の巧胁 こな 元する が選がされてしぶことを確認して、 ホへ をクリックします。 

3. コンピュータを復元したいカレンダーの日付をクリックします。 

化元ポイントの®巧 画面に、復元ポイントを痛認して選巧できるカレンダーが表示されます。復元ポイントが利巧できる日付は太字で表示されます。 

4. 復元ポイントを選巧して、ホへをクリックします。 

日付■の中に復元ポイントが1つしかない場合、その復元ポイントが自動的に選巧されます。2つな上の復元ポイントが利届可能な場合、希望の復元ポイントをクリックします。 

日. 巧へ をクリックしまず。 

システムの復元がデータの収集を完了したら、 復元はま了しました 画面が表示され、 コン ピュータが自動的に再起動します。 

6. コン ピュータが再起動したら、 OK クリックします。 

巧元ポイントを変更するには、別の復元ポイントを巧って手順を繰り返すか、または復元を取り消すことができます。 

最後のシステムのを元の取り消し 

〇 を意： 最後のシステムの復元を取り消す前に、開いているファイルをすべて保巧してから閉じ、実行中のプログラムをすべて終了しまず。システムの復元が完了するまでは、いかなるファイル 
またはプログラムも変更したり、開いたり、削除しないでください。 

1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラム^アクセサリ^システムツール とポイントしてから システムのな元 をクリックします。 

2. な前のな元を巧 y ミ 肖す を選巧して、 巧へ をクリックします。 

3. ホへをクリックしまず。 

システムのな元 画面が表示され、コンピュータが再起動します。 

4. コン ピュータが再起動したら、 OK クリックします。 

システムのな元のを効化 

200 MB より空容量が少ないハードディスクに Windows XP を再インストールした場合、システムの復元は自動的に無細こ設定されます。システムの復元がち効になっているか確設ずるには、次の 
手順を実行します。 

1. スタートボタンをクリックして、コントロールバネルをクリックします。 

2. バフホーマンスとメンテナンス をクリックします。 

3. システムを クリックしまず。 

4. システムのな元 タブをクリックします。 

5. システムの復元を無巧にする にチェックマークが付いていないことを確認します。 


Microsoft Windows XP の再インス!ル 

〇 ホ意： ホペレーティングシステムを再インストールする際は 、 Microsoft Windows XP Service Pack 1 な降を巧用する必要があります。 

作業を開始する前に 


おし<インストールしたドライバの問題をち I 消するために Windows XP オペレーティングシステムを再インストールすることを検討する前に 、 Windows XP の デバイスドうイバの口ール バックを 試して 
みます。デバイスドライバの口ールバックを実行しても問題が解みされない場合、 システムの復元を 使って新しいデバイスドライバがインストールされる前の動作状劇こオペレーティングシステムを戻し 
ます。 





O を意： この手順を実行する前に、お使いのプライマリハードドライブのすべてのデータフアイルをバックアップします。標準的なハードドライブ構脱こおいて、プライマリハードドライブはコンピユ 
〜 -夕じよって1番目のドライブとして認識されます。 


Windows XP を再インストールするじは、レ: I 下のアイテムが必要です。 

I Dell …『オペ レーテ イングシステム CD 』 

I Dell『Drivers and Utilities CD 』 

Ta メモ： 『Drivers and Utilities CDJH こは、コンピュータの製造工程でプリインストールされたドライバが収録されています 。 『Drivers and Utilities CD 』 を使って、必要なドライバをすべて 口 
-ドします。 


Windows XP の再インストール 

Windows XP を再インストールするじは、次項で記載されてし、る手順を順番通りに実行します。 

巧インストール処理を完了するには、1〜2時間かかることがあります。ホペレーテイングシステムを再インストールした後、デバイスドライバ、アンチウイルスプログラム、およびその他のソフトウェアを再 
インストールする必要があります。 


〇 を意： 『オペレーティングシステム C 叫は 、 Windows XP の再インストール用のホプションを提供しています。オプションはファイルを上書きして、ハードドライブにインストールされているプロ 
グラムに影響をちえる可能性がありまず。このような理由から、デルのテクニカルサポート担当者の指示がない限り 、 Windows XP を再インストールしなし巧〈ださい。 


〇 


を意： Windows XP とのコンフリクトを巧ぐため、コンピュータじインストールされているアンチウイルスソフトウェアを巧細こしてから Windows XP を巧インストールしてください。手順じつ 
いては、ソフトウェアに付属しているマニュアルを参照してください。 


オペ レーテ ィングシステム CD からの起動 

1. 開いてし、るファイルをすべて保巧してから閉に、実行中のブログラムをすべて格了します。 

2. 『オペレーティングシステム CDJ 1 を挿入します。 Install Windows XP とし、うメッセージが表示された場合、 巧 了をクリックします。 

3. コン ピュータを再起動します。 

4. DELL ™ ロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

オペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Windows のデスクトップが表示されるのを待ちまず。次に、コンピュータをシャットダウンして、再度試みます。 

日.矢印キーを巧って CD-ROM を選巧し < Enter > を押します。 

6. 画面に、 Press any key to boot from CD というメッセージがき示されたら、巧意のキーを押します。 


Windows XP のセットアップ 

1. セットアップの曲巧 画面が表示されたら、 < Enter > を押して結行します。 

2. Microsoft Windows ライセンス資約 画面の巧容を読み、 < F 8> を押して、巧用許諾契約書に同意します。 

3. も'ほいのコンピュータに Windows XP 力!インストールされていて、現在の Windows XP データを復元したい場合は、 r と入力して修復ホブションを選び、 CD を取り出します。 

4. 新たに Windows XP をインストールする場合、 < Esc > を巧してオプションを選巧します。 

日. < Enter > を巧して/\イライト表示されたパーティションを選び（巧契）> 画面の指示にないます。 

Windows XP セットアップ 画面が表示され、 Windows XP は、ファイルのコピーおよびデバイスのインストールを開姑します。コンピュータは自動的に数回再起動します。 

〇 を意： 次のメッセージが表示された場合、どのキーも巧さないでください。 Press any key to boot from the CD. 
b ゾモ： /\- ドドライブの容量やコンピュータの速度によって、セットアップに要する時間は変わ y ます。 

6. 巧城と 首 巧のオプション 画面が表示されたら、地域の設定を必要に応じてカスタマイズし、 巧へ をクリックしまず。 

7. ソフトウェアのち人用股を 固面で、おを前と会なち（ホブション)を入力して、 巧へ をクリックします。 

8. コン ピュータをと Administrator ウィンドウでおないのコンピュータち（または記載のを前を承認)とパスワードを入力して、 巧へ をクリックします。 

9. モデムのダイヤル 情 巧 画面が表示されたら、必要な情報を入力し、 かへ を巧します。 


10. 日付と時阳の投ま ウィンドウに、日付、時間、タイムゾーンを入力して、 巧へ をクリックします。 

11. ネットワークのおを 画面が表示されたら、 植ホ投を をクリックして、 巧へ をクリックします。 

12. Windows XP Professional の再インストール中に、ネットワーク設定についてより詳しい情報を求められたら、試当ずる項目を入力します。設定がわからない場合、デフホルトの選択肢を選 
びます。 

Windows XP は、ホペレーティングシステムのコンポーネントをインストールして、コンピュータを設定します。コンピュータが自動的に再起動します。 

〇 を 意： 次のメッセージが表示された場合、どのキーも巧さないでください。 Press any key to boot from the CD. 

13. Microsoft Windows へようこそ 画面が表示されたら、 ホへ をクリックします。 

14. インターネットに巧 « する方ホを巧まして < ださい とし、うメッセージが表示されたら、 雀格 をクリックします。 

15. Microsoft にューザーを録する単 fit はできましたか？ 国面が表示されたら、 いいえ、今回はューザーせ房しません を選がし、 巧へ をクリックします。 

16. このコンビ ュータ を巧う ユー ザーを巧ましてください 画面が表示されたら、最大日人のューザーを入力できます。 

17. 巧へをクリックします。 

18. 完了 をクリックしてセットアップを完了して、 CD を取り出します。 

19. 『Drivers and Utilities CDJ を使って、摘切な ドライ/くを巧インストール します。 

20. アンチウイルスソフトウェアを再インストールします。 

21. プ□グラムを再インストールします。 

。 メモ： Microsoft Office または Microsoft Works Suite プログラムを再インストールして有効にする I こは、 Microsoft Office または Microsoft Works S 山 te の CD ケースの裏面にあ 
る Product Key (プロダクトキー)ナン/く一が必要です。 

目次に戻る 





目次に戻る 


システム基板の取り付け 

Del|TM OptiPlexTM GX 520 ユーザー ズガイド 


システム基«の取り外し 

1. スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします。 

2. コンピュータと接続されてしぶデバイスの電源が切れているか確設します。コンピュータをシャットダウンしたときに、コンピュータおよび接続デバイスの電源が自動めに切れなかった場合は、ここ 
で電源を切ります。 

^ を意： ネットワークケーブルを外すには、まずコンピュータからケーブルを巧き、巧に壁のネットワークジャックからケーブルを巧きます。 

3. 電話回線や通信回線のケーブルをコンピュータからかします。 

4. コンピュータおよび接続されてし、るすべてのデバイスを電源コンセントから取り外し、如こ電源ボタンを巧してシステム基板の詩電気を除モします。 

警告： 巧 ■防止のもめ、カバーを巧 y かす前にコンビュータの■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

日.コンピュータカバーを取 y がします。 

I ミニタワーのコンピュータカ バー の取りみし。 

I デスクトップのコンピュータ カバー の 取り外し。 

I スモールフナームファクターのコンピユータ カバー の 巧りかし。 

© を意： コンピュータ巧卽に触れる前に、コンピュータ背面の金属卽など塗装されていない金属面に触れて、き化の詩電気を除去して〈ださい。イ乍業中も、定期的に塗装されていない金属面に巧由 
れて、内蔵コンポーネントを損傷するをれのある詩電気を除去してくださし、。 


6. システム基板へのアクセスを制限するコンポーネント ( CD/DVD ドライブ、フロッピードライ义ハードドライブ、 I/O パネル)をずベて取りかします(スモールフホームファクターコンピュータを除 
く)。 

7. プ□セッサおよびヒートシンクアセンブリを取りがします。 

I ミニタワーのプロセッサおよヒートシンクアセン フリ の取りかし。 

I デスクトッブのプロセッサおよびヒートシンクアセン: jiJ の取り外し。 

I スモールフォームファクターのプロセッサおよひヒートシンクアセン フリ の取りかし。 

8. システム基板から全てのケーブルを外します。 

9. システム基板からネジをがします。ネジの位置についてはな下の図を参照してください。 

I ネジの巧置の図は、 「 ミニ タワーのシステム某板のネジ I を参昭してください。 

I ネジの位置の図は、 「 デスクトップのシステム基あのネジ J を参,昭してください。 

I ネジの位置の図は、 「 スモールフホームファクターのシステム基ネ反のキジ 」 を参照してください。 

10. システム基板アセンブリをコンピュータ前方に引き出し、基キ反を持ち上げて取り外します。 


ミニタワーのシステムを巧のネジ 















1 

ミニタワーのシステム基キ反 

2 

ネジ （10) 



スモールフォームファクターのシステムを巧のネジ 



























1 

スモールフホームファクターのシステムさキ反 

2 

ネジ (8) 


取りかしたシステム基キ反アセンブリを交換用のシステム基キ反のそばに置き、同等であることを確認します。 


システム基あの取り付け 

1. 基巧をミ主意深<シャーシの位置に合わせ、コンピュータを方へスライドさせます。 


2. システム基板にネジを取り付けます。 


3. システム基板から取りかしたすべてのコンポーネントおよびケーブルを取り付けます。 

4. コンピュータの背面にあるコネクタにすべてのケーブルを接結します。 

5. コンピュータカバーをおり付けます。 


目次に戻る 













目次に戻る 

デスクトップコンピュータ 

Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

♦ お使いのデスクトップコンピュータについて 

♦ コン ピュ ータの 内部 


お使いのデスクトップコンピュータについて 


正面図 



1 

USB 2.0 コ 

ネクタ （2) 

ジョイスティックやカメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々接統するデバイスには、 
コンピュータの前面にある USB コネクタを使巧しまず （ USB デバイスからの起動については、 
「セットアップユー ティリティ 1奈参照してください）。 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面パネルにある USB コネクタ 
を巧巧することをお勧めします。 

2 

LAN インジケ 
ータライト 

LAN (ネットワーか巧続が確立されていることを示します。 

3 

電源ボタン 

このボタンを押して、コンピュータに電源を入れます。 

〇 注意： データの損失を防ぐため、6秒し:!上電源ボタンを巧してコンピュータの電源を切 
— ^らないで〈ださい。電源ボタンを巧す代わりに、オペレーティングシステムのシャットダウ 
ンを実行してくださし、。 

〇 を意： お使いのオペレーティングシステムの ACPI がち効な場合、コンピュータの電 

W 源ボタンを巧ずと、オペレーティングシステムのシャットダウンが実巧されます。 

4 

デルバッジ 

このバッジを回おさせて、コンピュータの方向に合わせることができます。バッジを回おさせるに 
は、バッジの外回りに指を置き、しっかり巧してバッジを回します。バッジの下側ぶ<にあるスロッ 
卜を使って回転させることもできます。 

5 

電源ライト 

電源ライトは、点減したり点なすることでな下のさまざまな動巧が態を示します。 

1消灯ーコンピュータの電源は切れていまず。 

1緑をの点なーコンピュータは通常の動作状態です。 

1 緑をの点滅ーコンピュータは、省電カモードです。 

1梓を,の点滅または点打 一「雷 i 原の問頭1を参照してください。 

省電カモードから復帰するには、電源ボタンを巧すか、 Windows デバイスマネージャで復帰 
デバイスカ;設定されている場合、キーボードかマウスを使います。スリープモードおよび省電力 
モードからの復帰の詳細については、 r 雷力の管理 1を参照して〈ださい。 

お使いのコンピュータのトラブルシューティングに役立つライトコードの説明は、 「システムライト1 
を参照してください。 

6 

該断ライト 

該断ライトは、該がコードに基づくコンピュータの問題のトラブルシューティングに役立ちます。 
詳細に関しロホ、 「該 断ぅイト」 を参照してください。 

7 

ハードドライブ 
動巧ライト 

ドドライブがアクセスされているときに、このライトが点滅します。 

8 

ヘッドフオンコ 
ネクタ 

ヘッドフォンコネクタを使巧して、ヘッドフォンおよびほとんどの種類のスピーカーを取り付けるこ 
とができます 

9 

マイク用コネ 
クタ 

マイクのコネクタをほってマイクを取り付けます。 

10 

フロッピードラ 
イブ 

フロッピーディスクをドライブに入れます。 

11 

CD/DVD K ラ 
イブ 

(取りかけられている場合は) CD または DVD をドライブに入れます。 


背面図 












































1 

力ードスロット 

取り付けられたずベての PC 力ード用のアクセスコネクタです。 

2 

背面パネルコ 
ネクタ 

シリアル、 USB , およびその他のデバイスのプラヴを対応するコネクタに差し込みます。 

3 

電源コネクタ 

電源ケーブルをこのコネクタに差し込みます。 

4 

電圧切り替え 
スイッチ 

お巧いのコンピュータにマニュアル電圧切り替えスイッチが付いています。 

手動電圧切り替えスイッチが付いているコンピュータへの損傷を防ぐため、スイッチはお使いじな 
る地域の AC 電源に最も合った電圧に設定してください。 

〇 を意： 日本で使巧できる AC 電源は100 V でずが、電圧切り督えスイッチを115 V 
〜 に設定してください。 

また、モニターやコンピュータじ接続している周辺機器もお使いになる地域の AC 電源で動作ずる 
ように設定してください。 

5 

パドロックリン 
グ 

パドロックを挿入して、コンピュータカバーをロックします。 

6 

カバーリリー 
スラッチ 

このラッチを巧ってコンピュータカバーを開きます。 



背面パネルコネクタ 


1 

パラいレ 
コネクタ 

フリンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタに接続します。 USB プリンタをお使いの場合、 
USB コネクタに差し込みます。 

メモ： 同じアドレスに設定されたパラレルコネクタを持つ力ードをコンピュータが検出した場合、内蔵 
パラレルコネクタは自動的に無効じなります。詳細じついては、 「セットアップオプション ホを照して 
くださし、。 

2 

リンクな全 
ライト 

1 緑を一10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の巧統が良巧です。 

1 梧色一100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が良巧です。 

1 きを一1 Gbps (または1000 Mbps ) ネットワークとコンピュータ間の接镜が良巧です。 

1 オフーコンピュータは物理的なネットワーク巧統を検出していません。 

3 

ネットワー 
クアダプタ 
コネクタ 

コンピュータをネットワークやブロードバンドデバイスに取り付けるには、ネットワークケーブルの片 
方の端をネットワークジャックやネットワーク/ブロードバンドデバイスに接続します。ネットワーク 
ケーブルのもう一方の端を、コンピュータ背面にあるネットワークアダプタコネクタに接統します。力 
チッと化まったらネットワークケーブルはしっかりと接続されています。 

メモ： モデムケーブルをネットワークコネクタに接結しないでください。 

ネットワークコネクタカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタを使巧しまず。 

カテゴリ5のケーブルを使巧して、ネットワークを接続することをお智めします。カテゴリ3のケー 
ブルを使用する必要がある場合、ネットワーク速度を10 Mbps にして動作の信頼性を巧保しま 
す。 

4 

ネットワー 
ク動作ラ 
仆 

このライトは、コンピュータがネットワークデータを送信、または受信している時に黄色に点滅しま 
す。ネットワークトラフィックが多い場合、このライトが「点口」の状態にちえることがあります。 

5 

ライン入 
カコネクタ 

青をのライン入カコネクタにカセットプレーヤー、 CD プレーヤー、または VCR (ビデホカセットレコ 
ーダー)などの録音/再生デバイスを接続します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタを巧用します。 

6 

ライン出 

綺をのライン出カコネクタを巧って、ヘッドフォンおよび内蔵アンプのかいたほとんどのスピーカーを 









































カコネクタ 

接続します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタを巧用します。 

7 

マイク用コ 
ネクタ 

ピンクをのマイクコネクタにパーソナルコンピュータ用マイクを接続し、音声や音楽をサウンドまたは 
テレフォニープログラムに入力します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、マイクコネクタは力ードじあります。 

8 

USB 2.0 
コネクタ 

(6) 

プリンタやキーボードなど通常接統したままのデバイスじは、背面パネルにある USB コネクタをほ 
巧することをお勤めします。 

9 

ビデホコ 
ネクタ 

VGA 互換モニターからのケーブルを青色のコネクタに差し込みます。 

メモ： オプションのグラフィックスカードをご購入の場合、このコネクタじはキャップが付いていま 
す。お使いのモニターをグラフィックスカードのコネクタに接続します。キャップは取りかさないで< 
ださい。 

メモ： デュアルモニターをサポートしているグラフィックスカードをご使巧の場合、コンピュータに付 
属の y ケーブルを使巧してください。 

10 

シリアルコ 
ネクタ 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートに接統します。デフォルトの指定巧 
は、シリアルコネクタ1が COM 1 で、シリアルコネクタ2力《 COM 2 です。 

詳細については、 「セットアップ十プシ ョン」 を参障.してください。 


コンピュータの内部 

A 警告： 本巧の手巧を M 巧する前に、 『 K 品 情 巧ガイド JI のまを手厢に巧ってください。 

A 警告： 巧 ■防止のため、コンビュ-タカバ-を巧りホす前にコンビュ-夕の ■巧 プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

Q を意： コンピュータカバーを開く隙は、間違ってシステム基板からケーブルを巧さないようじを意してください。 



1 

ドライブベイ （ CD / DVD 、 フロッピー、およ 
びハードドライブ） 

5 

2つの口ープロファイル PCI 力ードスロット 




オプションで、1つの口ープロファイル PCI スロットを2つのスい\イトスロットに変換する PCI ライザーカードをインストールできます。3つの力一 
ドスロット （1 つの口ープロファイルと2つのフルハイトカードスロット）がほ用可能です。 

2 

電源装置 

6 

ヒートシンクアセンブリ 

3 

シャーシイントルージョンスイッチ 

7 

前面 I / O パネル 

4 

システム基板 




システム基あのコンポーネント 











































1 

フアンコネ-クタ （ FAN ) 

11 

シャーシイントルージョンスイッチコネクタ （ INTRUDER ) 

2 

プロセッサコネクタ （ CPU ) 

12 

パスワードジャンパ （ PSWD ) 

3 

電源コネクタ （12\/ POWER ) 

13 

バッテ IJ - ソヶッ h ( BATT ) 

4 

メモリモジユールコネクタ （ DIMM _ し DIMM _2) 

14 

PCI コ本クタ ( SLOT 3) 

5 

シリアル ATA ドライブコネクタ ( SATA 0) 

15 

PCI ライザーコネクタ ( SLOT 2) 

6 

前面パネルコネクタ （ FNT _ PANEL ) 

16 

ソ J アルコネクタ （ SER 2) 

7 

ホブシヨンのアナログホーディオケーブル用の CD ドライブアナログホーディオケーブルコネクタ ( CD _ IN ) 

17 

フロッピードライブコネクタ （ DSKT ) 

8 

電源コネクタ （ POWER ) 

18 

スタンバイ電源インジケータ ( AUX _ PWR ) 

9 

CD / DVD ドライブコネクタ ( IDE ) 

19 

システム基巧のスピー カー ( BEEP ) 

10 

RTC リセットジャンパ （ RTCRST ) 

20 

巧蔵スピーカー ( INT _ SPKR ) 


ジャンパ設定 



ジャンパ 

おを 

巧巧 

PSWD 

四 

パスワード磯能が有効になっています(デフオルト）。 

Lid 

パスワード满能が無効になっています。 

RTCRST 

Lid 

リアルタイムクロックはリセットされていません。 











































































回 

リアルタイムクロックはリセットされています(一時めにジャンパありの状 
態)。 

Wi ^ i ジャンパあり「山ジャンパなし 


目次に戻る 
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Del|TM OptiPlexTM GX520 ユーザー ズガイド 

♦ PCI 力ード、 PCI Express 力ード、ぶよびソ J _ アルホートアダクタ 


PC ： I 力ード 、 PCI Express 力ード、およびシリアルポートアダプタ 

^ 警告： 本巧のキ巧を H 巧する前に、『お品情话ガイド JI のま全手帕にがってください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子卽品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし々い 
金属面に触れることじより、静電気を除去することができます。 

お使いの Deir " コンピュータはシリアルポートアダプタをサポートしており、 PCI 力ード用に2つの口ープロファイル PCI 力ードスロットを楠えています。 
b メモ： お使いの Dell コンピュータは PCI スロットのみを巧用します。 ISA 力ードはサポートされていません。 

PCI 力ード 


PCI 力ードの取り付け 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手 I 隔ホ実行します。 

2. 力ード保持 ラッチの リリースタブを轻く押します。 

3. 新しし、力ードを取りがける場合、 フィ ラーブラケットを取り巧して力ードス□ットををにします。次に手順日に進みます。 

4. 邸 コン ピュータに取り付けられている力ードを交換する場合、力ードを取り巧します。必要に応じて、力ードに接続されたケーブルをかします。 

日.力ードを取りかける準楠をします。 

b メモ： お使いのコンピュータに合わせた力ードの設定、内部の巧続、または力ードのカスタマイズの情報については、力ードにが属してし、るマ ニ ュアルを参照して〈ださい。 



1 

力ード保持ラッチ 

2 

リリースタブ 

3 

力ード 

4 

力ードエッジコネクタ 

5 

カードコ本クタ 








































A P 端ご；ミ旅往夕规哉;.かトクにちなすると自"脚コンピーを居"するも。があります。な■社。ため'力-ドを。り讯ナる前に’コンむ-，州 

6. 力ードをコネクタに置き、しっかりと下に巧します。力ードカなロットにしっかりと装着されているか確認します。 



1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されていないカード 

3 

スロット内のブラケット 

4 

ス□ットの外側にはみ出したブラケット 


7. カード保持レバーを轻〈下に巧して、カードを固定します。 

© を意： 力ードケーブルは、カードの上や後ろを通して配線しないでください。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらなくなったり、装置に損傷をちえるをれ 
があります。 

8. 必要なヶーブルを力ードに接続します。 

〇 を意： ネットワークケーブルを接結するには > まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

9. サウンドカードを取りかけた場合。 

a . セットアップユーティリティを起動し 、 Audio Controller を選んでから、設をを 〇け にを要します。 

b . 外付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに巧統します。外付けホーディオデバイスを、背面パネルまたは前面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフォンコネクタ、 
またはライン入カコネクタに接続しないで〈ださい。 

10. ネットワークアダプタカードを取り付けており、内蔵ネットワークアダプタを巧効にする場合は、次の手順を実斤します。 
a . セットアップユーティリティを起動し . Network Controller を選んでから、設定を 〇け にを要します。 

b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接続します。ネットワークケーブルを背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに巧結しないでくださし、。 

11. 力ードのマニュアルの説明じがって、力ードに必堂なすべてのドライバをインストールします。 

PCI 力ードの取り外し 

1. 「 作業を開賠する前に I の手順を車巧します。 

2. 力ード保持ラッチのリリースタブを軽く押して、が側に回転させます。 

3. 必要に応じて、カードに巧続されたケーブルをがします。 


4. カードの上端を持って、コネクタから取り外します。 
















1 

リリースタブ 

4 

力ードエッジコネクタ 

2 

力ード保持ラッチ 

5 

カードコネクタ 

3 

力ード 




5. 力ードを取り巧したままにする場合、をの力ードスロット開口部にフィラーブラケットを取り付けます。 

フィラーブラケットが必辜な場合、 デルにおおい合わせくださし、 。 

じ メモ： コンピュータの FCC 認証を満たすため、フィラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フィラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミか 
ら保謹できます。 

6. 力ード保持ラッチを所定の位置にはめ込みまず。 

Q を意： ネットワークケーブルを接結するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

7. コンピュータカバーを取り付けます 。 

8. 力ードのドライバをアンインストールします。手順については、力ードに付属しているマニュアルを参障.してくださし、。 

9. サウンドカードを取りがした場合。 

a. セットアップユーティリティを起動し 、 Audio Controller を選んでから、設をを On に変更します。 

b . が付けオーディオデバイスを、コンピュータの背面パネルのオーディホコネクタに接続します。 

10. ネットワークアダプタカードを取りがした場合、次の手順を実行しまず。 

a . セットアップユーティリティを起動し . Network Controller を選んでから、設定を On に変更します。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの巧蔵ネットワークコネクタに接統します。 


PCI 力ードのライザーカードケージへの巧り付け 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. システム基板上の PCI 3 コネクタに力ードが取り付けてある場合は、これを取りかします。 

3. ライザーカードケージを取り外すには、次の手順を実巧します。 

a . 背面パネルの開口卽を通して力ードに接続されているすべてのケーブルをチェックします。コンピュータから取り外すと、短くてライザーカードケージじ届かなくなるケーブルをすべてがし 
ます。 

b . ハンドルをを意深く引き、ライザーカードケージを持ち上げてコンピュータから取リタルます。 






































1 

ライザーカードケージ 

2 

ハンドル 


4. おししけードを取り付ける場合、空の力ードスロット開口卽巧のフィラーブラケットを取り外します。 

既にコンピュータに取りがけられてしぶ力ードを交換する場合、力ードを取り外します。必要に応にて、力ードに接結されたケーブルを外します。力ードの角を持って、コネクタから取り外します。 
b メモ： おないのコンピュータに合わせた力ードの設定、内部の巧続、または力ードのカスタマイズの情報については、力ードにが属してし、るマ ニ ュアルを参照して〈ださい。 

日.新ししけードを取りかける準植をします。 

A 警吿： ネットワークアダプタの中には、ネットワークにを巧すると自勘的にコンビュータをち曲するものがあ y ます。«■防止のため、力ードを巧 y 付ける前に、コンビュータの ■ 
^ 巧プラグをコンセントから巧いてください。 

6. リリースタブを押して、力ード保持ラッチを上げます。 



1 

リリースタブ 

4 

力ードエッジコネクタ 

2 

力ード保持ラッチ 

5 

カードコネクタ 

3 

力ード 




7. 力ードをライザーカードケージの力ードコネクタにしっかりと挿入します。 

8. 力ード保持ラッチを下ろして所定の位置に押し込み、力ードをコンピュータに固定します。 

9. ライザーカードケージを取り付ける口よ、次の手順を実行します。 

a . ライザーカードケージ側面のタブをコンピュータ側面のスロットに合わせ、ライザーカードケージを所定の位置へ巧し下げます。 


b . ライザーボードがシステム基巧のコネクタじしつかりと装着されているか確認します。 







































1 

ライザーカードケージ 

3 

ライザーボード 

2 

スロット 

4 

システム基板コネクタ 


10. 手順 3 で取りかしたすべてのケーブルをち巧統します。 

11. 必要なケーブルを力ードに接続します。 

〇 を意： 力ードケーブルは、カードの上や後ろを通して配線しないでください。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正しく閉まらな < なったり、装置に損傷を与えるをれ 
がありまず。 

12. コンピュータカバーを取りせけます 。 

13. サウンドカードを取りかける場合、巧の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し 、 Audio Controller を選んでから、設定を〇けにを要します。 

b . が付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに接続します。外付け才ーディオデバイスを、背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフホンコネクタ、またはライン入カコ 
ネクタに接続しないでください。 

14. ネットワークアダプタカードを取り巧けており、内蔵ネットワークアダプタをお効にする場合は、次の手順を実行します。 
a . セットアップユーティリティを起動し . Network Controller を選んでから、設定を Off にを要します。 

b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接結します。ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタじ巧結しないでくださし、。 

15. 力ードのマニュアルの説則こ巧って、力ードに必要なすべてのドライバをインストールします。 

PCI 力ードのライザーカードケージからの取り外し 

1. 「 作業を開おする前に I の手廳を車巧します。 

2. ライザーカードケージを取り外すには、次の手順を実巧します。 

a . 背面パネルの開口卽を通して力ードに接統されているすべてのケーブルをチェックします。コンピュータから取り外すと、短くてライザーカードケージじ届かなくなるケーブルをすべてがし 
ます。 

b . ハンドルを慎重に引き、ライザーカードケージを持ち上げてコンピュータから取りがします。 





































1 

ライザーカードケージ 

2 

ハンドル 


3. タブを巧して、力ード保持ラッチを持ち上げます。 

4. 必要に応じて、力ードに巧結されたケーブルをがします。 

日.力ードの上端を持って、コネクタから取り外します。 

己.力ードを取りかしたままにする場合、をの力ードスロット開口卽に フイ ラーブラケットを取り付けます。 

フイラーブラケットが必辜な場合、 デルにお問い合わせください 。 

じ メモ： コン ピュータの FCC 認証を満たすため、フイラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フイラーブラケットを装着すると、 コン ピュータをほこりやゴミか 
ら保謹できます。 

7. 力ード保持ラッチを下ろして所定の位置に押し込みます。 

8. ライザーカードケージを取り付ける口よ、次の手順を実行します。 

a . ライザーカードケージ側面のタブをコンピュータ側面のスロットに合わせ、ライザーカードケージを所定の位置へ巧し下げます。 

b . ライザーボードがシステム基巧のコネクタじしつかりと装着されているか確認します。 



1 

ライザーカードケージ 

3 

ライザーボード 

2 

スロット 

4 

システム基巧コネクタ 


9. コンピュータカバーを取りかけます 。 

10. 力ードのドライバをアンインストールします。手順については、力ードに付属しているマニュアルを参障.してくださし、。 

11. サウンドカードを取りがした場合。 

a . セットアップユーティリティを起動し 、 Audio Controller を選んでから、設定を On に変更します。 


b . が付けオーディオデバイスを、コンピュータの背面パネルのオーディホコネクタに接続します。 




























































12. ネットワークアダプタカードを取り外しら場合、次の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し . Network Controller を選んでから、設定を On に変更します。 

b . ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに接結します。 

シリア ルポー トアダプタ 

A 警告： 本巧の 手 巧を曲 巧する巧に、『« 品情報 ガイド J 1 のを 全手化に巧ってください。 

© を 意： コンピュータの巧蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子卽品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし々い 
金属面に触れることじより、静電気を除去することができます。 

b メモ： お巧いのコンピュータのシリアルポートアダプタロホ、2つの PS /2 コネクタも組み込まれています。 

シリアルポートアダプタの取り巧け 

1. 「 作業を開賠する前に I の手順を車巧します。 

2. アダプタ保持ラッチのリリースタブを程く押します。 

3. フイラーブラケットを取り巧しますく取り付けられてし巧場合）。 

^ ゾモ： コンピュータじ合わせたアダブタの設を、巧部の接続、またはカスタマイズの情報については、アダブタにか属のマニュアルを参照してください。 

4. シリアルポートアダプタブラケットをコネクタじはめて、しつ力、りと下に巧しまず。アダプタがスロットじしつかりと装着されているか確認します。 


5. アダブタ保持ラッチを轻<押して、アダプタブラケットを固定しまず。 

© ま 意： カードケーブルは、カードの上や後ろを通して配線しないでください。ケーブルをカードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらなくなったり、装置に損傷をちえるをれ 
があります。 



1 

アダプタ保持ラッチ 

2 

リリースタブ 

3 

シリアルポートアダプタブラケット 

4 

シリアルポートアダプタコネクタ 

5 

シリアルポートアダブタシステム基板コネクタ （ SER 2) 


6. アダプタケーブルを システム基 巧の シリアルポートアダプタコネクタ （ SER 2) に接続します。 


7. 必要なすべてのケーブルをシリアルポートアダブタじ接続します。 
b メモ： ケーブル巧統については、シリアルポートアダブタにが属のマニュアルを参照してください。 


8. コンピュータカバーを取り付けます 。 


































シリアルポートアダプタの巧り外し 


1. 「 作業を開姑する前に J の手順を実行します。 

2. アダプタ保持ラッチのリリースタブを程く押します。 

3. アダプタをシステム基板に接続しているケーブルを外します。 

4. シリアルポートアダプタブラケットの上端のちをつかみ、コネクタから取り巧します。 

5. コンピュータカバーを取り付•けます 。 

シリアルポートアダプタのライザーカードケージへの取り付け 

1. 「 作業を開賠する前に I の手順を車巧します。 

2. ライザーカードケージを取り外すには、次の手順を実巧します。 

a . 背面パネルの開口部を通して力ードに接続されているすべてのケーブルをチェックします。コンピュータから取りがすと、短くてライザーカードケージに届かな<なるケーブルをすべてかし 
ます。 

b . ハンドルをま意深<引き、ライザーカードケージを持ち上げてコンピュータから取りかします。 



1 

ライザーカードケージ 

2 

ハンドル 

3 

ライザーボード 


3. おしいシリアルポートアダプタを取り付ける場合、フイラーブラケットを取りタルて力ードスロット開口部をまじします。コンピュータに取りかけられているアダプタを交換する場合は、アダプタを取り 
かします。アダプタに接続されているケーブルがあればかします。シリアルポートアダプタの上端の角をつかみ、コネクタから取り外します。 

4. シリアルポートアダプタを取り付ける準楠をします。 

^ 警告： S ■を防ぐらめ、力ードまらはアダプタをち着する前にコンピュータの■巧プラグをコンセントから化ず巧いておいてください。 

日.アダプタ保持ラッチのリリースタブを程く押します。 

6. シリアルポートアダプタブラケットをコネクタにはめて、しっ力、 y と下に巧します。アダプタがコネクタにしっかりと装着されてし、るか確認します。 

7. アダブタ保持ラッ于を程く 下へ 巧して、アダプタを固定します。 

© を意： 力ードケーブルは、カードの上やをろを通して配線しないで〈ださい。ケーブルを力ードの上を通して配綠すると、コンピュータカバーが正し <閉まらな〈なったり、装置に損傷を与えるをれ 
があります。 

8. アダブタケーブルをシステム基巧のシリアルポートアダプタコネクタ （ SER 2) に巧結しまず。 

9. ライザーカードケージを取り付ける口よ、次の手順を実行します。 

a . ライザーカードケージ側面のタブをコンピュータ側面のスロットに合わせ、ライザーカードケージを戸斤定の位置へ巧し下げます。 
b . ライザーボードがシステム基板のコネクタにしっかりと装着されているか確認します。 































10. 取りがしたケーブルをすべて接続します。 


11. コンピュータカバーを取りかけます 。 

12. シリアルポートアダプタに必要なドライバをインストールします。 

シリアルポートアダプタのライザーカードケージからの取り外し 

1. 「 作業を開おする前に I の手廳ホ車巧します。 

2. ライザーカードケージを取り外すには、次の手順を実巧します。 

a . 背面パネルの開口卽を通して力ードに接統されているすべてのケーブルをチェックします。コンピュータから取り外すと、短くてライザーカードケージじ届かなくなるケーブルをすべてがし 
ます。 

b . ハンドルをを意深く引き、ライザーカードケージを持ち上げてコンピュータから取リタルます。 



1 

ライザーカードケージ 

2 

ハンドル 

3 

ライザーボード 


3. タブを巧して、ライザーカード保持ラッチを上げます。 

4. アダプタをシステム基板コネクタ ( SER 2) に接続しているケーブルを取り外します。 

日.シリアルポートアダプタのちをつかみ、スロットから取り外します。 

己.アダプタを取り外したままにする場合、をの力ードスロット開口部に フイ ラーブラケットを取り付けます。 

じ メモ： コン ピュータの FCC 認話を満たすため、フイラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フイラーブラケットを装着すると、 コン ピュータをほこりやゴミか 
W ら保護できまず。 

7. ライザーカード保持ラッ于を下ろして戸斤定のな置に巧し込みます。 

8. ライザーカードケージを取り付けるロホ、次の手順を実斤します。 

a . ライザーカードケージ側面のタブをコンピュータ側面の ス□ット に合わせ、ライザーカードケージを巧定の位置へ巧し下げます。 

b . ライザーボードがシステム基板のコネクタにしっかりと装着されてし、るか確認します。 

9. コンピュータカバーを 取り付けます 。 

10. アダプタのドライバをアンインストールします。手顺 I こついては、アダプタ付属のマニュアルを参照してください。 


且ジに匡る 


































目次に戻る 

Dell™ OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 

♦ コンピュータカハ‘一の巧りかし 

コンピュータカバーの 取り外し 

A 警告： 本巧のキ旧を曲巧する前に、『お品情なガイド JI のま全手帕にがってください。 

么 警告： 巧■巧止のため、コンピュータカバーを巧 y ホす前にコンピュータの■巧プラグを必ずコンセントからないてください。 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. 背面パネルのパドロックリングにパドロックを取り付けてしぶ場合、パドロックを取り外します。 

3. カバーを持ち上げながらリリースラッチををでじスライドさせます。 

4. ヒンジタブをてこのま点としてカバーを上に動かします。 

5. カバーをヒンジタブから取りみし、柔らか<傷が付きにくい場巧に置いておきます。 



1セキュリティケーブルスロット 


2カバーリリースラ ツチ 


3パドロックリング 


且ジに屋る 


































目次に戻る 


Del|TM OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 


ドライブ 

お使いのコンピユータは、次のドライブをサポートします。 

I シリアル ATA /\-ドドライブを1台 
I ホブシヨンのシリアル ATA ハードドライブを1台 
I ホプシヨンのフ□ツピードライブを1台 
I ホブシヨンの CD ドライブまたは DVD ドライブを1台 



1 

CD / DVD ドライブ 

2 

フ□ツピードライブ 

3 

/、ードドライブ 


一般的な取り付けガイドライン 

CD / DVD ドライブをシステム基板の 「 IDE 」 とラベルの付いたコネクタに接統します。シリアル ATA ハードドライカホ、 システム基す 反の 「 SATA 0」 または rSATA 2」 とラベルの付いたコネクタじ接統する必 
要があります。 


ドライブケーブルの巧統 

ドライブを取り付ける場合、2本のケーブル （ DC 電源ケーブルとデータケーブル)をドライブの背面およびシステム基板に接統します。 


ドライブインタ フエー スコネクタ 



1 

IDE ケーブルの色帯 

2 

インタ フエースケー ブルコネクタ 

3 

インタ フエー スコネクタ 




































大半のインタフエースコネクタは、正し <巧統されるように設計されています。つまり、片方のコネクタの切り这みやピンの义けが、もう一方のコネクタのタブや差し泣み巧と一致します。これらのコネクタに 
よって、ケーブルの1番ピンワイヤ （ IDE ケーブルの片側にを帯が巧いていますーシリアル ATA ケーブルには色帯は付いていません)が、コネクタの1番ピンの端に正し < 接続されます。さあまた 
はカード上にあるコネクタの1まピンの端を示すために、通常、基板やカード上に直接 ri 」 とシルクスクリーン印刷されていまず。 


〇 を意： IDE インタフエースケーブルを接続する晩ホ、を帯をコネクタの1番ピンから離れた位圖こ置かなし巧〈ださい。インタフエースケーブルを裏返しにすると、ドライブが動作しなかったり、 
y コントローラやドライブ、またはその両方を損傷するをれがあります。 


電源ケーブルコネクタ 



1 

電源ケーブル 

2 

電源入カコネクタ 


ドライブケーブルの巧続と取り外し 

IDE ドライブデータケーブルをかす場合、色付きのプルタブをつかんで、コネクタがかれるまで引っ張ります。 

シリアル ATA データケーブルを怯続または外ず場合、それぞれの端にある黒をのコネクタを持ち、ケーブルを外します。 

IDE コネクタと同にように、シリアル ATA インタ フエース は、正しく接続できるようじ設計されています。つまり、片方のコネクタの切り込みやピンの义けが、もう一方のコネクタのタブや差し込み巧と一致し 
ます。 



CD / DVD ドライブ 

^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、 『 K 品情苗ガイド JI の安全手阳にがってください。 

^ 替告： 感■巧止のため、コンピュータカバーを巧 y ホす前にコンピュータの■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

CD / DVD ドライブの取り外し 

1. 「 作業を開姑する前に ■! の手順を実行しまず。 

〇 を意： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないでください。ケーブルを引っ張ると、ケーブルやケーブルコネクタに損傷をちえる場合があります。 

2. ドライブリリースラツチを引き上げ、ドライブをコンピュータの背面ち向にスライドさせます。次に、ドライブをコンピュータから持ち上げて取り巧します。 
















1 


2 



1 

ドライブリリースラツ于 

2 

CD / DVD ドライブ 


3. 電源ケーブルと CD / DVD ドライブケーブルをドライブの背面から外します。 

CD / DVD ドライブの巧り付け 

1. ドライブを箱から出して、取りかけの準楠をします。 

ドライブにか属のマニュアルを参照して、ドライブの設定がおないのコンピュータに合ってし、るか確認します。 IDE ドライブを取りがける場合、ドライブを cable select に設定にします。 

2. 新しいドライブを取り付ける場合は、巧の手順を実斤します。 

a . ドライブベイカバーの上部にある2つの留め金を押しベイカバーを コン ピュータの前面方向に動かします。 

b . ドライブベイカバーから3本の肩付きネジを外します。 

3. 既存のドライブを空換する場合は、な下の作業を行います。 

a . ドライブベイカバーの上部にある2つの留め金を押し、ベイカバーを コン ピュータの前面方向に動かします。 

b . 既存のドライブから3本の肩巧きキジを巧します。 

C. 3本の肩付きネジを新しいフロッピードライブの側面に挿入して締めます。 



4. 電源ケーブル、と CD / DVD ドライブケーブルをドライブに接続しまず。 


5. 肩付きネジをネジガイ円こ合わせ、カチッと所定の位置に化まるまでドライブをベイにスライドさせます。 



























6. すべてのケーブル接続を確認します。ファンや冷却孔などを気の循還の巧げにならないようにケーブルをまとめておきまず。 

7. コンピュータカバーを取りがけます 。 

8. Drives の該当する Drive オプション (0 または 1) を設定して.設定情報を更新します。詳細に関しては、 「 セットアップユーティリティ」 を参照して〈ださい。 

9. Dell Diagnostics (該が)プログラム そ実行して、コンピュータが正しく動作するか巧詔します。 


フロッピードライブ 

^ 替告： 本巧の手巧を H 巧する前に、 『 K 品情苗ガイド JI のまを手阳に化ってください。 

A 替告： 感■防止のため、コンピュ-タカパ-を巧 y ホす前にコンピュ-夕の■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

フロッピードライブの取りかし 

1. 「 作業を開おする巧に I の手廳ホ車巧します。 

b メモ： な下の手順では、 CD/DVD ドライブを完全に取り外す必要はないので、 CD/DVD ドライブを接続しているケーブルを巧す必要はありません。 

2. CD/DVD ドライブをおり かし 、 ミ主意して脇に置いておきます。 

。 を意： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないで < ださい。ケーブルを引っ張ると.ケーブルやケーブルコネクタに損惕をちえる場合がありまず。 


3. ドライブリリースラツチを引き上げ、フロッピードライブをコンピュータの背面方向にスライドさせまず。次に、ドライブをコンピュータから持ち上げて取り外しまず。 

1 



2 


















































1 ドライブリリースラッチ 
2フ□ッピードライブ 

4. 電源ケーブルとフロッピードライブケーブルをフロッピードライブの背面から巧します。 

フロッピードライブの取り付け 

1. 新しいドライブを取り付ける場合は、巧の手順を実斤します。 

a . ドライブベイカバーの背面で、細めのマイナスドライバを巧って、慎重にベイカバーをかします。 

b . ドライブベイカバーから4本の肩付きネジを外します。 

2. 既存のドライブを空換する場合は、な下の作業を行います。 

既巧のドライブから4本の肩付きネジを外します。 

3. 4本の肩付きネジを新しいフロッピードライブの側面に挿入して締めまず。 



4. 電源ケーブルとフロッピードライブケーブルをフロッピードライブに取り付けます。 

5. 肩付きネジをネジガイ円こ合わせ、カチッと所定の位置に化まるまでドライブをベイにスライドさせます。 


1 A 



1電源ケーブル 
2スロット検証番号 

6. CD / DVD ドライブを取り付■けます 。 

7. すべてのケーブル接結を確認します。 ファン や;令却孔など空気の循環の挪ずにならなし、ようにケーブルをまとめておきまず。 

8. コンピュータカバーを取りがけます 。 

9. セットアップユーティリティをお動し . Diskette Drive オプションで、新しいフロッピードライブをち効に設定しまず。 

10. Dell Dia ci nostics (診が)プログラム を 実巧して.コンピュータが正し〈動作するか確認します。 


ハードドライブ 











































A 警吿： 本巧の手巧を曲おする前に、『製品情報ガイド J のま全手旧にがってください。 


^ 警吿： «■巧止のため、コンピュータカバーを巧 y かす前にコンピュータの■源プラグを化ずコンセントから抜いてください。 

。 を童： ドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い所に置かなし、でください。ドライブは、発泡创脂藝のパッドなど十分なクッシヨン性のあるものの上に置いてください。 

1. 残しておきたいデータを保存している/、ードドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、巧の手順を開始します。 

2. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがおほいのコンピュータじ合わせて設まされてし、るか確認します。 

ハードドライブの取り外し 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

^ メモ： な下の手順では、 CD / DVD ドライブおよびフロッピードライブを完全に取り外す必要はないので、これらの2つのドライブを接続してしぶケーブルを外す必要はありません。 

2. CD / DVD ドライブ をべイカ、ら取 LJ がし.ま意して脇に置いておきまず。 

3. フロッピードライブ を ベイから取りがし.ま意して脇に置いておきます。 

4. ドライブ両端の2つのプラスチックの固定クリップを押し込み、ドライブをコンピュータの背面方向にスライドさせます。 

。 を意： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないでください。ケーブルを引っ張ると.ケーブルやケーブルコネクタに損惕をちえる場合がありまず。 

5. ドライブを持ち上げてコンピュータから出し、電源ケーブルおよびハードドライブケーブルをドライブからかします。 


1 2 



1固定クリップ (2) 
2ハードドライブ 


ハードドライブの取り付け 

1. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがおほいのコンピュータに合わせて設定されてし、るか確認しまず。 

。 を意： ドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い所に置かないでください。ドライブは、発泡樹脂製のパッドなど十分なクッシ ヨン 性のあるものの上に置いてください。 

2. ち換用のハードドライブをお包から取り出して、取り付けの準楠をします。 


3. 交換用のハードドライブにプラス于ック製のハードドライブブラケットがない場合は、巧巧のドライブからブラケットをカチッと取りかします。 






























1 

/、ードドライブ 

2 

リリースタブ （2) 

3 

プラスチック製の/\-ドドライブブラケット 


4. ブラケットを新しいドライブにはめ込んで取り付けます。 



1 

固定タブ (2) 

3 

リリースタブ （2) 

2 

ドライブ 

4 

ブラスチック製のハードドライブブラケット 


5. 電源ケーブルとハードドライブケーブルをドライブに接統します。 

6. ドライブの正しいスロッドの位置を確認し、カチッと所定の位置に収まるまでドライブをベイ I こスライドさせます。 



1 

/\-ドドライブ 

2 

スロット検証番号 


7. フロッピードライブおよび CD / DVD ドライブを取り付けます。 

8. すべてのコネクタが正しく}童続され、固定されているか確認します。 

9. コン ピュータカバー を取りが けます。 


10. プライマリドライブを取り付けた場合、起動可能なメディアをおほいの起動ドライブに挿入します。 












































11. コンピュータの電源を入れます。 

12. セットアップユーティリティを起動して 、 適切な Primary Drive ホブシヨン (0 または 2) をアップデートします。 

13. セットアップユーティリティを格了し、コンピュータを再起動しまず。 

14. 巧の手順に進む前に、ご巧用のドライブにパーティシヨンを巧なし、論理フォーマットを実行します。 

手順につい口よ、ホペレーティングシステムにが属のマニュアルを参照してください。 

15. Dell Diagnostics (診断)ブログラム を 実行して、 "ー ドドライブをテストします。 

16. M - ドドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 

手 II 頃については、ホペレーティングシステムに付属のマニュアルを参照して〈ださい。 
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Dell™ OptiPlexTM GX520 ューザーズ ガイド 

♦ 1/0パネル 


I / O パネル 

I / O パネルの取り外し 

^ 警告： 本巧の手旧を開巧する!的に、『製品情巧ガイド J1 のま全手順に巧ってください。 

^ 養告： 巧■巧止のため、カバーを巧 y がす前にコンビュータの■巧プラグをかずコンセントから巧いてください。 

b メモ： ケーブルをがす前に、新しい I / O パネルを取 y 付けるときに正しく配線できるように、ケーブルのすべての配線経路をメモしておいてください。 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. ケーブルのブルループを引っ張って、 I / O パネルからケーブルを外します。 

3. I / O パネルをデスクトッブコンピュータじ固をしてしぶネジを巧します。 

〇 を意： I/O パネルをコンピュータから引き出すときには、特にま意を化ってください。ま意を怠ると、ケーブルコネクタおよびケーブル配線クリップに損傷をちえる場合があります。 

4. I / O パネルを慎重に動かして、コンピュータから引き出します。 



1 

固まネジ 

2 

I / O パネル 

3 

I / O ヶーブルコネクタ 

4 

I / O コネクタプル ルー プ 


I / O パネルの取り付け 

1. I / O パネルを取りがける口よ、取りかし手順を逆の順をで実斤します。 

b メモ： I / O パネルブラケットにあるガイドを巧って I / O 力ードを正しし、巧置に合わせ、 I / O パネルブラケットにある切り込みを巧って力ードを固定してください。 


目次に戻る 


















































目次に戻る 


Del|TM OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

♦ プロセッサ 


プロセッサ 

^ 警告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『お品情话ガイド JI のま全手帕にがってください。 

© を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし々い 
金属面に触れることじより、静電気を除去することができます。 

プロセッサの取り外し 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行しまず。 

2. ヒートシンクアセンブリの両端にある巧まネジを緩めます。 

A 警告： プラスティック g のシールドがをっても、ヒートシンクアセンブリは正常な*! I 作中に通みする場をがあ y ます。十みな時曲を置いて温度が下がったのを巧皮してから、ヒー 
^ トシンクアセンブリに触るよラにします。 

3. ヒートシンクアセンブリを上向きに回牵5させ、コンピュータから取り外します。 



1ヒートシンクアセンブリ 


2巧まネジハウジング (2) 


© を意： デルのプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、元のヒートシンクは廃棄してください。デルレ U 巧から購入したプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、新ししヴロセツサ 
を取り付ける際は、元のヒートシンクを再利用してください。 


4. ソケット上にあるセンターカバーラッチの下からリリースレバーをスライドさせて、プロセッサカバーを開きます。次にレバーををちに引いて、プロセッサを取り出します。 





























1 

センターカバーラッチ 

2 

プロセッサカバー 

3 

プロセッサ 

4 

ソケット 

5 

リリースレバー 


Q ま意： プロセッサを交換する隐は、ソケット内側のピンに角をれたり、ピンの上に物ををとさないようにしてください。 

日.ま意深くブロセッサをソケットから取りがします。 

巧しいブロセッサをソケットにすぐに取りがけられるように、リリースレバーはリリースを置に広げたままにしておきます。 

プロセッサの取り付け 

。 を 意： コンピュータ背面の壁装されてしげよい金属面に關れて、身体から詩電気を除ましてください。 

。 を 童： ブロセッサを交換する際は、ソケット巧測のピンに舶れたり、ピンの上に物を落とさないようにしてください。 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手歷ホ実行します。 

2. プ□セッサの底部に触らないように気をつけながら、新しいプ□セッサを相包から取り出します。 

。 を意： コンピュータの電源を入れるときにプロセッサとコンピュータじ修復できない損傷をちえなし、ため、ブロセッサをソケットに正しく装着してください。 

3. ソケット上のリリースレバーが完全に開いていない場合、その位置まで動かします。 

4. プ□セッサの前面と背面の位置合わせ巧の切り込みを、ソケットの前面と背面の位置合わせ用の切り込みに合わせます。 

5. プロセッサとソケットの1番ピンの角を合わせます。 












2 



1 

プロセッサカバー 

6 

リリースレバー 

2 

タブ 

7 

前面位置合わせ切り込み 

3 

プロセッサ 

8 

ソケットおよびプロセッサピン1まピンの印 

4 

プロセッサソケット 

9 

背面位置合わせ切り込み 

5 

センターカバーラッチ 




Q ま意： 損傷を巧ぐため、プロセッサとソケットが正し<揃っているか巧詔して〈ださし'。ブロセッサを取り付ける瞭じ無理に力を加えないでください。 

己.プ□セッサをソケットに段〈置いて、プロセッサが正しい位置にあるか確認します。 

7. プ□セツサがソケットに完全に装着されたら、プ□セツサカバーを閉じます。 

プロセッサカバーのタブがソケットのセンターカバーラッチの下にあるか確認します。 


8. カチッと所定の位置に収まるまで、ソケットリリースレバーをソケットの方に戻して、プロセッサを固定します。 

Q ホ意： デルながから題入したプロセッサアップグレードキットを取りがける場合、プロセッサを交換する隙は、元のヒートシンクアセンブリをち利用してください。 

デルのプロセッサ交換キットを取り付けた場合、元のヒートシンクアセンブリとプロセッサを、交換キットが送られてきた同じパッケージをほ用してデルに返がしてくださし、。 

9. ヒートシンクアセンブリを取り巧けるには、次の手順を実行しまず。 

a. ヒートシンクアセンブリをヒートシンクアセンブリブラケットに元のようじ配置します。 

b . ヒートシンクアセンブリをコンピユータの底面ち向に動かし2本の拘束ネジを締めます。 

Q ホ意： ヒートシンクアセンブリが正しく装着され、しっかり固をされてしぶか確認します。 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

ヒートシンクアセンブリブラケット 


3巧まネジハウジング (2) 








































10. コンピュータカバーを 取り付けます 。 
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Del|TM OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 


電源装置 


電源装置の取り付け 

^ 警告： ネ巧の手巧を 曲 巧する前に、『»品 情 巧ガイド J 1 にある巧を手旧に巧ってください。 

〇 を意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子が品に化れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし、ない 
金属面に触れることにより、静電気を除去することができまず。 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手 I 隔ホ実行します。 

2. DC 電源ケーブルをシステム基板およびドライブから取り外します。 

DC 電源ケーブルをシステム基巧およびドライブから取りみす隐は、コンピュータシャーシ巧のタブの下の配線経路をメモしておいてください。これらのケーブルを再び取り付ける晩ホ、挟まれた 
り巧れ曲がったりしないように、適切に配線してください。 

3. コンピュータシャーンの背面に電源装置を取り付けている 2 本のネジをかします。 

4. CD / DVD ドライブを取りかし、ミ主意して脑じ置いておきます。 

5. コンピュータシャーシの底面にあるリリースボタンを巧します。 



1 

リリースボタン 

2 

電源装置 

3 

ネジ (2) 

4 

AC 電源コネクタ 


6. 電源装置をコンピュータの前面の方へ約 2.5 cm スライドさせます。 

7. 電源装置を持ち上げコンピュータから取り出します。 

8. 交換用の電源装置をスライドさせて所定の位置に入れます。 

9. 電源装置を コン ピュータシャーシの背面に固定するネジを取り巧けます。 

10. DC 電源ヶーブルを接続します。 

































11. CD / DVD ドライブを取り付けます。 


12. AC 電源ヶーブルをコネクタに接統します。 

13. コンピュータカバーを取りイ寸けます。 


DC 電源コネクタ 



DC 電巧コキクタ P 1 


13 U 1516171819 2 0 2122 23 24 

rm 


回の回回 b 回因の回回の因 
固の因因の因因の因因の因 


1 2 、 

4 5 6 7 

9 ID 1112 

ピシ 舌ち 

なち 名 

18 AWG ワイヤ 

1 

+3.3 VDC 

棒色 

2 

+3.3 VDC 

瞪色 

3 

GND 

黒色 

4 

VCC (+5 V ) 

赤を 

5 

GND 

黒を 

6 

VCC (+5 V ) 

赤を 

7 

GND 

黒色 

8 

PS_PWRGOOD 

灰を 

9 

P 5 AUX 

紫色 

10 

V _12 P 0 _DIG 

黄を 

11 

V _12 P 0 _DIG 

黄を 

12 

+3.3 V 

障を 

13 

+3.3 V 

暗を 

14 

-12 V * 

青を 

15 

GND 

黒色 

16 

PWR _ PS_ON 

緑色 

17 

GND 

黒色 

18 

GND 

黒色 

19 

GND 

黒を 

20 

NC 

N/C 

21 

VCC (+5 V ) 

ホ色 






























22 

VCC (+5 V ) 

ホ色 

23 

VCC (+5 V ) 

ホ色 

24 

GND 

黒を 

* 18 AWG ワイヤの代わりに22 AWG ワイヤをほ用 


DC 電巧コキクタ P 2 


3固回4 
1回因2 


ピン番号 

fli 号ち 

18 AWG ワイヤ 

1 

COM 

黒色 

2 

COM 

黒色 

3 

+ 12 VDC 

黄色 

4 

+ 12 VDC 

黄色 


DC 電巧つ木クタ P 3 



ピン番号 

«ちを 

18 AWG ワイヤ 

1 

+ 12 VDC 

黄色 

2 

COM 

黒を 

3 

COM 

黒を 

4 

+5 VDC 

ホを 


DC 霄巧コ木クタ P 4 




ピン番号 

ff ちち 

22 AWG ワイヤ 

1 

+5 VDC 

ホを 

2 

COM 

黒を 

3 

COM 

黒を 

4 

+ 12 VDC 

まを 


DC 電巧コネクタ P 5 および P 6 


iTm 

5 4 3 21 










































ピン 番号 

« ちを 

18 AWG ワイヤ 

1 

+3.3 VDC 

権を 

2 

COM 

黒を 

3 

+5 VDC 

ホを 

4 

COM 

黒を 

5 

+ 12 VDC 

黄を 


目夕 I こ房る 
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Del|TM OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

♦ デスクトップコンピユーさのせ樓 


デスクトップコンピュータの仕様 


マイクロプロセッサ 

マイクロブロセッサの種穎 

Intel ® Pentium ⑥または Celeron ⑥ブロセ'ソサ 

L 1 (レベル 1) キャッシュ 

32 KB 

L 2( レベル 2) キャッシュ 

日12 KB 、 1 MB 、 または2 MB パイプラインバースト、8ウェイセツ 
トアソシェィティブ、ライト/くツク SRAM 


メモリ 

タイプ 

400 MHz および533 MHz DDR 2 SDRAM 

メモリのコネクタ 

2 

対応するメモリモジユール 

256 MB 、 512 MB 、 1 GB 、 または 2 GB が ECC 

最小メモリ 

デュアルチヤネル： 512 MB ； 

シングルチヤネル： 256 MB 

最大搭載メモリ 

4 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 


コンビュータ情報 


チップセット 

Intel ® 945 Express 

データバス幅 

64ビット 

アドレスバス幅 

32ビット 

DMA チヤネル 

8 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ ( NVRAM ) 

4 Mb 

メモリ速度 

400 MHz および533 MHz 

NIC 

DMTF によって定義されている ASF 1.03および 2.0 サポートを 
組み込んだ内蔵ネットワークインタフエース 

10/100/1000通信が可能； 

1 緑を一10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続が 
良好です。 

1 梧色一100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続 
が良好です。 

1 きを一1 Gbps (または1000 Mbps ) ネットワークとコ 
ンピュータ間の接続が良巧です。 

1 オフーコンピュータは物理的なネットワーク接続を検出し 
ていません。 


ピデオ 


タイブ 

Intel グラフィックス•メディア•アクセラレータ950 


ホーデイオ 

タイプ 

AC 97 、 Sound Blaster エミュレーシ a ン 

ステレオ変換 

16ビット AD 変換および20ビット DA を換 


コントローラ 


ドライブ 

11台のデバイスをサポートするシリアル ATA コントローラが2つ、 

1および1つのチヤネルでをチヤネルじ2台のデバイスをサポート 








































































































































< Ctrl >< Alt >< b > 

セットアップユーティリティの Boot Sequence ホプシヨンのデバ 
イスからではな 〈、 PXE (リモート起動環境）によって指定されたネッ 
トワーク摄境からコンピュータを自動蜘こ起動(システム起動時の 
み） 

< F 12> または < Ctrl >< Alt >< F 8> 

ユーザーが単一起動巧のデバイスを入力できる起動デバイスメニ 
ュ ー( システム起動時のみ）、またハードドライブおよびシステム該 
巧プログラムを実行するオプションを表示 


ボタンとライト 

電源ボタン 

巧しボタン 

電源ライト 

緑をのライトースリープモードのときは緑をに点滅、電源がオンの 
ときは緑をに点灯 


黄をのライトー取り付けられているデバイスに問題があるとき黄を 
に点;巧.の苗5雷力に P 占韻がある卜きをがこちな （ r 雷源の Pp 3 閣 ホき 
.聞） 

ドドライブアクセスライト 

掃色 

リンクライト 

ネットワーク接続時は緑をの点■灯 

リンク保全ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

10 Mb 伝送時は緑をのライト、100 Mb 伝送時は梧色のライト、 
1000 Mb 

(1 Gb ) 伝送時は黄をのライト 

動作ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

黄色の点滅ライト 

診断ライト 

背面パネル上の4つのライト （ r 診断うイト1 参照 J ) 

スタン/くイ電源ライト 

システム基板の AUX_PWR 


■巧 

DC 電源装置： 

ワットお 

220 W 

熱消費 

751 BTU / 時 


メモ： 熱消費は電源ユニットワット数のレートに基づいて富出されま 
す。 

電圧 

手動設定電源装置一 50/60 Hz で90 〜 135 V 、50/60 ヘルツ 
で180 〜 265 V 

バックアップバッテリー 

3 V CR 2032コイン型リチウムバッテリー 


サイズと重量 

縱傾 

11.4 cm 

横帽 

39.9 cm 

長さ 

35.3 cm 

重量 

10.4 kg 


巧境 

温度； 

動作時 

10〜35で 

お管時 

-40 〜65で 

相対湿度 

20〜80 〇/〇(結露しないこと） 

最大耐义震度： 

動作時 

0.25 G 口〜200 Hz 、0.5 ホクターブ/分） 

保管時 

0.5 G (3 〜200 Hz 、 1ホクターブ/分） 

最大耐义衝撃： 

動作時 

50.8 cm /秒の速度を化でボトム/\ーフサインパルス 

保管時 

508 cm /巧の速度を化で27 G フェアードスクェアウェーブ 

高度； 

動作時 

-15. 2~3,048 m 

お管時 

-15. 2〜10,668 m 
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スモー ルフホ —ムファクターコンピュータ 

Dell™ OptiPlexTM GX520 ューザーズ ガイド 

♦ お使いのスモールフォームファクターコンピュータについて 

♦ コンピュータの内部 


お使いの スモールフオームファクターコンピュータについて 


正面図 



2 


11 


10 


口 


4 


已 


1 

USB 2.0 コ 

ネクタ （2) 

ジョイスティックやカメラ、または起動可能な USB デバイスなど、時々接統するデバイスには、 
コンピュータの前面にある USB コネクタを使巧しまず （ USB デバイスからの起動については、 
rsvstem SetuDi ホをおしてください）。 

プリンタやキーボードなど通常接続したままのデバイスには、背面パネルにある USB コネクタ 
を巧巧することをお勧めします。 

2 

電源ボタン 

このボタンを押して、コンピュータに電源を入れます。 

〇 ま *: データの損失を防ぐため、6巧し: Lb 電源ボタンを巧してコンピュータの電源を切 
^らないで〈ださい。電源ボタンを巧す代わりに、オペレーティングシステムのシャットダウ 
ンを実行してくださし、。 

〇 を意： お使いのオペレーティングシステムの ACPI がち効な場合、コンピュータの電 

W 源ボタンを巧ずと、オペレーティングシステムのシャットダウンが実巧されます。 

3 

デルバッジ 

バッジはお使いのコンピュータの向きにあわせて回おさせることができます。バッジを回転させ 
るには、バッジの外回りに指を置き、しっ力、りと巧して回しまず。バッジの下側近<にあるスロット 
を巧って回おさせることもできます。 

4 

LAN インジケ 
ータライト 

LAN (ネットワーか接結が確立されていることを示します。 

5 

該断ライト 

該断ライトは、該がコードに基づくコンピュータの問題のトラブルシューティングに役立ちます。 
詳細についロホ、 「該断ライト」 を参照して〈ださい。 

6 

ハードドライブ 
動巧ライト 

M - ドドライブがアクセスされてしぶときに、このライトが点滅します。 

フ 

電源ライト 

電源ライトは、点滅したり点灯することで異なる化態を示します。 

1ミ肖灯ーコンピュータの電源は切れていまず。 

1緑をの点なーコンピュータは通常の動作状態です。 

1 緑色の点滅ーコンピュータは、省電カモードです。 

1黄色の点滅または点'灯 一「電源の問頭1をを照してください。 

省電カモードから復帰するには、電源ボタンを押すか、 Windows デバイスマネージャで復掃 
デバイスが設定されてし巧場合、キーボードかマウスを使います。スリープモードおよび省電力 
モードからの復帰の詳細については、 [電力の 管理 1を参照してください。 

コンピュータのトラブルシューティンヴじ巧ホつライトコードの説刚ま . rsvstem Liah じ 1 ホを 
照してください。 

8 

ヘッドフオンコ 
ネクタ 

ヘッドフォンコネクタを使巧して、ヘッドフォンおよびほとんどの種類のスピーカーを取り付けるこ 
とができます 

9 

マイク用コネ 
クタ 

マイクのコネクタをほってマイクを取り付けます。 

10 

フロッピードラ 
イブ 

フロッピーディスクをドライブに入れます。 

11 

CD/DVD 巧 
イブ 

CD または DVD をドライブに入れます(取り付けられている場合）。 


背面図 
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L 


1 

カードスロット 

インストールされている PCI 力ードのコネクタにアクセスします。 

2 

背面パネルコ 
ネクタ 

シリアル、 USB , およびその他のデバイスのプラグを対応するコネクタに差し込みます。 

3 

電源コネクタ 

電源ケーブルをこのコネクタに挿入します。 

4 

電圧切り替え 
スイッチ 

お使いのコンピュータにはマニュアル電圧切り替えスイッチがついています。 

手動電圧切り替えスイッチが付いているコンピュータへの損傷を防ぐため、スイッチはお使いじな 
る地域の AC 電源に最も合った電圧に設定してください。 

〇 を*: 日本で使巧できる AC 電源は100 V でずが、電圧切り昏えスイッチを115 V 

W に設定して〈ださい。 

また、モニターやコンピュータに接続している周辺機器もお使いになる地域の AC 電源で動作する 
ように設定してください。 

5 

パドロックリン 
グ 

パドロックを挿入して、コンピュータカバーをロックしまず。 

6 

カバーリリー 
スラッチ 

コンピュータカバーを開にとができます。 



背面パネルコネクタ 


1 

パラいレ 
コネクタ 

プリンタなどのパラレルデバイスをパラレルコネクタじ接統します。 USB プリンタをお使いの場合、 
USB コネクタに差し込みます。 

メモ： 内蔵パラレルコネクタと同じアドレス1こ設定されたパラレルコネクタを持つカードをコンピュータ 
が検出した場合、内蔵パラレルコネクタは自動側こ無効になります。詳細については、 「セットアップ 
ナブション1 を参照してください。 

2 

リンク保全 
ラ仆 

1 緑を一10 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接镜が良巧です。 

1 梧を一100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接統が良巧です。 

1 黄を一1 GbpsdOOO Mbps ) ネットワークとコンピュータ間の接続が良巧です。 

1 オフーコンピュータは物理的なネットワーク接続をお出していません。 

3 

ネットワー 
クアダプタ 
コネクタ 

コンピュータをネットワークやブロードバンドデバイスじ取り付けるには、ネットワークケーブルの片 
方の端をネットワークジャックやネットワーク/ブロードバンドデバイスに接続します。ネットワーク 
ケーブルのもう一方の端を、コンピュータ背面にあるネットワークアダプタコネクタに接続します。力 
チッと収まったらネットワークケーブルはしっかりと接続されています。 

メモ： モデムケーブルをネットワークコネクタに接続しないでください。 

ネットワークコネクタカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタを巧巧します。 

カテゴリ5のケーブルを使巧して、ネットワークをを続することをお勤めします。カテゴリ3のケー 
ブルを使用ずる必要がある場合、ネットワーク速度を10 Mbps にして動作の信頭性を確保しま 
す。 

4 

ネットワー 
ク動かラ 
仆 

黄をのライトは、コンピュータカ{ネットワークデータを送信、または受信している時に点滅します。ネ 
ットワークトラフィックがをい場合、このライトが「点灯」の状態に見えることがあります。 

5 

ライン乂 
カコネクタ 

青色のライン入カコネクタ(ホンボードサウンドが搭載されたコンピュータで利用可能)を巧って、カセ 
ットプレーヤー、 CD プレーヤー、 VCR などの録音/再生デバイスを接続します。 


















































サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタを使用します。 

6 

ライン出 
カコネクタ 

緑色のライン出カコネクタ(オンボードサウンドが搭載されたコンピュータで利巧可能)を使って、へッ 
ドフホンおよび内蔵アンブのがいたほとんどのスピーカーを接続します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、力ードのコネクタを使用します。 

フ 

マイク用コ 
ネクタ 

ピンクのマイクコネクタ(オンボードサウンドが搭載されたコンピュータで利用可能)を使って、音声ま 
たは音楽入力用のパソコンマイクをサウンドあるいはテレフホニープログラムに接統します。 

サウンドカードが搭載されたコンピュータの場合、マイクコネクタは力ードにあ y まず。 

8 

USB 2.0 
コネクタ 

(6) 

プリンタやキーボードなど通常接結したままのデバイスには、背面 USB コネクタを使用します。 

9 

ビデホコ 
ネクタ 

VGA 互換モニターからのケーブルを青色のコネクタに差し込みます。 

メモ： オプションのグラフィックスカードをご購入の場合、このコネクタにはキャップが付いていま 
す。お使いのモニターをグラフィックスカードのコネクタに接続します。キャップは取り外さないでく 
ださい。 

メモ： デュアルモニターをサポートしているグラフィックスカードをご使用の場合、コンピュータに付 
属の y ケーブルを巧巧して〈ださい。 

10 

シリアルコ 
ネクタ 

ハンドへルドデバイスなどのシリアルデバイスをシリアルポートに接続します。デフホルトの指定先 
は、シリアルコネクタ1が COM 1 で、シリアルコネクタ2力《 COM 2 です。 

詳細については、 「セットアップオプション」 を参障.してください。 


コンピュータの 内部 

^ 替告： 本巧の手历を H 巧する前に、 『 K 品情なガイド JI の巧を手阳に化ってください。 

A 替告： 感 ■防止のため、コンピュ-タカバ-を巧 y ホす前にコンピュ-夕の ■源 プラグをおずコンセントから巧いてください。 

Q ホ意： コンピュータカバーを開く隙は、間違ってシステム基板からケーブルを巧さないようじま意してください。 



1 

ドライブリリースラ ツチ 

5 

システム基板 

2 

CD / DVD ドライブ 

6 

ヒートシンクと送風装置アセンブリ 

3 

電源装置およびファン 

7 

電源ボタン 

4 

/、ードドライブ 

8 

前面パネルドア 


システム基板のコンポーネント 































1 

フアンコネ、クタ （ FAN ) 

10 

シャーシイントルージョンスイッチ電源コネクタ （ INTRUDER ) 

2 

プロセッサコネクタ ( CPU ) 

11 

パスワードジャンパ （ PSWD ) 

3 

電源コネクタ （12 VP 0 WER ) 

12 

バッテリーソケット （ BATT ) 

4 

メモリモジュールコネクタ （ DIMM _1 および DIMM _2) 

13 

PCI コキクタ ( SLOT 2) 

5 

シリアル ATA ドライブコネクタ ( SATAO ) 

14 

シリアルコネクタに ER 2) 

6 

前面パネルコネクタ （ FNT _ PANEL ) 

15 

フロッピードライブコネクタ （ DSKT ) 

7 

電源コネクタ （ POWER ) 

16 

スタンバイ電源インジケータ ( AUX _ PWR ) 

8 

CD / DVD ドライブコネクタ ( IDE ) 

17 

システム基板のスピーカー ( BEEP ) 

9 

RTC リセットジャンパ （ RTCRST ) 

18 

内蔵スピー カー ( INT _ SPKR ) 


ジャンパ設定 



ジャンパ 

投を 

巧巧 

PSWD 

画 

パスワード裸能が有効になっています。 


【デフオルト） 



レ 

パスワード裸能が無効になっています。 

RTCRST 

レ。 1 

リアルタイムクロックはリセットされていません。 



















































(デフオルト） 



回 

リアルタイムクロックはリセットされています【一時的にジャンパありのが態）。 

ジャンパあり「山ジャンパなし 
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Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

♦ PCI 力ードおよびシリアルボートアタづ夕 

♦ PCI 力ード 


PCI カードおよびシリアルポートアダプタ 

A 警告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『»品情巧ガイド JI のを全手)®にがってください。 

© を 意： コンピュータの巧蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子卽品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし々い 
金属面に触れることじより、静電気を除去することができます。 

お使いの Deir " コンピュータはシリアルポートアダプタをサポートしており、 PCI 力ード用に1つの口ープロファイル PCI 力ードスロットを楠えています。 

^ メモ： お使いの Dell コンピュータは PCI スロットのみを巧用します。 ISA 力ードはサポートされていません。 


PCI 力ード 



新ししけードにな換する場合は、既存の力ードのドライバをアンインストールします。手順については、力ードに付属しているマニュアルを参照してください。 


PCI 力ードの取りせけ 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手 I 隔ホ実行します。 

2. 力ード保持ラッチのリリースタブを巧側から慎重に押し、ラッチを回転して開きます。ラッチは開し、たが態のままになります。 

3. カード保持装置を取り外します。 

a . 力ード保持装置の上におおを置き、保持装置の底面を他の指で押さえてつかみます。 

b . をいてし、るほうの手で力ード保梓装置の側面を皆〈握り.戸斤定のな圍こ保持してし、るタブスロットから離します。 

C. 力ード保持装置を上に回転し、2つのタブスロットから離します。 

4. 新しし、力ードを取りがける場合、フィラーブラケットを取り巧して力ードス□ットををにします。巧に 手順6 I こ進みまず。 

日.既にコンピュータに取り付けられている力ードを交換する場合、力ードを取りがします。 

必要に応じて、カードに巧統されたケーブルを取りかします。カードにカード保持バーが付いている場合は、このバーをかします。固定タブを轻<引き、カードの上端の角を両手でつかみ、コネクタ 
から取り列■します。 

6. 新ししけードを取りかける準植をします。 

力ードの設を、内部の接結、またはも'巧いのコンピュータに合わせた力ードのカスタマイズの情報については、力ードに付属してし、るマニュアルを参暖丄てくださし、。 

A 警を： ネットワークアダプタの中には、ネットワークに巧なすると自曲的にコンビュータを起かするものがあ y ます。感■防止のため、力ードを巧 y 付ける前に、コンビュータの ■ 
^ 巧プラグをコンセントから巧いてください。 


7. 力ードをコネクタに置き、しっかりと下に巧します。力ードカなロットにしっかりと装着されているか巧設します。 














1 

完全に装着されたカード 

2 

完全に装着されていないカード 

3 

スロット内のブラケット 

4 

ス□ットの外側にはみ出したブラケット 


8. カード保持装置を取り付ける前にな下のことを巧認します。 

I すべての力ードとフィラーブラケットの上端が位置合わせパーと平らに揃ってし、る。 

I 力ードの上卽の切り込みまたはフィラーブラケットが、位置合わせガイドと合っている。 

9. 力ード保持装置を巧定の位置に押し込み、力ードをコンピュータに固定します。 

〇 を 意： 力ードケーブルは、カードの上や後ろを通して配線しないでください。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらな〈なったり、装置に損傷を与えるをれ 
があります。 

Q ホ意： ネットワークケーブルを接結するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みまず。 

10. 必要なケーブルを力ードに接続します。 

力ードのケーブル接続につい口ま、力ードにか属のマニュアルを参照して〈ださい。 

11. コンピュータカバーホ取りがけます 。 

12. サウンドカードを取りかけた場合、巧の手順を実行します。 

a . セットアップユーティリティを起動し . Audio Controller を選んでから、設定を〇けに変更します。 

b . か付けオーディオデバイスをサウンドカードのコネクタに巧統します。み付けホーディオデバイスを、背面パネルのマイクコネクタ、スピーカー/ヘッドフホンコネクタ、またはライン入カコ 
ネクタに接続しないでください。 

13. ネットワークアダプタカードを取り讯ナており、内蔵ネットワークアダプタを巧効にする場合は、次の手順を実行します。 
a . セットアップユーティリティを超動し 、 Network Controller を選んでから、設定を〇けにを要します。 

b . ネットワークケーブルをネットワークアダプタカードのコネクタに接続します。ネットワークケーブルをコンピュータの背面パネルの内蔵ネットワークコネクタに}ま続しないでくださし、。 

14. 力ードのマニュアルの説明じ従って、力ードに必要なすべてのドライバをインストールします。 


PCI 力ードの巧り外し 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手 I 隔ホ実行します。 

2. 力ード保持ラッチのリリースタブを巧側から慎重に押し、ラッチを回転して開きます。ラッチは霞留してし、るため、開いたままのが態になります。 

3. カード巧持装置を使って、カードを上部から巧をの位置に固定しまず。 

a . 力ード保持装置の上におおを置き、保持装置の底面を他の指で押さえてつかみます。 

b . をいてし、るほうの手で力ード保梓装置の側面を皆く握り.戸斤定のな圍こ保持してし、るタブスロットから離します。 

C . 力ード保持装置を上に回転し、2つのタブスロットから離します。 

d . カード保持装置を作業領域内に置いておきます。 
















4. 力ードを取りがしたままにする場合、をのカードスロット開口卽にフイラーブラケットを取り付けます。 


フイラーブラケットが必要な場合、 デルにお問い合わせください。 


じ メモ： コンピュータの FCC 認証を満たすため、フィラーブラケットををの力ードスロット開口部に取り付ける必要があります。また、フィラーブラケットを装着すると、コンピュータをほこりやゴミか 
W ら保護できまず。 


5. カード保持装置をタブに差し込んで、所定の位置まで回転して巧し込みます。 

。 ホ意： ネットワークケーブルを接続するには、まずケーブルのプラグを壁のネットワークジャックに差し込み、次にコンピュータに差し込みます。 

6. 保持アームを下げ、巧をの位置に巧し込みます。 

7. 力ード保持ラッチを閉じて所定の位置にはめ込み、力ードを固定します。 

8. コンピュータカバーを取り付けます 。 

シリアルポートアダプタ 

^ 替告： 本巧の手®を曲巧する前に、『»品情なガイド JI の巧を手阳にがってください。 

© ま意： コンピュータの内蔵コンポーネントの詩電気による損傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシャーンの塗装されてし々い 
金属面に触れることじより、静電気を除去することができます。 

シリアルポートアダプタの巧り付け 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手 I 隔ホ実行します。 

2. 力ード保持レバーのリリースタブを軽〈押します。 

3. フィ ラーブラケットを取り巧しますく取り付けられてしぶ場合）。 

b メモ： コンピュータに合わせたアダプタの設定、内部の接続、またはカスタマイズの情報については、シリアルポートアダプタにが属のマニュアルを参障.してください。 

4. シリアルポートアダプタブラケットをコネクタじはめて、しっ力、 y と下に巧します。アダブタがスロットにしっかりと装着されてし、るか確認します。 

日.保持レバーをミ主意深〈下に巧して、アダプタブラケットを所定のを置に固定します。 

© を意： ケーブルは、取り付けられている力ードの上やをろを通して配線しなし巧ください。ケーブルを力ードの上を通して配線すると、コンピュータカバーが正し〈閉まらな < なったり、装置に損傷 
を与える巧れがあります。 

己.アダプタケーブルをシステム基板のシリアルポートアダプタコネクタ （ SER 2) に接続します。 

7. 必要なすべてのケーブルをシリアルポートアダプタに接続します。 
b メモ： ケーブル巧統については、シリアルポートアダプタにが属のマニュアルを参照してください。 

8. コンピュータカバーを取りがけます 。 

シリアルポートアダプタの取りかし 

1. 「 作業を開おする前に I の手廳を車巧します。 

2. 力ード保持レバーのリリースタブを軽〈押します。 

3. アダプタに巧結されてしぶケーブルがあれば外します。 

4. シリアルポートアダプタブラケットの上端の巧をつかみ、コネクタカ、ら取り外します。 


5. コンピュータカバーを巧り付けます 。 
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Del|TM OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

♦ コンピュータカハ‘一の巧りかし 

コンピュータカバーの 取り外し 

A 警告： 本巧のキ旧を曲巧する前に、『お品情なガイド JI のま全手帕にがってください。 

么 警告： 巧■巧止のため、コンピュータカバーを巧 y ホす前にコンピュータの■巧プラグを必ずコンセントからないてください。 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行します。 

2. 背面パネルのパドロックリングにパドロックを取り付けてしぶ場合、パドロックを取り外します。 

〇 ホ意： カバーを開いた時のためじ十分なスペースがあることを確認します。デスクトップ上にかなくとも30 cm のスぺースが必要でず。 

3. カバーを持ち上げながらリリースラッチを後方にスライドさせます。 

4. ヒンジタブをてこの支点としてカバーを上に動かします。 

5. カバーをヒンジタブから取り外し、柔らか<傷が付きに<い場所に置いておきます。 



1セキュリティケーブルスロット 


2カバーリリースラツチ 


3コンピュータカバー 
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Del|TM OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 



ドライブ 

お使いのコンピュータは、次のドライブをサポートします。 

I シリアル ATA ドライブを1台 

I FlexBay ドライブり□ッピードライブまたはメディアカードリーダー)を1台 
I CD ドライブまたは DVD ドライブを1台 



1 

オブシヨンのフロッピーまたはメディアカードリーダー用の FlexBay 

2 

CD / DVD ドライブ 

3 

/\- ドドライブ 


一般的な取り付けガイドライン 

CD / DVD ドライブをシステム基板の 「 IDE 」 とラベルの付いたコネクタじ接統します。シリアル ATA ハードドライカホ、システム基キ反の 「 SATA 0」 または rSATA 2」 とラベルの付いたコネクタじ接統する必 
要がありまず。 


ドライブケーブルの接続 

ドライブを取り付ける場合、2本のケーブル （ DC 電源ケーブルとデータケーブル)をドライブの背面およびシステム基板に接統します。 


ドライブインタフェースコネクタ 



1 

インタフェースケーブルコネクタ 

2 

インタフェースコネクタ 


大半のインタフエースコネクタは、正し<巧統されるようじ設計されています。つまり、片方のコネクタの切り达みやピンの义けが、もう一方のコネクタのタブや差し泣み穴と一致します。これらのコネクタに 
よって、ケーブルの1番ピンワイヤが、コネクタの1番ピンの端に正し<接続されます。基おまたはカード上にあるコネクタの1番ピンの端を示すために、通常、基巧やカード上に直接「1」とシルクスク 
リーン印刷されてし巧す。 































O を意： IDE インタフエースケーブルを接統する晩ホ、を帯をコネクタの1番ピンから離れた位圖こ置かなしでください。インタフエースケーブルを裏返しにすると、ドライブが動作しなかったり、 
^コントローラやドライブ、またはその両方を損傷するをれがあります。 


竜源ケーブルコネクタ 



1電源ケーブル 


2電源入カコネクタ 


ドライブケーブルの巧続と取り外し 

シリアル ATA データケーブルを怯続または取り外ず場合、それぞれの端にある黒をのコネクタを持ち、ケーブルを外します。 

シリアル ATA インタフェースコネクタは、正し〈接続されるように設計されています。つまり、片方のコネクタの切り化みやピンの义けが、もう一ちのコネクタのタブや差し込み巧と一致します。 

シリアル ATA コネ‘ 



1インタ フエースケーブルコネクタ 
2インタ フエースコネクタ 

ハードドライブ 

^ 警告： 本巧のキ厢を聞巧する前に、『»品情宙ガイド JI のま全手阳にがってください。 

警告： 巧■巧止のため、コンピュータカバーを巧 y ホす前にコンピュータの■巧プラグを必ずコンセントからないてください。 

。 ま意： ドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い所に置かなし、でください。ドライブは、発泡创脂藝のパッドなど十分なクッシヨン性のあるものの上に置いてください。 

1. 残しておきたいデータを巧巧している/、ードドライブを交換する場合、ファイルのバックアップを取ってから、巧の手順を開始します。 

2. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがおほいのコンピュータじ合わせて設まされてし、るか確認します。 

ハードドライブの取り外し 

1. 「 作業を開賠する前に I の手順を車巧します。 

2. コンピュータカバーを取りかします 。 

3. コンピュータ内でシステム基巧が下になるように、コンピュータを横に倒します。 

4. ドライブ両端の2つの青をの固定タブを巧し入れ、ドライブを上にスライドさせてコンピュータから出します。 


Q を意： ドライブをコンピユータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないで < ださい。ケーブルを弓 I っ張ると、ケーブルやケーブルコネクタに損傷を与える場合がありまず。 

















5. ドライブを持ち上げてコンピュータから出し、電源ケーブルおよびハードドライブケーブルをドライブからかしまず。 



1 

固定タブ (2) 

2 

/\-ドドライブ 


6. 電源ケーブルとハードドライブケーブルをドライブから巧します。 



1 

電源ケーブル 

2 

シリアル ATA データケーブル 


ハードドライブの取り付け 

1. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがおほいのコンピュータに合わせて設定されてし、るか確認しまず。 

。 を意： ドライブへの損傷を防ぐため、ドライブを硬い所に置かないでください。ドライブは、発泡创脂藝のパッドなど十分なクッシヨン性のあるものの上に置いてください。 

2. 交換用のハードドライブをお包から取り出して、取り付けの準楠をします。 


3. 交換用のハードドライブにブラスチックのドライブブラケットカ％い場合は、既存のドライブからブラケットをカチッと取りかします。 







































1 

ドライブ 

2 

リリースタブ （2) 

3 

/\-ドドライブブラケット 


4. 電源ケーブルとハードドライブケーブルをドライブに接続します。 



1 

電源ケーブル 

2 

シリアル ATA データケーブル 


5. すべてのコネクタが正し<按椅され、固定されているか確認します。 

6. カチッと所定の位置に収まるまで、慎量こドライブを置きます。 



1 

リリースタブ （2) 

2 

/\-ドドライブ 


7. すべてのコネクタが正しく接統され、固定されているか確認します。 


8. コンピュータカバーをおり付•けます。 




















































9. プライマリドライブを取リイ寸けた場合、起動可能なメディアをおほいの起動ドライブに挿入します。 

10. コンピュータの電源を入れます。 

11. セットアップユーティリティを起動して 、 適切な Primary Drive ホブション (0 または 2) を更新します。 

12. セットアッブユーティリティを格了し、コンピュータを再起動しまず。 

13. 巧の手順に進む前に、ご使用のドライブじパーティションを巧なし、論理フォーマットを実巧します。 

手順については、ホペレーティングシステムにが属のマニュアルを参照してください。 

14. Dell Diaanostics (診断け‘□グラム を 実巧して. M - ドドライブホテストします。 

15. M - ドドライブにオペレーティングシステムをインストールします。 

手順については、ホペレーティングシステムにが属のマニュアルを参照してください。 

CD/DVD ドライブ 

A 警告： 本巧のキ巧を曲巧する前に、『«品情巧ガイド JI のを全手)®にがってください。 

A 警告： 巧■巧止のため、コンピュ-タカバ-を巧 y ホす前にコンピュ-夕の■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

CD/DVD ドライブの取り外し 

1. 「 巧業を開おする前に I の手順を車巧します。 

2. コンピュータ内でシステム基巧が下になるように、コンピュータを横に倒しまず。 

3. コンピュータカバーを取りがします 。 

〇 を意： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないでください。ケーブルを引っ張ると.ケーブルやケーブルコネクタに損惕をちえる場合がありまず。 

4. ドライブリリースラツチを引き上げ、ドライブをコンピュータの背面方向にスライドさせます。次に、ドライブをコンピュータから持ち上げて取りがします。 



1 

ドライブリリースラツチ 

2 

CD / DVD ドライブ 


b メモ： CD / DVD ドライブからドライブケーブルを取り外ず前に、 CD / DVD ドライブからドライブブラケットを取りがす必裏があります。 


5. IDE とラベルのがいた システム其 巧 の コネクタから CD / DVD ドライブケーブルを取り外します。 

























6. ドライブの側面から 2 本のネジをかし、ドライブブラケットを取りかします。次に、 CD / DVD ドライブケーブルをドライブの背面から取り巧します。 



1 

ネジ (2) 

2 

ドライブブラケット 

3 

CD / DVD ドライブ 

4 

CD / DVD ドライブケーブル 


CD/DVD ドライブの取り付け 

1. ドライブを箱から出して.取りかけの準楠をします。 

^>'ライブにか属のマニユアルを参照して、ドライブの設定がお巧いのコンピユータに合つてし、るか確認します。ケーブル選が設定巧のドライブを設定します。 

2. CD / DVD ドライブケーブルをドライブに巧続します。 

3. ドライブを下げてドライブブラケットに取り付け、2つのドライブブラケットタブをドライブ側面の巧に合わせます。次に、2本のネジを測面に取り付け、ドライブを固定します。 



1 

CD / DVD ドライブ 

2 

CD / DVD ドライブケーブル 

3 

ネジ (2) 

4 

ドライブブラケット 

5 

位置合わせタブ (2) 


4. カチッと所定の位置に収まるまで、慎置こドライブを置きます。 


5. CD / DVD ドライブケーブルを システム其 巧 の （ IDE ) とラベルのがいたコネクタに g 巧締します。 


































6. すべてのケーブル接統を巧詔します。ファンやホ却孔などを気の循摄の巧げにならないようにケーブルをまとめておきます。 

7. コンピュータカバーを取り かけます 。 

8. ドライブの動巧に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブにが属のマニュアルを参照して〈ださい。 

9. セットアッブユーティリティをお動し . 適切な Drive オプションを選巧します。 

10. Dell Diaanostics (該断け‘□グラム を 実巧して、コンピュータが正しく動作するか確認します。 

フロッピードライブ 

A 警告： 本項の手巧を H 巧する前に、『製品情報ガイド JI のをを手厢にがってください。 

么 警告： 巧■防止のため、コンビュータカバーを巧 y かす前にコンピュータの■巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

フロッピードライブの巧りかし 

1. 「 作業を開おする前に I の手順を車巧します。 

2. コンピュータカバーを取りがします 。 

3. コンピュータ内でシステム基巧が下になるように、コンピュータを横に倒しまず。 

4. CD/DVD ドライブ を 取りかし.ま意して脯じ置いておきます。 

。 を意： ドライブをコンピュータから取り出すときに、ドライブケーブルを引っ張らないでください。ケーブルを引っ張ると.ケーブルやケーブルコネクタに損惕をちえる場合がありまず。 

5. ケーブルリリースタブを弓 I き上げて解除し、フロッピードライブケーブルをフロッピードライブの背面から取りかします。 


6. ケーブルコネクタのプルタブを使巧して、フロッピードライブケーブルをシステム基板から取りがします。 



























1 

ケーブルリリースタブ 

2 

データケーブルエッジコネクタ 

3 

データケーブルプルタブ 


7. ドライブリリースラッチを引き上げ、フロッピードライブをコンピユータの背面方向にスライドさせまず。次に、ドライブをコンピユータから持ち上げて取り外しまず。 

フロッピードライプの取り付け 

^ イモ： 交換用のフロッピードライ义または新しいフロッピーに肩かきネジが付いてし、ない場合は、ドライブベイカバー内のネジを使用します。 



1 

ドライブ 

2 

ネジ (3) 

3 

ブラケット レール （3) 


1. フロッピ~ドライブを取り外しまず 。 

2. ドライブのネジを コン ピユータのブラケットレールに合わせ、カチッと所定の位置に収まるまで慎重にドライブを置きます。 

3. フロッピードライブケーブルをフロッピードライブのケーブルリリースタブに差し込んで、カチッと所定の位置にロックされるまで巧し下げます。 


4. データケーブルを システム真板 コネクタ （「 DSKTl とラベルが付いています）に再:巧編します。 















































1 

ケーブルリリースタブ 

2 

データケーブルエッジコネクタ 

3 

システム基板コネクタ （ DSHT ) 


5. すべてのケーブル巧統を確認します。ファンや冷却孔などを気の循摄の巧げにならないようにケーブルをまとめておきます。 

己. CD / DVD ドライブを取り付けます 。 

7. すべてのケーブル巧続を確認します。ファンやが却孔などを気の循環の巧げにならなし、ようにケーブルをまとめておきます。 

8. コンピュータカバーを取りがけます 。 

9. Diskette Drive オプションを起動して、新しし口□ッピードライブをち効にします。 

ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順につい口ま、ドライブに付属のマニュアルを参,昭してください。 

10. Dell Diagnostics (を断)プログラム を 実行して、コンピュータが正しく動作するか巧詔します。 


且夕に匡る 
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Del|TM OpdPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

♦ 1/0パネル 


I / O パネル 

I / O パネルの取り外し 

^ 警告： 本巧の手旧を開巧する!的に、『製品情巧ガイド J 1 のま全手順に巧ってください。 

^ 養告： 巧■巧止のため、コンピュータカバーを取 y 外す前にコンビュータの■巧プラグをめずコンセントからはいてください。 

1. 「 作業を開賠する前に I の手順ホ車巧します。 

2. システム其板を取りがしまず 。 

3. I / O パネルが接続されているずべてのケーブルをがします。 

コンピュータからコントロールパネルケーブルを取り外す隙は、正し〈取り付けなおせるようじケーブルの配線経路をメモしておいてください。 



1 

固定ネジ (2) 

2 

I / O パネル 

3 

I / O ケーブルコネクタ 

4 

I / O コネクタプルループ 


4. コンピュータカバーの巧測から、 I / O パネルをコンピュータに固定している取り付けネジを外します。 
日. I / O パネルを コン ピュータから取り巧します。 

I / O パネルの取り付け 


I / O パネルを取り付けるには、取り列■し手順を逆の順巧で実行します。 

。 メモ： I / O パネルブラケットにあるガイドを巧って I / O パネルを正しい位置に合わせ、 I / O パネルブラケットにある切 y 込みを使って力ードを固をしてください。 
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Del|TM OptiPlexTM GX 520 ューザー ズガイド 

♦ プロセッサ 


プロセッサ 


^ 警告： 本巧の手旧を M おする前に、『»お情毎ガイド JI のをを手脚こがってください。 

を意： コンピュータの巧蔵コンポーネントの詩電気にょる損傷を防ぐす 
金属面に触れることじより、さがの詩電気を除去することができます。 


Q ず*: コンピュータの内蔵コンザーネントの^電気(三よる«傷を防ぐため、コンピュータの電子部品に舶れる前に、きがから詩電気を除去してください。コンピュータシヤーンの塗装されていない 


プロセッサの取り外し 

1. 「 作業を開始する前に ■! の手順を実行しまず。 

2. ヒートシンクアセンブリのをサイドにある巧まネジを緩めます。 

A 警告： プラスティック g のシールドがをっても、ヒートシンクアセンブリは正常な*! I 作中に通みする場をがあ y ます。十みな時曲を置いて温度が下がったのを巧皮してから、ヒー 
^ トシンクアセンブリに触るよラにします。 

3. ヒートシンクアセンブリを上向きに回牵5させ、コンピュータから取り外します。 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

/、ウジングの巧まネジ （2) 


© を意： デルのプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、元のヒートシンクは廃棄してください。デルレ U 巧から購入したプロセッサアップグレードキットを取り付ける場合、新ししヴロセツサ 
を取り优ナる際は、元のヒートシンクを再利用してください。 


4. ソケット上にあるセンターカバーラッチの下からリリースレバーをスライドさせて、プロセッサカバーを開きます。次にレバーをを方に引いて、プロセッサを取り出します。 

























1 

センターカバーラッチ 

2 

プロセッサカバー 

3 

プロセッサ 

4 

ソケット 

5 

リリースレバー 


Q ま 意： プロセッサを交換する隐は、ソケット内側のピンに触れたり、ピンの上に物ををとさないようにしてください。 

日.ソケットからプロセッサを慎重に取り外します。 

巧ししヴロセッサをソケットにすぐに取りがけられるよう、リリースレバーはリリース位置に広げたままにしておきます。 

プロセッサの取り付け 

。 を意： コンピュータ背面の塗装されてしげよい金属面に關れて、身体から詩電気を除ましてください。 

。 を童： ブロセッサを交換する際は、ソケット巧測のピンに舶れたり、ピンの上に物を落とさないようにしてください。 

1. 「 巧 業を開おする前に I の手歷ホ実行します。 

2. プ□セッサの底部に触らなしなうに気をつけながら、新ししヴ□セッサを旭包から取り出します。 

。 を意： コンピュータの電源を入れるときにプロセッサとコンピュータじ修復できない損傷をちえなし、ため、プロセッサをソケットに正しく装着してください。 

3. ソケット上のリリースレバーが完全に開いていない場合、その位置まで動かします。 

4. プ□セッサの前面と背面の位置合わせ用の切り込みをソケットの前面と背面の位置合わせ用の切り込みに合わせます。 

5. プロセッサとソケットの1番ピンの角を合わせます。 














1 

プロセッサカバー 

6 

リリースレバー 

2 

タブ 

7 

前面位置合わせ切り込み 

3 

プロセッサ 

8 

ソケットおよびプロセッサピン1まピンの印 

4 

プロセッサソケット 

9 

背面位置合わせ切り込み 

5 

センターカバーラッチ 




Q ま意： 損傷を巧ぐため、プロセッサとソケットが正し<揃っているか巧詔して〈ださし'。ブロセッサを取り付ける瞭じ無理に力を加えないでください。 

己.プ□セッサをソケットに段〈置いて、プロセッサが正しい位置にあるか確認します。 

7. プ□セッサがソケットに完全に装着されたら、プ□セッサカバーを閉じます。 

ブロセッサカバーのタブがソケットのセンターカバーラッチの下にあるか確認します。 

8. カチッと所定の位置に収まるまで、ソケットリリースレバーをソケットの方に戻して、プロセッサを固定します。 

Q ホ意： デルながから題入したプロセッサアップグレードキットを取りがける場合、プロセッサを交換する隙は、元のヒートシンクアセンブリをち利用してください。 

デルのプロセッサ交換キットを取り付けた場合、元のヒートシンクアセンブリとプロセッサを、交換キットが送られてきた同じパッケージをほ用してデルに返がしてくださし、。 

9. ヒートシンクアセンブリを取り巧けるには、次の手順を実行しまず。 

a. ヒートシンクアセンブリをヒートシンクアセンブリブラケットに元のように配置します。 

b . ヒートシンクアセンブリをコンピユータの底面ち向に回おさせ、2本の巧まネジを締めます。 

Q ホ意： ヒートシンクが正しく装着され、しっかり固定されてしぶか確認します。 

2 



1 

ヒートシンクアセンブリ 

2 

ヒートシンクアセンブリブラケット 


3ハウジングの巧束ネジ （2) 

































10. コンピュータカバーを取り付けます 。 
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Del|TM OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 

♦ スモールフナームファクターコンピユータの仕様 


スモールフォームファクターコンピュータの仕様 


マイクロプロセッサ 

マイクロブロセッサの種穎 

Intel ® Pentium ⑥または Celeron ⑥ブロセ'ソサ 

L 1 (レベル 1) キャッシュ 

32 KB 

L 2( レベル 2) キャッシュ 

日12 KB 、 1 MB 、 または2 MB パイプラインバースト、8ウェイセツ 
トアソシェィティブ、ライト/くツク SRAM 


メモリ 

タイプ 

400 MHz および533 MHz DDR 2 SDRAM 

メモリのコネクタ 

2 

対応するメモリモジユール 

256 MB 、 512 MB 、 1 GB 、 または 2 GB が ECC 

最小メモリ 

デュアルチヤネル： 512 MB 
シングルチヤンネル： 256 MB 

最大搭載メモリ 

4 GB 

BIOS アドレス 

FOOOOh 


コンビュータ情報 


チップセット 

Intel ® 945 Express 

データバス幅 

64ビット 

アドレスバス幅 

32ビット 

DMA チヤネル 

8 

割り込みレベル 

24 

BIOS チップ ( NVRAM ) 

4 Mb 

メモリ速度 

400 MHz および533 MHz 

NIC 

DMTF によって定義されている ASF 1.03および 2.0 サポートを 
組み込んだ内蔵ネットワークインタフェース 

10/100/1000通信が可能； 

1 緑を一10 Mbps ネットワークとコンピュータ間のを続が 
良好です。 

1 梧を一100 Mbps ネットワークとコンピュータ間の接続 
が良好です。 

1 黄を一1 Gbps (または1000 Mbps ) ネットワークとコ 
ンピュータ間の接続が良巧です。 

1 オフーコンピュータは物理的なネットワーク接続を検出し 
ていません。 


ピデオ 


タイブ 

Intel グラフィックス.メディア.アクセラレータ950 


ホーデイオ 

タイプ 

AC 97 、 Sound Blaster エミュレーシ a ン 

ステレオ変換 

16ビット AD 変換および20ビット DA 変換 


コントローラ 


ドライブ 

11台のデバイスをサポートするシリアル ATA コントローラカ《1つ、 

1および1つのチヤネルでをチヤネルに2台のデバイスをサポート 






















































I するパラレル Ultra ATA /100 IDE が 1 つ 


巧巧バス 

バスのタイプ 

PCI 2.2 

SATA 1.0 a および 2.0 

USB 2.0 

バス速度 

PCI ： 33 MHz 

SATA ：1.5 Gbps および 3.0 Gbps 

USB ： 480 Mbps 

カード： 

口ープロファイルカードをサポート 

PCI ： 

コネクタ 

1 

つ才、クタサイズ 

120ピン 

コネクタデータ幅(最大） 

32ビット 


ドライブ 

列■部アクセス可能 

薄型フロッピードライブ巧ベイ X 1 
薄型 CD / DVD ドライブ巧ベイ X 1 

内部アクセス可能 

1インチ幅/\-ドドライブ巧ベイ X 1 


コネクタ 

がかけコネクタ： 

シリアル 

9ピンコネクタ、165日 0 C 互換 

パラ L / ル 

双ち向25ピンコネクタ（メス） 

ビデオ 

15ピン VGA コネクタ（メス） 

ネットワークアダプタ 

RJ -45 コネクタ 

USB 

USB 2.0 互換コネクタ（前面パネル X 2、背面パネル X 6) 

ホーディホ 

ライン入力、ライン出力、マイク用のコネクタが3つ、およびヘッドフ 
オン用の前面パネルコネクタが1つ 

システムを巧コネクタ； 

プライマリ IDE ドライブ 

40ピンコネクタ 

シリアル ATA 

7ピンコネクタ 

フロッピードライブ 

34ピンコネクタ 

シリアル 

オプションのセカンドシリアルポートカード用12ピンコネクタ 

フアン 

日ピンコネクタ 

PCI 2.2 

120ピンコネクタ 

CD ドライブホーデイホインタフエース 

4ピンコネクタ 

前面パネル 

40ピンコネクタ 


キーの化み合わせ 

< Ctrl >< Alt >< Del > 

Microsoft ® Windows ® XP では Windows Security ウィン 
ドウを表示、 MS - DOS ® モードでは、コンピュータを再スタート(再 
起動） 

< F 2> または < Ctrl >< Alt >< Enter > 

内蔵のセットアップユーティリティを起動(システム起動時のみ） 

< Ctrl >< Alt >< b > 

セットアップユーティリティの Boot Sequence ホプシヨンのデバ 
イスからではな <、 PXE (リモート起動環境)じよって指定されたネッ 
トワーク攝境からコンピュータを自動的に起動(システム起動時の 
み） 

< F 12> または < Ctrl >< Alt >< F 8> 

ユーザーが単一起動巧のデバイスを入力できる起動デバイスメニ 
ユ ー( システム起動時のみ）、またハードドライブおよびシステム該 
断プログラムを実行するホプシヨンを表示 


ポタンとライト 

電源ボタン 

巧しボタン 

電源ライト 

緑をのライトースリープモードのとき緑をじ点滅、電源がオンのと 
き緑をに点灯 


黄をのライトー取り付けられているデバイスに問題があるとき黄を 
に点滅、巧が電力に巧頭があるときまちに点灯 （「雷 源の問頭 1をを 
BB ) 





























































"ードドライブアクセスライト 

綺を 

リンクライト 

ネットワーク巧続時は緑をの点な 

リンク保全ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

10 Mb 伝送時は緑をのライト、100 Mb 伝送時は桓をのライト、 
1000 Mb ( lGb ) 伝送時は黄色のライト 

動作ライト（内蔵ネットワークアダプタ上） 

黄色の点滅ライト 

診断ライト 

背面パネル上の4つのライト （ r 診断ライト1 参照 J ) 

スタン/くイ電源ライト 

システム基巧の AUX_PWR 


■巧 

DC 電源装置： 

ワット数 

220 W 

熱消費 

751 BTU / 時 


メモ： 熱消費は電源ユニットのワット数定格に基づいて計算されま 
す。 

電圧 

手動設定電源装置一 50/60 Hz で90 〜 135 V 、50/60 ヘルツ 
で180 〜 265 V 

バックアップバッテリー 

3 V CR 2032 コイン型リチウムバッテリー 


サイズと■量 

縦傾 

9.26 cm 

横傾 

31.37 cm 

長さ 

34.03 cm 

重量 

7.4 kg 


度境 

温度； 

動作時 

10〜35で 

お管時 

-40 〜65で 

相対湿度 

20〜80 〇/〇(結露しないこと） 

最大耐义震度： 

動作時 

0.25 G 口〜200 Hz 、0.5 オクターブ/分） 

保管時 

0.5 G 口〜200 Hz 、 l オクターブ/分） 

最大耐义衝撃： 

動作時 

己 0.8 cm / 巧の速度変化でボトム/ N - フサインパルス 

お管時 

508 cm / お'の速度を化で27 G フェアードスクェアウェーブ 

高度； 

動作時 

-15. 2~3,048 m 

保管時 

-15. 2〜10,668 m 
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Del|TM OptiPlexTM GX 520 ユー ザー ズガイド 


スモールフォームファクターコンピュータ 


情親のなま方ミモ 

巧業を閣沾する前に 

シサーシイントルーンヨンスイツチ 

スモールフ十ームファクターコンピュータ 

お巧いのスモールフォームファクターコンピュータについて 

コンピュータの内即 

スモールフォームファクターコンピュー タの仕巧 

コンピュータカバーの取りかし 

I / O パネル 

ドライブ 

PCI 力ードおよびシリアルポートアダブタ 

プロセッサ 
アドバンス磯能 


バッ了リー 

システム某巧の巧りがけ 

メモリ 

コンピュータカバーの取りかけ 

コンピュータのクリーニング 

ドライバとナベレーティンヴシステムの巧インストール 

問題のち軍ま 

Microsoft ^ Windows 巧 ） XP の特徴 

用語集 

トラブルシューティンヴツールとユーティリティ 

困ったときは 

巧訊じついて 



メモ、;ま意、警告 

b メモ： コンピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明してし巧す。 

〇 を 意： /、ードウエアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するためのモまを説明していまず。 

么 警告： 物的 損 »、けが、または巧 t の巧因となる可能性があることを示します。 

略語じついて 

略語の一黄表は、 「里墨堇」 を参照してください。 

Deir " n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft ® Windows ® オペレーティングシステム I こついての説明は適用されません。 


この文書の情報は、事前の通巧な < 変更されることがあ y ます。 
© 2005すべての着が«は Dell Inc . にちります。 


Dell Inc. の書面による許可のない複写は.いかなるお勒こおいてもあ重に禁じられています。 
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問題の解決 

Dell™ OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 

♦ バッテリーの問題 
• ドライブの問題 
♦ キーボードの問題 

• ロックアツブおよびソフトウェアの巧題 

♦ メモリの巧頭 
♦ マウスの問頭 

♦ ネットワークの巧頭 
• 雷腊の問頭 
• プリンタの問題 
♦ デフオルト設定の復元 
♦ シリアルまたはパラレルデバイスの問題 

♦ サウンドとスピーカーの問題 
♦ ビデオとモニターの問題 


バッテリーの問題 

お下を確認する前 I こ、 Diagnostics (診断)チェック リスト に 必要事項を記入してください。 

A 警吿： バッテリーの巧りがけ方が曲違っていると、新しいバッテリーが巧かする巧れがあ y ます。夕換するバッテリーは、デルが推巧するお、または同等の製品をご巧用<ださ 
^ い。巧用巧みのバッテリーは、巧巧元の巧示に従って巧男してください。 

A 警告： 本巧のモ厢を聞姑する前に、『»品情巧ガイド JI のまを手照に巧ってください。 


酱有リ 痛,哉 飾!辭^,强階 您 S な庶織 ; 綱 さ'または 編 面。 測 また,がけが表示される 


ドライブの問題 

^ 警告： 本巧の手巧を開始する脚こ、『»!品情巧ガイド J1 の安を手帕に巧ってください。 

お下を確認しながら、 Diagnostics (診断)チェック リスト に 必要事項を記入してください。 

ドライブを巧店します一 

I 別のフロッピーディスク、 CD 、 または DVD を挿入して、元のフロッピーディスク、 CD 、 または DVD に問題がないか確認します。 
I 起動ディスクを挿入して、コンピュータを再起動します。 

ドライブまたはディスクをクリーニングします一 「コンピュータのクリー ニ ング J を参照してください。 

ケーブルの巧巧をチェックします 

ソフトウェアおよびハードウ I アのコンフリクトキ田!ベます 

Dell Diaonostics(»Bn プログラムホ g 行します 


CD および DVD ドライブの問題 































b メモ： 世界を国には巧々なディスク化まがあるため、お使いの DVD ドライブでは再生できない DVD もあります。 


Windows の音量を Wfi します一 


I 画面ち下角にあるスピーカーのアイコンをクリックします。 

I 音量つまみを上にドラッグして、音量が上がったか確認します。 

I チェックマークの付いたボックスをクリックして、サウンドカ《ミュートに設定されていないか確認します。 


スピーカーおよびサブウーハーを巧巧します一 「 サウンドとスピーカーのな顆 I ホ寒照してください。 


CD/DVD-RW ドライブに書き込みができない場合 


化のプログラムを巧じます一 CD / DVD-RW ドライブはデータを書き込む隐に、一定のデータの流れを必要とします。データの流れが中断されるとエラーが発生します。 
CD / DVD-RW に書き込みを開おする前に、すべてのプログラムを終了してみます。 


CD / DVD-RW ディスクへの書き込みのがに、 Windows のスタンバイモードをなかにします 一「 電力の管理 」 を参.暗してください。 


ハードドライブの問題 


Dell IDE Hard Drive Diagnostics(IDE HD お断）プログラムをミ巧します一 

Dell IDE Hard Drive Diagnostics(IDE HD 診断)プログラムは、/ \- ドドライブをテストして、/ \- ドドライブの障害を検出したり解,まするユーティリティです。 

1. コンピュータの電源を入れます(コンピュータの電源が入ってし、る場合、再起動します）。 

2. 画面のち上隅に F2 。 Setup が表示されたら、 < Ctrl >< Alt >< d > を押します。 

3. 画面の指示に従います。 


チェックディスクを実巧します一 

1. スタート ボタンをクリックして、 マイコンピュータ をクリックします。 

2. 口ーカルディスク C : をちクリックします。 

3. プロパティをクリックします。 

4. ツール タブをクリックします。 

5. エラーチェック の巧目の チェックする をクリックします。 

6. 不をなセクタをスキヤンし回なする をクリックします。 

7. M おをクリックします。 


キーボードの問題 

^ 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『»品情苗ガイド JI のま全手阳にがってください。 


キーボードケーブルをなします一 

I キーボードケーブルがコンピュータにしっかりと巧続されているか確認します。 

I コンピュータをシャットダウンし、お使いのコンピュータの『クイックリファレンスガイド』じ記載されている通りにキーボードケーブルを接統しなおしたを、コンピュータを再起 
動します。 

I ケーブルコネクタがせ力{っていないか、ピンが壊れていないか、またはケーブルが損傷を受けていなしけ、、擦り切れていないか確認します。曲がったピンをまっすぐ I こしま 
す。 

I キーボード拡張ケーブルをかし、キーボードを直接コンピュータに接続します。 


キーボードを巧おします一 正常に機能している他のキーボードをコンピュータに接統して、使巧してみまず。新しいキーボードが機能する場合、元のキーボードに問題がありま 
す。 

















Deli Diagnostics (な断）プログラムを g 行します 


ソフトウ I アおよびハードウ I アのコンフリクトホ田べます 


ロックアップおよびソフトウェアの問題 

A 警告： 本巧のキ巧を聞巧する前に、『»品情宙ガイド JI のま全手阳にがってください。 

b メモ： お使いのコンピュータに固有のイメージをインストールしてある場合、またはオペレーティングシステムを再インストールする必要がある場合、 DSS ユーティリティをほ用します。 DSS は、 
『 Drivers and Utilities CDJI および suppo け. jp . dell.com から利用できまず。 

。 メモ： Windows XP を再インストールする隙は、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 1 Jil 降を使用する必要があります。 

コンピュータが起動しなし、 _ 

な iff ライトホな拓します 

■巧ケーブルがコンピュータとコンセントにしっかりとま巧されているか SIB します 


コンピュータの応答が停止した巧合 

の を意： ホペレーティングシステムのシャットダウンが実行できない場合、データを損失する恐れがあります。 


コンピュータの■巧を切りますー キーボードのキーを押したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、電源ボタンを 8 〜 10 巧 
な上押し続けます。その後、コンピュータを巧起動します。 


プログラムが応答しな〈なった場合 


プログラムを終7 しまず一 


1. < Ctrl >< Shift >< Esc > を同時に巧します。 

2. アプリケーシヨンを クリックします。 

3. 応答しな < なったプログラムをクリックします。 

4. タスクのお了 をクリックします。 


プログラムが繰り返しクラッシュする場合 


メモ： 通常、ソフトウェアのインストールの手 I 煩は、そのマニュアルまたはフロッピーディスクか CD に収録されています。 


ソフトウェアのマニュアルを巧度します一 必要に応じて、プログラムをアンインス!ルしてから再インストールします。 


画面が青色（ブルースクリーン）になった巧合 


元々インストールされていたバージヨンの Windows XP が、お巧いのコンビュータにインストールされていることを巧 B します 


コンビュータの■巧を切りますー キーボードのキーを押したり、マウスを動かしてもコンピュータが応答しない場合、コンピュータの電源が切れるまで、電源ボタンを 8 〜 10 巧 
な上押し続けます。その後、コンピュータを巧起動します。 


















その他のソフトウ X アの問題 


トラブルシューテイングについては、ソフトウェアのマニュアルを巧巧するか、ソフトウェアの製を元に問いをゎせます一 


I ブログラムがお使いのコンピュータにインストールされているオペレーティングシステムに対応しているか確認します。 

I お使いのコンピュータがソフトウェアを実行するのに必要な最小ハードウェア要件を満たしていることを巧設します。詳細に関しては、ソフトウェアのマニュアルを参照してく 
ださい。 

I プログラムが正し < インストールおよび設定されているか確認します。 

I デバイスドライバカけログラムとコンフリクトしていないか確認します。 

I 必要に応じて、プログラムをアンインストールしてから再インストールします。 


すぐにお巧いのファイルのバックアップを作巧します 


アンチウイルスプログラムを巧つで、ハードドライ义フロッピーディスク、または CD を供べます 


M いているファイルをすべてな存してから田じ、実行中のプログラムをすべて終了して、スタートメニューからコンピュータをシャットダウンします 


Dell Diagnostics (な R ) プログラムホ タ行し ます — すべてのテストが正常に終了したら、不具合はソフトウェアの問題に関連しています。 


メモリの問題 

じ メモ： お使いのコンピュータの起動時に、モニターにエラーメッセージまたは問題を表示できない場合、ビーブ音（ビープコード)が連続して鳴ることがあります。この連続したビープ音で、巧題を 
M 特定します。詳細に関しては、 「 ビー ブコード J をを照して〈ださい。 

お下を確認しながら、 Diaqnostics (診断)于エック リスト に 必要事項を記入してください。 

A 替告： 本巧の手巧を曲巧する前に、『»品情なガイド J のを全手順にがってください。 


メモリ不ちを示すメッセージがま示される場合一 

I 開いてし、るファイルをすべて巧巧してから閉に、使用してし、ない実行中のプログラムをずベて終了して.問題が解まするか調べます。 
I メモリの最小要件については、ソフトウェアのマニュアルを参照して〈ださい。必要に応じて、 培設メモリを巧りがけまず 。 

I メモリモジュールを巧き差しして 、コンピュータがメモリと正常に通信しているか確認します。 

I Dell Diagnostics (該断)プログラム を実行します。 


その他のメモリの巧坦が発生する場を一 

I メモリモジュールを巧き差しして -コンピュータがメモリと正常に通信してるか確認します。 

I メモリの取りけけガイドライン じ従っているか巧認します。 

I Dell Diagnostics (診断)プログラム を実行します。 


マウスの問題 


A 警吿： 本巧の手巧を拥おする!的に、『製品情巧ガイド J のま全手厢にがってください。 


マウスケーブルを巧 K します一 


1. ケーブルコネクタが曲力《っていないか、ピンが壊れていないか、またはケーブルが損傷を受けていなしけ、、擦り切れていないか確認します。曲がったピンをまっすぐにしま 
す。 

2. マウス拡張ケーブルを使用している場合は、拡張ケーブルを取りかしてマウスをコンピュータに直接接統します。 

3. コンピュータをシャットダウンし、お使いのコンピュータの『クイックリファレンスガイド』じ記載されている通りにキーボードケーブルを接続しなおしたを、コンピュータを再起 
動しまず。 























コンピュータを再ち M します一 

1. < Ctrl >< Esc > を同時に押して、 スタート メニューをき示します。 

2. U と入力してからキーボードの矢印キーを巧し、 シャットダウンする または ■巧を切る をハイライト表示して < Enl : er > を巧します。 

3. コンピュータをシャットダウンして、お使いのコンピュータの『クイックリファレンスガイド J に示されているように、再度マウスケーブルを接続しまず。 

4. コンピュータを起動します。 


ミ潑邮します-正常に 雄能して唯のマウスをコンむ-化,嫌して'巧巧してみます。新し <怪結加^ 


マウスの投をを巧度します一 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールパネル をクリックして、 プリンタとその化のハードウエア をクリックします。 

2. マウス をクリックしまず。 

3. 設定を調整します。 

PS /2 マウスを使用している場合 

1. セットアップユーティリティを起動して 、 Mouse Port オプションが On に設定されているか確認します。 

2. セットアツブユーティリティを終了して、コンピュータを再起動します。 


マクスドライバキ S インスト—ルします 


Dell Diagnostics (な g ) プログラムホ審行します 


ソフトウェアおよびハードウエアのコンフリクトホ M ベます 


ネットワークの問題 


レ: TF を巧認しながら. Diaanostics (訟断)チェック リスト に 必要ま垣ホ記入して<ださい。 


^ 警吿： 本項の手巧を拥おする！的に、『製品情報ガイド JI のま全手厢にがってください。 


ネットワークケーブルコネクタを巧 B しますー ネットワークケーブルカ《、コンピュータ背面のネットワークコネクタとネットワークジャックの両方にしっかりと挿入されているか巧 
認します。 


コンピュータの前面または背面（システムのシヤーシのタイプによります）にをるネットワークライトをお度します一 接統スピードライトが点なしてし、ない場合は、ネット 
ワーク通信が存在しません。ネットワークケーブルを取り替えます。 


コンピュータを再ち！！)して、ネットワークにログインしなおしてみます 


ネットワークのおをを巧認しますー ネットワーク管理をまたはおほいのネットワークを設定した方にお問い合わせになり、ネットワークの設定が正しいか、またネットワークが正 
常に機能しているか確認します。 


ソフトウ X アおよびハードウエアのコンフリクト去 M ベます 


電源の問題 

レ: TF を確認しながら. Diaanostics (訟が)チェック リスト に 必要ま垣を記入して〈ださい。 


^ 警告： ネ項の手おを M 巧する前に、『»お情巧ガイド J のまを手脚こがってください。 


■巧ライトが録をで、コンピュータが巧をしない場合一 「 誇がライト J を参照してください。 



























■巧ライトが綠をに点滅している場をー コンピュータはスタンバイモードに入って L 、 ます。キーボードのキーを押す力、、マウスを動かして通常の動けに戻します。 


■巧ライトカたち巧している 場合ー コンピュータの電源が切れているか、電力が供給されていません。 


I 電源ケーブルをコンピュータ背面の電源コネクタとコンセントの両方にしっかりと装着しなおします。 

I コンピュータが電源タッブに接統されている場合、電源タップがコンセントに接続され電源タップがホンになっていることを確認します。また電源保譲装置、電源タップ、電源 
延長ケーブルなどをお使いの場合、それらを取りがしてコンピュータに正し〈電源が入るか確認しまず。 

I 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが機能しているか確認します。 

I 主電源ケーブルと前面パネルケーブルがシステム基あにしっかりと接続されているか確認します。 


■巧ライトが黄をおよび巧、または黄をによなしている場合ー デバイスが誤動作しているか、正し < 取り付けられていない可能性がありまず。 

I メモリモジュールを取りかしてから取りせけます 。 

I すべてのカードを取り外してから取り付けます。 

I グラフィックスカードを取り付けている場合、取りがしてから取り付けなおします。 


■巧ライトカ<黄をに点滅している場を一 

コンピュータに電力は供給されてしなすが、内部で電源の問題が発生している可能性があります。 


I 電圧切り替えスイッチの設定が、ご使巧の地域の AC 電源に一致しているか確認します。 

I プロセッサ電源ケーブルがシステム基板にしっかりと接統されているか確認します。 


■気 的な巧 害をな 去します一 電気めな巧害の原因には、な下のものがあります。 


I 電源、キーボード、およびマウスおおケーブル。 

I 電源タップじあまりにを < のデバイスが接続されている。 
I 同じコンセントに複数の電源タップが接続されている。 


プリンタの問題 

む下を確認しながら. Diagnostics (診断)チェック リスト に 必を事項ホ記入してください。 

^ 警告： 本巧のキ巧を 開 巧する前に、『お品 情 巧ガイド JI のま全手帕にがってください。 

b メモ： プリンタのテクニカルサポートが必要な場合、プリンタの製造元にお問い合わせください。 


プリンタのマニュアルを巧 e しまずー セットアップおよびトラブルシューティングじついては、プリンタのマニュアルを参照してください。 

プリンタの電巧がホンになつていることを巧店します 

プリンタケーブルの巧なを殖おします一 

I ケーブル接続については、ブリンタのマニュアルを参照してください。 

1プリンタケーブルがプリンタとコンピュータにしつかりと接続されているか確認します。 


コンセントを巧認します一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが键能している力、確認します。 


プリンタが Windows によってされているか殖店します一 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックして、プリンタとその化の"ードウエアをクリックします。 

2. インストールされているプリンタまたは FAX プリンタを表示するをクリックします。 

プリンタが表示されたら、プリンタのアイコンをちクリックします。 

3. プロパティをクリックして、ポートタブをクリックします。パラレルプリンタの場合、巧拥先のポートを LPT 1: プリンタポートじ設定します。 USB プリンタの場合、巧 
風先のポートが USB に設定されてしぶか確認します。 


















プリンタドライバを再インス!ルします一 手順については、プリンタのマニュアルを参照してください。 


デフナルト設定の復元 


コンビュータシステムの K ををデフオルト値にするには、巧の手なを実行します一 

1. コンピュータの電源を入れます(またはち起動します）。 

2. 画面のち上角じ Press <F2> to Enter Setup とし、うメッセージが表示されたら、すぐじ<口>を巧します。 

ここで時間をおきすぎて Microsoft ® Windows ® のロゴがき示された場合、 Windows デスクトッブが表示されるまで待ちます 。スタートメ ニューからコンピュータを 
シャットダウンしてやり直します。 

3. System Management で、 Maintenance オプションを選んで、画面の巧示にがいます。 


シリアルまたはパラレルデバイスの問題 

レ: TF を確認しながら、 Diagnostics (該が)チェック リストに 必要事巧を記入してください。 


^ 警告： 本巧の手巧を M おする前に、『»品情報ガイド JI のまを手阳に巧ってください。 

& メモ： プリンタじ巧頭がある場合、 「 プリンタの問頭 I を参輯して〈ださい。 


オプション技まを巧 B します一 巧避される設田こついては.デバイスのマニュアルをを照して〈ださい。 セットアップユーティリティを起動し . Serial Port #1 設定(または才 
プシヨンのシリアルポートアダブタが取り付けてある場合は Serial Port #2 設定)または LPT Port Mode 設定が巧奨された設定と一致しているか確認します。 


Dell Diaonostics (» g ) プログラムホ交行します 


サウンドとスピーカーの問題 

レ: TF を確認しながら、 Diagnostics (診断)チェック リスト に 必要事項を記入してください。 

/ K 、 警告： 本巧のモ巧を曲巧する前に、 『 K 品情巧ガイド JI のまを手帕に巧ってください。 

スピーカーから 音がしない場合 

b メモ： MP 3 プレーヤーの音量調節は、 Windows の音量設定よリ擾先されることがあります。 MP 3 の音楽を聴いていた場合、プレーヤーの音量が+分か確認してください。 

スピーカーケーブルのを巧を巧 B しますー スピーカーに付属してし、るセットアップ図に示されているようじ、スピーカーが接続されているか確認します。才ーディホカードをご 
購入された場合、スピーカーが力ードに接続されているか確認します。 


サブ ウーハーおよびスピーカーの ■源が 入っているか 巧度し ますー スピーカーじ 付属してしぶセットアップ図を参照して < ださい。 スピーカーに ボリ ュームコントロールが 付 
いている場合、音量、ほ音、または高音を調整して音の至みを解消します。 


Windows の音量を M 整します一 画面のち下ちのスピーカーアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定されていないか巧 
認しまず。 


ヘッドフホンをヘッドフォンコネクタから巧りかしますー ヘッドフォンがコンピュータの前面パネルじあるヘッドフォンコネクタに接続されている場合、スピーカーからの音声は自 
動的に無効じなります。 
























コンセントを巧 B します一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが钱能しているか確認します。 


デジタルモードをち巧にします一 CD ドライブがアナログモードで動作している場合、お使いのスピーカーは機能しません。 


1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールパネル をクリックして、 サウンド、ち声、および才ーディオデバイス をクリックします。 

2. サウンドとナーディオデバイス をクリックします。 

3. ハードウ エア タブをクリックします。 

4. CD ドライブのち前をダブルクリックします。 

5. プロパティ タブをクリックします。 

6. この CD - ROM デバイスでデジタル音楽 CD をを用可佑にする ボックスじチェックマークを付けます。 


■気的な巧害をお去しますー コンピュータのぶ〈で使用している扇風機、堂光灯、またはハロゲンランプの電源を切り、干渉を調べます。 


スピーカーのな断プログラムを実行します 


ナーディナドライバホ S インス I -- ルし去す 


デバイスのオプション担:をを巧 B しますー セットアップユーティリティを起動して . Audio Controller ホブションが On に設定されているか確認します。セットアップユーテ 
イリテイを終了して、コンピュータを再起動します。 


セットアツフユーテゴリテイをお 串ぶしまを 


Deli Diagnostics (お ff ) プログラムホち巧しま す 


ソフトウェアおよびハードウエアのコンフリクトホ田べます 


ヘッドフォンから音が出ない場合 


ヘッドフォンケーブルの巧なを巧巧しますー ヘッドつホンケーブルがヘッドフォンコネクタにしつかりと接統されているか確認します。 


デジタルモードをな巧にします一 CD ドライブがデジタルモードで動作している場合、お使いのヘッドフォンは機能しません。 


1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールパネル をクリックして、 サウンド、音声、および才ーディオデバイス をクリックします。 

2. サウンドとホーデイオデバイス をクリックしまず。 

3. ハードウ エア タブをクリックします。 

4. CD ドライブのち前をダブルクリックします。 

5. プロ/《ティ タブをクリックします。 

6. この CD - ROM デバイスでデジタル音楽 CD を巧用可能にする ボックスのチェックマークをがします。 


Windows の音量を MS します一 画面のち下ちのスピーカーアイコンをクリックまたはダブルクリックします。音量が上げてあり、サウンドがミュートに設定されていないか巧 
認します。 


ビデオと モニターの 問題 

レ: TF を確認しながら、 Diagnostics (診断)チェック リスト に 必要事項を記入してください。 

A 警告： 本巧の手巧を曲巧する前に、 『 K 品情巧ガイド JI の巧を手帕にがってください。 

画面に何も表示されない場合 

& メモ： トラブルシューティングの手順じついては、モニターのマニュアルを参暖•してください。 


モニターのケーブル巧*!をな S します一 


























I グラフィックスカードをご購入された場合、モニターが力ードに接続されているか確認します。 

I お使いのモニターが正しく接続されているか確認します(コンピュータに付属している『クイックリファレンスガイド J 1 を参照）。 

I ビデホ延長ケーブルを使巧していて、ケーブルを取りかすと問題が解決する場合、延長ケーブルに問題があります。 

I コンピュータの電源ケーブルとモニターの電ミ原ケーブルを交換して、電源ケーブルに問題がなしけ、確認します。 

I 曲がったり壊れたりしたピンがないか、コネクタを確認します。（モニターのケーブルコネクタは、通常ピンが欠けています）。 


モニターの■巧ライトを巧皮します一 電源ライトが消巧している場合、ボタンをしっかりと巧して、モニターに電源が入っていることを確認します。電源ライトが点灯または点滅し 
ている場合、モニターには電力が供給されています。電源ライトが点滅する場合、キーボードのキーを巧すかマウスを動かします。 


コンセントを巧認します一 電気スタンドなどの別の電化製品で試して、コンセントが钱能しているか確認します。 


モニターを巧なします一 正常に钱能している他のモニターをコンピュータに接続して、使用してみます。新しいモニターが钱能する場合、元のモニターに問題があります。 


な K ライトホ巧 K します 


力ードの設まを巧巧しますー セットアップユーティリティを起動して 、 Primary Video オプションが正し < 設定されているか確認します。セットアップユーティリティを終了し 
て、コンピュータを再起動します。 


モニターのセルフテストを実行します一 詳細については、モニターのマニュアルを参照してください。 


画面が見づらい場合 


モニターの投をを隹巧しますー モニターのコントラストと輝度の調整、モニターの消描、およびモニターのセルフテストを実行する手順については、モニターのマニュアルを参 
目召してください。 


サブ ウーハーをモニターから難しますー スピーカーにサブウーハーが含まれている場合、サブウーハーがモニターから60センチな上難れていることを確認します。 


か巧■巧をモニターから難します一 扇風獲、堂光灯、ハロゲンランプ、およびその他の電気機器は、画面の状態を不安定じすることがあります。コンピュータの近くで使用して 
し、る機器の電源を切ってみてください。 


Windows のディスプレイ担:をを|)|ぉします一 


1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールパネル をクリックして、 デスクトップの表示とテーマ をクリックします。 

2. 画面をクリックして 、 K を タブをクリックします。 

3. 画面の保な度と画面のを の設定を変更します。 


且夕に匡を 




















Del|TM OptiPlexTM GX520 ューザーズガイド 


ミニタワーコンピユータ 


情おのなま方を 
作業を開おする前に 
シヤーシイントルーンヨンスイッチ 
お巧いのミニタワーコンピュータについて 

コンピュータの巧前 
ミニタワーコンピュータの仕様 

コンピュータカバーの取りかし 

I / O パネル 

ドライブ 

PCI 力ード 、 PCI Express 力ード、およびシリアルポートアダプタ 



プロセッサ 
アドバンス罐蓝 



バッテリー 

システムを巧の取り付け 

コンビユータカバーの 取り付け 

コンピユータのクりーニンヴ 

ドライバとオペレーティングシステムの再インストール 

巧題の解み 

Microsoft ® Windows ® XP の特徴 



トラブルシューテインヴツールとユーテイりテイ 

困ったときは 

な訊じついて 


メモ、 を意、警告 

^ メモ： コンピュータを巧いやすくするための重要な情報を説明しています。 

〇 ?ま 意： /、ードウエアの損傷やデータの損失の可能性を示し、その危険を回避するための方法を説明していまず。 

么 警告： 巧 的 損害、 けが、または巧亡の 巧 因となる可 お 性があることを示します。 

略語に ついて 

略語の一黄表は、 「 巧語集」 を参暖丄てください。 

Deir " n シリーズコンピュータをご購入いただいた場合、このマニュアルの Microsoft ® Windows ® ホペレーティングシステムについての説明は適巧されません。 


この文書の情«は、事前の通巧な <変更されることがあ y ます， 
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Del|TM OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 

b メモ： コン ピュータを使いやす〈するための重要な情報を説明して し 巧す。 

の を 意： /、ードウエアの損傷やデータの損失の可能性があることを示し、その危険を回避するためのモまを説明しています。 

^ 警告： 物的損»、けが、または巧 t の巧因となる可能性があることを示します。 

略語の一監表は、 「 用語集 J を参障.してください。 

Deir " n シリーズ コン ピュータをご購入いただいた場合、 このマニュアルの Microsoft ® Windows ⑥オペレーティングシステムについての説明は適巧されません。 
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トラブル シュー ティン グツー ルと ユーテ ィリティ 

Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

♦ Dell Diagnostics (教断)プログラム 

• システムライト 
♦ 診断ライト 
• ビープコード 
♦ エラーメッセージ 

♦ ソフトゥ_エアをよだハードウエアのを互を！生の徑を 


Dell Diagnostics (診断）プログラム 

^ 養告： 本巧の手巧を聞姑する前に、『»品情 ff ガイド JI のまを手順に巧ってください。 

Dell Diagnostics (診断）プログラムを使用するち合 

コンピュータに巧頭がを生した場合. デルにお問い合わせじなり テクニカルサポートをきける前に.この項のチェック事 I 胃を奎巧してから . Dell Diagnostics (診断)プログラムを実斤します。 
作業を始める前に、これらの手順を印刷しておくことをお勧めします。 

〇 を童： Dell Diagnostics (該断)プログラムは、 Dell … コン ピュータ上でのみ锁能します。 

セットアップユーティリティを起動し . コンピュータの設定情報を閲監して、テストするデバイスがセットアッブユーティリティに表示され、アクティブであることを確認します。 

ハードドライブ または 『 Drivers and Utilities CD JI (オプションの CD 、 ResourceCD とも呼びます)から Dell Diagnostics (該断)プログラムを起動します。 


ハードドライブから Dell Diagnostics (診が）プログラムを開おする巧合 

1. コンピュータの電源を入れます(または再起動します）。 

2. DELL ™ のロゴが表示されたら、すぐに < F 12> を巧します。 

じ メモ： 診断ユーティリィティパーティシヨンが見つからないことをそ日らせるメッセージが表示された場合は 、 『Drivers and Utilities CDJ (ホプシヨソから Dell Diagnostics (診巧)プログラム 
を実行してください。 

ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft ® Windows ® デスクトッブがき示されるまで待ちます。巧に、コンピュータをシャットダウンして、もう一 
度やり直します。 

3. 起動デバイスの一監が表示されたら、 Boot to Utility Partition をハイライト表示して、 < Enter > を巧します。 

4. Dell Diangnostics (該断)プログラムの Main Menu 力 s 表示されたら. 実巧するテストを興びます 。 


Drivers and Utilities CD (オプショソからの Dell Diagnostics (診巧）プログラムの起動 

1. 『 Drivers and Utilities CDJI (ホブション）を}舌人します。 

2. コンピュータをシャットダウンして、再起動します。 

コン ピュータの起動時にデルの□ゴが表示されたら、すぐに < F 12> を押します。 

ここで時間をおきすぎて、オペレーティングシステムのロゴがき示された場合、 Windows デスクトップが表示されるまで待ちます。次に、コンピュータをシャットダウンして、もう一度やり直しま 
す。 

^ ゾモ： 次の手順は、起動順をを1回だけを要します。次回の起動時ロホ、コンピュータはセットアツブユーティリティで指定したデバイスに従って起動します。 

3. 起動デバイスの一黄が表示されたら、 IDE CD-ROM Device を"イライト表示して、 < Enter > を巧しまず。 

4. CD 起動メニューから IDE CD-ROM Device オプションを選択します。 

















5. 表示されたメニューから Boot from CD-ROM オプションを選択します。 

6. 1 と入力して 、 『Drivers and Utilities CDJ のメニューを開始します。 

7. Dell Diagnostics (診断)プ□グラムを起動ずる場合は 2 と入力しまず。 

8. 番号の付いたリストから Run the 32 Bit Dell Diagnostics を選巧します。複数のバージョンが表示されている場合、おほいのコンピュータに該当ずるバージョンを選びます。 

9. Dell Diangnostics (該お)プログラムの Main Menu が表示されたら. 実巧するテストを漠びます 。 


Dell Diaanostics (診巧）プログラムのメインメニュ ー 


1 .Dell Diagnostics (診断)プログラムが口ードされ Main Menu 画面が表示されたら、希望のホプシヨンのボタンをクリックします。 


オプション 

植化 

Express Test 

デバイスのクイックテストを実行します。通常このテストは10〜20分かかり、お客巧の操作は必要ありません。最巧に Express Test を実行すると、問題を素早<特定できる 
可能性が増しまず。 

Extended 

Test 

デバイスの全体チェックを実行します。通常このテストは1時間な上かかり、定期的に質問に応答するを、要があります。 

Custom Test 

4寺をのデバイスをテストしまず。実巧するテストをカスタマイズできます。 

Symptom 

Tree 

お出した最も一赃的なをがを一監表示し、問題のをがに基づいたテストを選巧することができます。 


2. テスト実行中に巧題力 《 検出されると、エラーコードと問題の説明を示したメッセージがき示されます。エラーコードと問題の説明を記録し、画面の指示に従います。 

エラーが解巧できない場合、 デルにお問い合わせください 。 

^ メモ： をテスト画面の上部には、コンピュータのサービスタグが表示されます。デルにお問い合わせになった隙に、テクニカルサポート担当者がサービスタグをお巧いいたします。おほいのコンピ 
W ュータ のサービスタグは. セットアップ ユー ティリ ティ の System Info ホプシヨンにき示されています。 


3. Custom Test または Symptom Tree オプションからテストを実行する場合、適切なタブをクリックしまず(詳細についロホ、な下の表を参照）。 


タブ 

植お 

Results 

テストの結果、および発ちしたすべてのエラーのが態を表示します。 

Errors 

検出されたエラーが態、エラーコード、問題の説明が表示されます。 

Help 

テストについて説明します。また、テストを実斤するための要件を示す場合もあります。 

Confiauration 

選巧したデバイスの/\-ドウてア構巧を表示します。 

Dell Diaanostics (該断)ブログラムは、セットアップユーティリティ、メモリ、および様々な巧卽テストからすべてのデバイスの設定情報を入手し、画面の左側ペインのデバイスー 
黄に表示します。デバイスー黄じは、コンピュータにおり付けられたすべてのコンポーネントを、またはコンピュータじ接続されたすベてのデバイス名が表示されるとは限りません。 

Parameters 

テストの設定を変更して、テストをカスタマイズすることができます。 


4. 『Drivers and Utilities CD ! から Dell Diagnostics (診巧)プログラムを実巧している場合、テストが終了したら CD を取り出します。 

5. テスト画面を閉じ、 Main Menu 画面に戻ります 。 Dell Diagnostics (該が)プログラムを終了しコンピュータを再起動するロホ、 Main Menu 画面を閉じます。 


システムライト 


おほいの電源ボタンライトおよびハードドライブライトは、コンピュータの問題を示すことがあります。 


■巧ライト 

巧记のおお 

巧巧される化 ■ 

緑色の点な 

電源がホンで、コンピュータは正常に動作しています。デスクトップコンピュー 
夕では、緑をのライトの点巧は、ネットワークが接統されていることを示しま 
す。 

対応処置は必要ありません。 

緑をの点滅 

コンピュータは省電カモードです （ Microso れ⑥ Windows ⑥ XP の場合）。 

電源ボタンを押したり、マウスを動かしたり、キーボードのキーを巧ずことで、コンピ 
ュータの操巧を再開できます。 

緑色に数回点滅したあとオフにな 
る 

設定エラーがを生しています。 

同ちの巧頭を識別できるかドうか掩 f おするために. 診断う イトを巧話!します。 

黄をの点■な 

Dell Diaanostics (該巧)ブログラムがテストを実行中、またはシステム基 
巧のデバイスが不良力、、正し<取り付けられていない可能性があります。 

Dell Diagnostics (診断け□グラムが実行中であれば、テストを挺了させます。 

コンピュータが作動しない場を、 デルに連絡して テクニカルサポートをきけてくださ 
































い。 

黄をの点滅 

電源装置またはシステム基板の障害が発ましました。 

「電脯の問顆1 をを照してください。 

POST 中に、緑をの点灯とビープ 

コード 

BIOS 実行中に問題が検出されました。 

ビープコードによる該断についロホ、 r ビープコード 1を参.暗してください。また、特定 
のな頭が證别されているかをお韶するためじ. 誇邸 ライトを 巧敦します。 

POST 中の緑をの点な、ビープ 
コードおよびビデホ表示なし 

モニターまたはグラフィックスカードが不良力、、正し<取り付けられていない可 
能性があります。 

同もの巧頭を證別できるかドうか巧韶するためじ. 該斷 ライトを 巧敦します。 「ビデ 
才とモニターの問頭 1を参照してください。 

POST 中の緑色の点な、ビープ 
コードはないがコンピユータがロッ 
ク 

内蔵システム基巧に夕陥がある可能性があります。 

同もの巧頭を證別できるかドうかお韶するためじ. 該斷 ライトを 巧敦します。 PS 頭 
が識別されない場合. デルにお問い合わサ1こなり テクニカルサポートホをけて < ださ 
い。 


診断ライト 


A 警告： 本巧の手巧を拥抬する前に、『»品情篇ガイド J の安を手厢にがってください。 


問題のトラブルシューティングを容易じするため、お使いのコンピュータには前面または背面パネルに「1」、口」、「3」、および「4」とラベルの付いた4つのライトが搭載されています。これらのライトは、 
緑をに点灯するか消巧しています。コンピュータが正常に起動した場合、起動プロセスが完了するとライトのパターンとコードがを化します。コンピュータが正常に起動した場合、起動プロセスが完了する 
とライトのパターンとコードがを化します。システム起動プロセスの POST が正常に終了すると、4つのライトはすべて緑をに点灯します。 POST ブロセス中にコンピュータが誤動作した場合、 LED に 
表示されるパターンで、プロセスのどこでコンピュータが停止したか識別できる場合がありまず。 


& メモ： 診断ライトの向きは、システムのタイプじよって異なります。該断ライトは、縦向きまたは横向きのどちらかです。 


ライトバターン 

巧届の悦巧 

巧巧される巧 置 

0 ) ◎③ @ 

コンピュータが通常の r オフ」のが 態、 または 

BIOS Jil 前に障害が起こっている可能巧がありま 
す。 

コンピュータが正常にオペレーティングシステムを 
起動した場合、診がライトは点灯しません。 

コンピュータを使用可能なコンセントにお結し、電源ボタンを押します。 

00(3)0 

BIOS 憤害が発生した可能性があります。コンピ 
ュータは修復モードです。 

BIOS Recovery Utility を実行し BIOS の修復処理が完了するのを待って、コンピュータを再起動します。 

O@(D0 

プロセッサに摩害が起こっている可能性がありま 
す。 

ブロセッサを取りかけなおして、コンピュータを再起動します。 

00(3)0 

メモリモジュールが検出されました力{、メモリ障害 
力《発ましています。 

1 取り付けているメモリモジュールが 1 つの場合、そのモジュールを取り付けなおしてコンピュータを再起動します 
(メモリモジュールの取り外しまたは取り付け方まについでホ、 「メモリ」 を参.暗してください）。 

1 取り付けているメモリモジュールが 2 つな上の場合、モジュールを取り外し、モジュール 1 つを取り付けなおして 
コンピュータを再起動します。コンピュータが正常に起動する場合、別のモジュールを追加します。垣害のあるモジ 
ュールがちつかるまで、あるいはエラーなしにずベてのモジュールを取り付けなおすまで続けます。 

1 同じ種類の正常に動作しているメモリがあれば、そのメモリをコンピュータに取り付けます。 

1 Pol 頭が溶みしない場合は、デルにお問い合わせください。 

©◎③ (D 

グラフィックスカードの障害が発生した可能巧があ 
ります。 

1 コンピュータにグラフィックスカードを取り付けている場合、力ードを取りかし、取り付けなおしてコンピュータを再起 
動しまず。 

1 それでもお題が解みしない場合、動巧を確認巧みのグラフィックスカードを取り巧け、コンピュータを再起動しまず。 

1 P 占頭が度 ミ 尖しない場ち.まわはグラフィックスがコンピュータじ巧商されている場合.デル[こお PS い合わサ〈ドみ、。 

©◎(D© 

フロッピードライブまたはハードドライブの障害が 
発生した可能性がありまず。 

すべての電源ケーブルおよびデータケーブルを接続しなおし、コンピュータを巧起動します。 

〇 ©@@ 

USB の障害が発ちした可能性があります。 

すべての USB デバイスを取り付けなおし、ケーブル接結を確認して、コンピュータを再起動します。 

©◎③の 

メモリモジュールが検出されません。 

1 取り付けているメモリモジュールが 1 つの場合、そのモジュールを取り付けなおしてコンピュータを再起動します 
(メモリモジュールの取りかしまたは取り付け方法についでホ、 「メモリ 1 ををおしてください）。 

1 取り付けているメモリモジュールが 2 つな上の場合、モジュールを取り外し、モジュール 1 つを取り付けなおして 
コンピュータを再起動しまず。コンピュータが正常に起動する場合、別のモジュールを追化します。頃害のあるモジ 
ュールがちつかるまで、あるいはエラーなしにすベてのモジュールを取り付けなおすまで続けます。 

1 同じ種類の正常に動作しているメモリがあれば、そのメモリをコンピュータに取り付けます。 

1 P 占頑が度み 1 .ない場ちは.デルにわ問いをわサ<ド束い。 


メモリモジュールは検出されました力{、メモリの設 
定または互換性エラーが存在します。 

1 特別な メモ ij モジュールあるいはメモ IJ コネクタ記 吊を件 がないか巧認します。 

1 取り付けるメモリモジュールがコンピュータと互換性があるか巧認します。 

1 PS 頭がおみしない場合は.デルにお P 占い合わサ〈ピさい。 

0000 

障害が発生しました。 

このパ々ーンは 中’ソトアップ ユー ティ u 干ィを扣 動し 
ているときにも表示され、題があることを示して 
いるわけではない場合があります。 

1 ハードドライブ、 CD ドライブ、および DVD ドライブからシステム基おへケーブルが正し〈接続されていることを確 
認します。 

1 モニター画面にき示されるコンピュータメッセージを確認します。 

1 Pol 頭が経みしない場合は、デルにお Pol い合わせください。 

00(3)0 

POST が終了すると、 4 つの該断ライトすべてが 
緑色に短時間点灯してからライトが消え、通常の 
動作状態を示します。 

特にありません。 








































ビープコード 


お使いのコンピュータの起動谢こ、モニターにエラーメッセージまたは問題を表示できない場合、ビープ音が連続して鳴ることがありまず。この連続したビープ音はビープコードと呼ばれ、問題を特定しま 
す。連続したビープ音ロホ、ビーブ音がまず1回鳴り、次に連続して3回鳴ってから、1回鳴るものがあります(コード1-3-1)。このビープコードは、コンピュータがメモリの問題を検出したことを知ら 
せます。 

起動時にコンピュータがビーブ音をおする場合、次の手順を実斤します。 

1. Diagnostics (該節）チェック リスト に ビープコードを書き込みます。 

2. Dell Diagnostics (診断)プログラム を 実行し、その原因をつきとめます。 

3. デルに連給して テクニカルサポ~卜を受けて〈ださい。 


コード 

原因 

1-1-2 

マイクロプロセッサレジスタ障害 

1-1-3 

NVRAM 読み書き廣害 

1-1-4 

ROM BIOS チェックサム障害 

1-2-1 

プログラム可能インターバルタイマー障害 

1-2-2 

DMA 巧巧化障害 

1-2-3 

DMA ページレジスタ読み書き障害 

1-3 

ビデホメモリテスト曜害 

1-3-1 〜 2-4-4 

メモリが正しく認識されていなし、かな用されていない 

3-1-1 

スレーブ DMA レジスタ障害 

3-1-2 

マスタ DMA レジスタ障害 

3-1-3 

マスタ割り込みマスクレジスタ障害 

3-1-4 

スレーブ割り込みマスクレジスタ障害 

3-2-2 

割り込みベクトル□ード障害 

3-2-4 

キーボードコントローラテスト障害 

3-3-1 

NVRAM 電力損失 

3-3-2 

無知な NVRAM 設定 

3-3-4 

ビデオメモリテスト暗害 

3-4-1 

画面初期化障害 

3-4-2 

回面リトレース障害 

3-4-3 

ビデオ ROM の検索障害 

4-2-1 

タイマーチックなし 

4-2-2 

シャットダウンエラー 

4-2-3 

Gate A 20 エラー 

4-2-4 

ブ□テクトモードで予期せめ割り込みあり 

4-3-1 

アドレス OFFFFh な上のメモリ幢害 

4-3-3 

タイマーチップカウンタ2の障害 

4-3-4 

時計の停止 

4-4-1 

シリアルまたはパラレルポートテスト障害 

4-4-2 

シャドウメモリにコードをち军ま不可 

4-4-3 

数惜演算コプロセッサテスト障害 

4-4-4 

キャッシュテスト障害 


エラーメッセージ 

レ ITF を確認しながら. Diagnostics (診断)チ: L ッ クリスト に 必を事巧を記入してください。 

^ 警告： 本巧の手巧を 曲 巧する前に、『製品 情 巧ガイド J のをを手照に巧ってください。 

メッセージが一篇にない場合、オペレーティングシステムまたはメッセージがき示された際に実巧していたプログラムのマニュアルを参照してください。 











































ファイルちには巧の义ホは巧用できません： ¥/:*?"<>! - これらの記号をファイルちじ使用しなし、でください。 


化要な .DLL ファイルがみつか y ませんー アプリケーシヨンプログラムに必要なファイルがありません。次の操作を行し、、アプリケーシヨンプログラムを削除して再インストールします。 


1. スタートボタンをクリックし、コントロールバネルをクリックして、プログラムの追化と削おをクリックします。 

2. 削除するプログラムを選巧しまず。 

3. 肖り除ボタンまたは巧まとが除ボタンをクリックしまず。 

4. インストール手順については、プログラムのマニュアルを参照してください。 


警告！ このシステムの前回の盾 曲 時に、チェックポイント [ minn ] で历 S が発生しました。この巧 fi を 解 ホするには、このチェックポイントをメモしてデルテクニカルサボートにお問い合 
わせ < ださいー デルにお問い合わせじなん チェック ポイントコード （ nnnn ) をテクニカルサポート巧当をじおがらせください。 


をなでの巧きに失巧しました一 r ドライブの問題 J を参照してください。 


コマンドちまたはファイルちが*います一 正しいコマンドを入力したか、スぺースの位置は正しいか、パスちは正しいかを確認します。 


ディスク上で正し < ない ECC (エラー修正コード)が巧み取られました一 「ドライブの問題」 を参照してください。 


コントローラに 障害が 発生しました一 r ドライブの巧頭 I ホをおしてください。 


データエラ- 「 ドライブの問題 」 を参照してください。 


巧用可化なメモリが滅かしてぃます一 

「ロックアッフおよびソフトウェア の問頭 I ホを照してけこ‘さい。 


デイスケットドライブ 0 でシークに失巧しました一 「 ドライブの問題 J を参照してください。 


デイスケット R みなりエラ- 

「ドライブの問題」 を参照してください。 


デイスケットサブシステムのリセットに失なしました一 Dell Diaanostics (該新）ブロ グラムを 実巧します。 


ディスケットは 書込み 巧止に巧をされていますー フロッピーディスクの書き込み防止ノッチをスライドさせて開きます。 


ドライプの単備ができていませんー フロッピーディスクをドライブに入れます。 


Gate A20 エラ - 

「 ロックアッフおよびソフトウェアの問頭 I ホを照してけこ‘さい。 

ドディスク構巧エラーー 

ハードディスクコントローラに 旧记 がわ y モす一 

-卜•ディスクドライブに巧担があ y ます一 

/\-ドディスクドライブに巧 H があ y ます一 

「 ドライブの巧頭 I を参照してください。 


ち曲可巧なメディアを巧入して < ださい一 起動フロッピーディスクまたは CD を挿入します。 

































担:定情報が無巧です。セットアッププログラムを実行して < ださいー セットアップユーティリティを 起動し、 コンピュータの設定情報を正し < 設定します。 


キ ーポー ドで陣害が発生しました一 r キーボードの巧頭 I ホを照して〈ださい。 


メモリアドレスラインエラー( アドレス .なみ巧り植モ S 値)— 「 ロックアップおよびソフトウェアの問題 」 を参照して〈ださい。 


メモリ割り当てェラー- 


1. コンピュータの電源を切り、30秒待ってからコンピュータを再起動します。 

2. 再度プログラムを実行してみまず。 

3. 再度エラーメッセージが表示される場合、トラブルシューティングについては、ソフトウェアのマニユルを参照してください。 


メモリデータラインエラー( アドレス 、 R み巧り恒モ巧値 ) — 


メモリのダブルワードロジックエラー( アドレス . a み巧り植卞 g 植 ） — 

メモリの巧な/ W 化ロジックエラー( アドレス 、 ft み取 y 値モ巧植 ） - 

メモリ書き込み/ R み巧 y エラー（ アドレス 、 R み巧り値卞な僮)— 


CMOS のメモリサイズが無かです一 

「ロックアツフおよびソフトウ王ア の間頭 I ホを照してけこ‘さし、。 


巧用可巧なち動デバイスがちリません一 

I フロッピードライブカ 《 起動デバイスの場合、起動ディスクがドライブに挿入されているか確認します。 

I ハードドライブが起動デバイスの場合、ケーブルがドライブに適切に取り付けられていて、起動デバイスとしてパーティシヨン分割されていることを確認します。 
I セットアップユーティリティをお動して .起動順をの情報が正しいか確認します。 


ハードディスクドライブ上にプートセクターがありませんー セットアップューティリティを起動して .コンピュータのハードドライブ境成情親が正しいか確認します。 


タイマーチックの割り足みがありません一 Dell Dia a nostics (該断） プログラム を 実行します。 


ホシステムのディスクであるか、またはディスクでエラーカ<発生しました一 起動可能なオペレーティングシステムが入ったフロッピーディスクと交換するか、フロッピーディスクをドライブ A から 
取り出して、コンピュータを再起動します。 


を»ディスクではあ y ません一起動 ディスクを挿入して、コンピュータを巧起動します。 


メモリまもはリソースが不足しています。し、<つかのプログラムを田じてもう一まやり直します一 すべてのウィンドウを閉じて、ほ用するブログラムを開きます。場合によつては、コンピュータ 
を巧起動してコンピュータリソースをを元する必要があります。その場合、最初にほうプログラムを開きます。 


オペレーテイングシステムが見つかりません - デルにお問い合わせください。 


プラグアンドプレイ投をエラ— 


1. コンピュータの電源を切り、コンセントから取りかしまず。次に、力ードを1枚だけ残してすべて取りがします。 

2. コンピュータのブラグを差し込み、再起動します。 

3. メッセージが表示される場合、取り付けられている力ードが誤動作している巧能ながあります。メッセージが再度表示されない場合、コンピュータの電源を切り、别の力ードを1巧挿入します。 

4. 誤動かしている力ードカかかるまで、この手順を繰りあします。 


読みなリエラ- 


化要なセクターが巧つかりません一 






























リセットにた巧しました一 

「 ドライブの問題 」 を参照してください。 

セクタ ーカ t 見つか y ません一 

I Windows のエラーチェックユーティリティを実行して、フロッピーディスクまたはハードドライブのファイル構造を調べます。手順につい订ホ、 Windows ヘルプを参照してください。 
I を<のセクターに摩害がある場合、可能であればデータをバックアップして、フロッピーディスクまたはハードドライブを再フオーマットしまず。 


シークエラ - 「 ドライブの問頭 I をを鹿して〈ださい。 

シャットダウンに失巧しました一 Dell Diagnostics (診断)ブログラム を 実行します。 

時巧檐構が伴止しました一 

時 ft が投定されていません。セットアップユーティリティを実行して<ださい一 

セットアップユーティリティをお動し . 日時を訂正しまず。巧頭が偶ホしない場合、 バッテリーを交袍 します。 

タイマーチップカウンタ 2 で陣ちが発生しました一 Dell Diaonostics (訖節）ブロヴ ラムを 実行します。 

巧»モードでモ巧しない ay 达みがあ y ました一 Pell Diagnostics (診節)プロヴ ラム を 実行します。 

警告：[プライマリ/セカンダリ] EIDE コントローラ上のドライブ [0/1] が、巧#の仕巧ホの巧境で動作していることを、デルのディスクモニターシステムが埃巧しました。すぐにデ 
—夕をバックアップし、サボートデスクまたはデルに田い合わせてハードドライブを交換することをお巧めします一 

すぐに利用できる安換用のドライブがな <、 そのドライブが巧一のお動ドライブではない場合. セットアップユーティリティを起動して - 問題が発生したドライブの設定を None に変更しまず。次に、ドラ 
イブをコンピュータから取りかします。 

書き 迅みエラーー 

迅巧したドライブで II き込みエラーがあリました一 

「 ドライブの問題 」 を参照してください。 

< ドライブ文を >:¥にアクセスできませんデバイスの単供ができていません一 選巧したドライブでメディアを読み取れません。メディアのタイプに応じて、フロッピー、 CD および ZIP デイス 
クをドライブじ挿入し巧度試してみます。 


ソフトウてアおよびハードウてアの非互換性の解決 

0 S のセットアップ中にデバイスカ 《 検出されないか、検出されても間違って設定されている場合、デバイスマネージャまたはハードウェアに関するトラブルシューティングを使用して非互換性を解まするこ 
とができます。 

Microsoft® Windows® XP 

デバイスマネージャで非互換性の問題を解;夫する口 ±、巧の手順を実斤します。 

1. スタートボタンをクリックし、コントロールパネルをクリックします。 

2. パフ十ーマンスとメンテナンスをクリックして、システムをクリックします。 

3. ハードウ エア タブをクリックして、デバイスマネージヤをクリックしまず。 


4. デバイスマネージャリストで、間違って設定されてしぶデバイスを確認します。 

























間違って設定されているデバイスは黄色い感嚷巧川で示され、デバイスが無細こなっている場合にはホい X で示されまず。 


5. 感嘆巧でマークされたデバイスをダブルクリックして、 プロパティ ウィンドウをき示します。 

プロパティ ウィンドウの デバイス のげ態領域に、再設をが必要なデバイスがレポートされます。 

6. デバイスを再構巧ずるか、または デバイスマネージヤ からデバイスを削除します。デバイスの設をについては、デバイスにが属しているマニュアルを参暖•してください。 
Windows XP のハードウエアに関するトラブルシューティングを使って非互換性を解巧す对こは、次の手順を実斤します。 

1. スタート ボタンをクリックして ヘルプとサボート をクリックします。 

2. 巧索 フィールドに/\-ドウエアに関するトラブルシューティングと入力し、次じを印をクリックして検索を姑めます。 

3. 巧ホのち果 の一黄で 、ハードウエアに B 9 するトラブルシューティングを クリックします。 

4. ハードウエアにおするトラブルシューティングー黃で、コンビュータにをるハードウエアの巧合を#ホしますをクリックして、ホへをクリック しまず。 




目次に戻る 


Del|TM OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 


目次に戻る 





目次に戻る 


保証に ついて 

Dell™ OptiPlexTM GX520 ユーザーズガイド 

『サービス色サポートのご案内』をご篇< ださい。 
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Microsoft© Windows© XP の特徴 

Dell ™ OptiPlexTM GX 520 ユーザーズガイド 

♦ 新しいコンピュータ への 情報の乾送 
• ユーザーアカウントおよびユーザーの 簡易切り替え 

♦ 家庭巧わよぴ企業巧ネットワークのセットアップ 


新しい コン ピュ ータ への情報の転送 

Microsoft Windows XP のオペレーティングシステムでは、ソースコンピュータから新ししロンピュータにデータを転送するためのファイルと設定の転送ウィザードを提烘しています。下記のデータが 
転送できまず。 

I E - メ ール 

I ツールバーの設を 

I ウィンドウのサイズ 

I インターネットのブックマーク 

新ししロンピュータじネットワークまたはシリアル接続を介してデータを乾送したり、書き込み可能 CD 、 またはフロッピーディスクなどのリムーバブルメディアにデータを保存したりできます。 

新ししロンピュータに情報をお送するには巧の手順を実行します。 

1. スタート ボタンをクリックし、 すべてのプログラムー » アクセサリ ー システムツールと ポイントして、 ファイルと巧まのおを ウイザードをクリックします。 

2. ファイルと R をのちをウィザードの M 巧 画面が表示されたら、々 へ をクリックします。 

3. これはどちらのコンピュータですか？ 画面で ちをホの新しし、コンピュータ をクリックし、 巧へ をクリックします。 

4. Windows XP CD があリますか？ 国面で Windows XP CD からウィザードを巧います をクリックし、 巧へ をクリックします。 

日. 今、古いコンピュータに行ってください 画面が表示されたら、古いコンピュータまたはソースコンピュータに行きます。このときに、 巧へ をクリック しない でください。 

古いコンピュータからデータをコピーするには次の手順を実行しまず。 

1. 古いコンピュータで 、 Windows XP の『ホペレーティングシステム CD 』 を挿入しまず。 

2. Microsoft Windows XP へようこそ 画面で、 ち加のタスクを実行する をクリックします。 

3. * 行する巧作の® 巧で ファイルとおミを転まする をクリックします。 

4. ファイルと技ミのおをウィザードの M 巧 画面で、 巧へ をクリックします。 

日. これはどちらのコンピュータですか？ 画面で ちを化の古いコンビュータ をクリックし. 巧へ をクリックします。 

己. ちを方法をちがしてください 固面でを望の西を方法をクリックします。 

7. 何をちをしますか？ 画面で乾送する項目を選おし 巧へ をクリックします。 

情報がコピーされた後、 ファイルと胜定の化 集 フエーズを巧巧しています… 画面が表示されます。 

8. 完了をクリックします。 

新ししロンピュータにデータを転送するには次の手順を実行します。 

1. 新ししロンピュータの 今、古いコンビュータに行ってください 画面で、 次へ をクリックします。 

2. ファイルと投をはどこにあ y ますか？ 画面で設定とファイルの西送方法を選巧し、 次へ をクリックします。 

ウィザードは化集されたファイルと設定を読み取り、それらを巧ししロンピュータに適届します。 

設定とファイルがすべて適巧されると、 化 誰 フエーズを巧理しています… 画面が表示されます。 

3. ま了をクリックして、新ししロンピュータを再起動します。 








ユーザー アカウントおよび ユーザーの 簡易切り替え 


ユーザーアカウントの追加 

Microsoft Windows XP オペレーティングシステムがインストールされる t コンピュータ管理をまたは管理者権限を持つユーザーは、追加するユーザーアカウントを作巧することができます。 

1. スタート ボタンをクリックし、 コントロールパネル をクリックします。 

2. コント ロール パネル ウィンドウで、 ユーザーアカウント をクリックします。 

3. 作業を巧びます で、 新しいアカウントを作巧する をクリックします。 

4. 巧しいアカウントに名前をがけます で、新しいユーザー名を入力して、 巧へ をクリックします。 

日. アカウントの植届を a びます で、レ:I下の項目の1つをクリックします。 

I コンピュータのち理者一 すべてのコンピュータ設定を変更することができまず。 

I 制旧一 ご自分のパスワードなど、個人めな設定のみを変更することができます。プログラムをインストールしたりインターネットをほ用したりすることはできません。 

。 メモ： Windows XP Home Edition または Windows XP Professional のいずれをほ巧するかによって、他じを]用できる追加のオプションが異なります。また、 Windows XP 
Professional でが用できるオプションは、コンピュータがドメインに接続されているかによっても異なります。 

6. アカウントの巧ぶ をクリックします。 

ユーザーの 簡易切り替え 

。 メモ： ユーザーの簡易切り营えは、コンピュータで Windows XP Professional が動作していて、コンピュータがコンピュータト•メインのメンバーである場合、またはコンピュータに搭載されて 
いるメモリが128 MB 未満の場合は無効になりまず。 

ユーザーの簡易切り替えにより、先に使用していたユーザーがログオフしなくても、複数のユーザーが1台のコンピュータにアクセスできます。 

1. スタート ボタンをクリックして、 ログオフ をクリックします。 

2. Windows のログオフ ウィンドウで、 ユーザーの切 リ きえ をクリックします。 

ユーザーの簡易切り替えを使用する場合、前のユーザーが実行してしけこプログラムはバックグラウンドで使用され続けるため、コンピュータの動作が遅く感じられることがあります。また、ゲームや DVD 
ソフトウェアなどのマルチメディアプログラムは、ユーザーの簡易切り替えでは動作しないことがあります。詳細については、 Windows ヘルプとサポートセンターを参照してください。 


を庭用および企業用ネットワークのセットアップ 
ネットヮークアダプタの接続 

コンピュータをネットワークに接結する前に、お使いのコンピュータにネットワークアダプタが取り付けられていて、ネットワークケーブルが接続されてし、る必要があります。 

ネットワークケーブルを接続するには巧の手順を実行します。 

^ ゾモ： ケーブルをしっかりと巧をの位置に収まるまで差し込みます。巧にケーブルを趕く引っ張り、ケーブルの接続を確認します。 

1. ネットワークケーブルをコンピュータ背面のネットワークアダプタコネクタじ接結しまず。 

& メモ： ネットワークケーブルを電話ジャックに巧続しないで〈ださい。 

2. ネットワークケーブルのもう一方の端を、壁のネットワークジャックなどのネットワーク接続デバイスに接続します。 

ネットワークセットアップウィザード 

Microsoft Windows XP オペレーティングシステムじは、家庭または小企業のコンピュータ間で、ファイル、プリンタ、またはインターネット接続を共有するための手順を案内するネットワークセットアッ 
プウィザードがあります。 



1. スタートボタンをクリックし、すべてのプログラムーアクセサリー 通 fS とポイントしてから、ネットワークセットアップウイザードをクリックします。 


2. ネットワークセットアップウイザードの曲巧の画面で、ホへをクリックします。 

3. ネットワーク巧巧のチェックリストをクリックします。 

b メモ： インターネットに亩巧拍 1* しているとし、う描商ちまを選巧すると 、 Windows XP SP 1 で提供されてし、る内蔵ファイアウォールを使巧できます。 

4. チェックリストのすべての巧目に入力し、必要な準搞を完了します。 


5. ネットワークセットアップウィザードに戻り、画面の指示に従います。 




